
E - 32

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

図面番号

E - 11

E - 12

E - 13

E - 14

図面名称

電気設備　図面リスト

1階　幹線設備平面図

3階　幹線設備平面図

E - 27

E - 15

E - 16

E - 17

E - 18

E - 19

E - 20

E - 21

E - 10

E - 04

E - 05

E - 06

E - 07

E - 08

E - 09

E - 03

PH階　幹線設備平面図

電灯設備　4階平面図　（改修後）

縮尺

-

-電気設備　特記仕様書

電気設備　凡例１

電気設備　凡例２

配置図

受変電設備単線結線図　

-

-

1/300

-

-

1/100

1/100

1/100

電気設備図

1/100

電灯設備　3階平面図　（改修後）

1/100

1/100

図面番号 図面名称 縮尺

1/100

E - 00

電灯・非常灯・誘導灯設備　4階平面図　（改修前）

E - 01

非常用自家発電設備　仕様書・他

950L油庫仕様

自家発電設備出力計算書

E - 22

E - 23

E - 24

E - 25

E - 26

E - 28

E - 29

2階　幹線設備平面図

1階　動力設備平面図

電灯設備　2階平面図　（改修後）

非常灯・誘導灯設備　2階平面図　（改修後）

電灯・非常灯・誘導灯設備　2階平面図　（改修前）

電灯・非常灯・誘導灯設備　3階平面図　（改修前）

非常灯・誘導灯設備　3階平面図　（改修後）

図面番号 図面名称 縮尺

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

-

-

-

1/100

自家発電設備出力計算書

E - 30

E - 31

4階　幹線設備平面図

図面番号 図面名称 縮尺

E - 02

-

2階　動力設備平面図

3階　動力設備平面図

PH階　動力設備平面図

分電盤結線図

照明器具姿図 改修前

照明器具姿図 改修後

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

-

-

電灯設備　PH階平面図　（改修前）

非常灯・誘導灯設備　4階平面図　（改修後）

1/100

E - 33

電灯設備　PH階平面図　（改修後）

1/100

E - 34

1階　換気扇設備平面図

1/100

E - 35

2階　換気扇設備平面図

1/1003階　換気扇設備平面図

1/20

-A - 01 建築改修特記仕様書　1

-A - 02 建築改修特記仕様書　2

-建築改修特記仕様書　3A - 03

-A - 04 建築改修特記仕様書　4

-A - 05 建築改修特記仕様書　5

1/500A - 06 案内図・配置図(改修前)

1/500A - 07 配置図(改修後)

-A - 08 仕上表(1)

-A - 09 仕上表(2)

1/100A - 10 1階天井伏図(改修後)

1/100A - 11 2階天井伏図(改修後)

1/100A - 12 3階天井伏図(改修後)

1/100A - 13 4階天井伏図(改修後)

1/100A - 14 PH1階平面図・屋根伏図

1/50A - 15 外構詳細図(1)

1/50A - 16 外構詳細図(2)

A - 17 外構詳細図(3)

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

電気設備　図面リスト

00
A1:ー

A3:ー



94.0 94.0 94.5

87.0 90.5 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0

11 15 18.5

94.5 95.092.0 95.5

95.0 95.0 96.0

88.5

電動機出力[kW]

定格電圧　200[V]

定格電圧　400[V]

93.0
規約効率[％]

30 37 45 55 75

22

95.5

96.5

電動機出力[kW]

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5

95.5

96.5
規約効率[％]

定格電圧　200[V]

定格電圧　400[V]

備考　

(2)　0.4kWの規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」のIP4X、6極、50Hzの電動機

　　 を駆動したときの値とする。

(1)　規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

(3)　0.75kW以上の規約効率は、JIS C 4213「低圧三相かご形誘導電動機-低圧トップランナーモータ」

　　 のIP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

***

以下

7.55.53.72.21.50.75

86.0

0.4

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　　・屋外に使用する厚鋼電線管は、溶融亜鉛めっき仕上げ付着量300ｇ/ｍ2以上のものとする。

　　　　水槽類には燃料小出槽を含む。

　　　　中間階とは近い、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

水 槽 類(※１)

水 槽 類(※１)

.

600

1200 以下

）

）

　　手すり先行専用足場方式により行う。

　 「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）

 　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

ｍ)

　・引き込み柱の地中より立上配管はPE管を使用すること。

　・地中埋設管は「自消性のある難燃性」の管を使用すること。

　・地中埋設管路には埋設シート(ビニール製２倍)を布設すること。

　　(埋設深度：

　　植え込み等の車両の通行しない部分　：GL-

　　車路、駐車場等の車両の通行する部分：GL-

　・埋設深さは下記による。地中埋設管路等34

２ 適用区分

　　　　有するもの又は同等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督

　　・　一般地域　　・　重耐塩地域　　・　耐塩地域

（２）塩害地域

　　　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　　④ 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　　③ 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　　　 建築材料以外の材料

　　　　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

（３）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分においては、「規制対象外」とは

　 　 　 セトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　 　 ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、ア

　 　 　 ない難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

　 　 ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジーｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

　 　 ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 　  　規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　 　  　は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に

　 　 　 その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料

　　  ① 合板、木質系フローリング、構造パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

　　　①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

　　　特定調達品目「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

　　　に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和2年2月閣議決定）」に定める

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」

　　　　建設省告示第１４５５号における区域　別表（27）

　　・　積雪荷重

　　　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

＝30m/s）　　　　風速（Vo

　　・　風圧力

（１）建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

地上、床上～中心

地上～中心

地上～中心

地上～窓中心

台上～中心

床上～上端

床上～下端

床上～下端

鏡上端～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

800～1,300

1,300壁付電話機

1,300

1,800～2,200引込開閉器箱（低圧）

1,800～2,000取引用計器

コンセント（車椅子用） 900

1,300

雷保護用接地端子箱

標準図による外部受付用インターホン子機

1,000地上～給油口給油ボックス

天井面～中心      〃　　  （都市ガス）　 (天井面)－200(壁面取付の場合)

(天井高)×0.8

(天井高)×0.9

300

800～1,500

800～1,500

1,500

ガス漏れ検知器（液化石油ガス）

連動制御器（自動閉鎖）

機器収容箱　　　

800～1,500

1,800

2,000

1,300

(天井高)×0.9

床上～操作部

復帰ボタン(多機能トイレ)

発信機

火報受信機（複合盤）、副受信機

テレビ機器収容箱（ＥＰＳ）

発信器（出退表示用）　

警報ベル

表示灯

廊下表示灯(多機能トイレ)

インターホン

呼出ボタン(多機能トイレ)

出退表示盤　

アッテネータ

子時計、スピーカ

親時計

900、（400）

1,300

(天井高)×0.9

1,500

1,500端子盤（EPS・電気室）

1,500以上

600

800

500

1,300

接地極埋設標

接地用端子箱

電磁開閉器用押しボタン

〃

取付高［mm］測　　　点名　　　　称

コンセント（車庫）

スイッチ（一般）　

1,500 (上端1,900以下)

1,000以下

150

2,500

2,100

150

150

300

1,100

1,300

1,500

　　 〃　 （踊場）

 　　〃   （鏡上）

開閉器箱

廊下通路誘導灯

避難口誘導灯

ブラケット（一般）

        〃　　       （台上）

        〃　　       （和室）

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ（一般）

　　〃　（多機能トイレ）

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

　　呼出ボタン(多機能トイレ)の取付け高さ（４００）は床に転倒した時を考慮した高さを示す。

注）天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて、機器の使用に支障が生じる場合は監督職員と

　　協議する。

（備考）　（天井高）×0.9 及び（天井高）×0.8 は天井高が　2,500～3,000mm の場合に適用する。

　「Ｘ線防護工事　標準化マニュアル（JESRA TR-0037-2011）による。

　Ｘ線防護措置の必要のある工事箇所については、社団法人　日本画像医療システム工業会のX線防護工事33

　建築設備の耐震性能の分類は「・甲・乙類」とする。

　　　二種金属線ぴについても、指針を適用する。

　　３）その他

32 二重床内器具 　二重床内に設置する器具の位置表示として、マーキングを直上の天井面に付けること。

　また、用途に応じ色分けすること。

太陽光発電 京セラ　　三菱電機　　パナソニック

　　・有（・警報センサー　　　　   　  　　  　　　　　 　　　　）

　５）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

　　・現場説明書による。

　ただし、車椅子利用者、高齢者、障がい者、低年齢者等の利用する器具は、施主との協議により

　決定すること。

機械警備用配管設備

機械機器電源設備

1.0          1.0

　Ⅱ.工事仕様

　L=900、14φは、W＝40、L=1200としても差し支えない。

　接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1500mm 以上とし、10φはW=30、

 　　る手法を提案するものとし、工事費用については別途協議を行えるものとする。

 　　メッシュアースまたはボーリングアース等の施工方法を用いて所定の接地抵抗値を得

 　　て所定の接地抵抗値を得難いと判断される場合には、施主、監督員と接地極数の増設、

備考)　接地工事に際しては、建設予定地の接地抵抗を事前に複数個所測定し、上記工法に

　スイッチは全てネーム付とする。

共 同 接 地

撤去工事

アイホン　ケアコムナースコール

　　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

配線支持材料

ガス漏れ警報器

プルボックス類

照明器具

電気時計

放送機器

制御盤

低圧分電盤端子盤

高圧キュ－ビクル

玄関インターホン

防犯装置

火報報知機器

テレビ共聴

竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　パナソニック　セコム　ＡＬＳＯＫ

ネグロス電工　　未来工業

ニッタン　　　　能美　　　　ホーチキ　　　パナソニック

アイホン　パナソニック　　東芝ライテック

パナソニック　　セイコー　　シチズンＴＩＣ

矢崎　　　パナソニック　　金門

日新電機　　内外電機　 パナソニック

パナソニック　　大光　　東芝ライテック　　三菱電機　　山田照明

ＴＯＡ　　パナソニック　　東芝ライテック　　ＪＶＣケンウッド

日新電機　　河村電器産業　　内外電機　　パナソニック　　かわでん

日新電機　　河村電器産業　　内外電機　　パナソニック　　かわでん

日新電機　　河村電器産業　　内外電機　　かわでん　　中川電機

日本アンテナ　　マスプロ電工　　　ホーチキ

　　　　　　〃

ケーブル

同上付属品

電線

電線管

　　　　　　〃

　　　　　　〃

パナソニック　　　神保　　　　摂陽　　　　　　東芝ライテック配線器具

下記同等品以上とし、監督員の承諾を得たものとする。

尚※印の機材はメーカー責任施工とする。

ＪＩＳ表示品及び電気マーク入り

設備機材指定表

　　・無し    　　　　　　　　　　）

　・置く　　　　・置かない

屋内

15項ＲＣ造南　棟

上田市上丸子1612番地

　　工事管理者に提出、協議の上施工の事。工事管理者の承諾なき施工は禁止する。

の保安器

ＥＢ（10φ）×１  (Ｌ＝1000mm)100Ω以下LtＥ電話引込口

・ 

　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。アンカー

　・はつり工事は、原則としてダイヤモンドカッターによる。

Ω以下

10Ω以下

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

４ 環境への配慮

機　　　　　器

機　　　　　器

水 槽 類(※１)

防振支持の機器

防振支持の機器

　　【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

0.6          0.4

一般機器一般機器

・ 一般の施設・ 特定の施設

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

屋上及び塔屋

上層階

地下・１階

中間階

防振支持の機器

機　　　　　器

重要機器重要機器
機器種別設置場所

　　　設計用標準水平震度

　　　標準水平震度は、次による。

　　　機器の重量[kｇｆ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用

　　１）設計用水平地震力

規約効率

インバータ装置の

　・本工事で設置とする。

  　(以下、「標準図」という。)による。

地上4F+PH2 地下0

　　　　提出を省略することができる。

　　　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の

　　　　証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　（２）下表に機材名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものとし、この

  　(平成31年版)」（以下、「改修標準仕様書」という。)及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)」

  　気設備工事編)(平成31年版)」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

　１）図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(電

　　放射性同位元素装備機器は関係法令により適切に処理し、製造メーカーに引渡す。３

12

グリーン購入法

　　・照明制御システム　　　・変圧器

　「公共工事」の品目

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特定調達品目

　・非破壊検査　撮影枚数　　　枚以上／部位

　・監督職員の指示による。

　養生方法　（　／　）図による

　養生範囲　（　／　）図による養　　　生

31

　仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

　仮　電　源（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）仮設備工事

30

　　調査方法（　／　）図による

　　調査範囲（　／　）図による

　　調査項目（残置される建物　　　　　　　）

　・事前調査施工調査

29

　・設けない　　・設ける　　・建築工事特記仕様書による

９

監督員事務所

Ｃ 種 接 地

Ｄ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ａ 種 接 地

　営繕工事電子納品要領(案)(平成24年3月改訂版)によるほか、監督職員の指示による。工事写真

誘導支援設備

電熱設備

情報表示設備

構内情報通信網設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

駐車場管制設備

映像・音響設備

監視カメラ設備

中央監視制御設備

テレビ共同受信設備

火災報知設備

防犯・入退室管理設備

構内交換設備

拡声設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

雷保護設備

電灯設備

動力設備

27

28

26

25

24

ｔ

Dt

At

(PBX)

LH

C

D

B

A

A.C.D

21

23

22

20

19

18

17

16

15

14

13

11 工事用仮設物

10

８ 電気工事士

７

６

電気保安技術者

５

１

電気工作物の種類

電源周波数

　・埋戻し後の建設残土は、構外搬出とし、搬出及び処理費は（ ・ 別途 ・ 本工事）とする。

10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組共 同 接 地

スイッチ・コンセント 　図面に特記なき場合、コンセント 2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

　工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

との取合い

他工事又は他工種

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。施工図等の取扱い
　・樹脂製（ ・ ワイド型 ）　　　・金属製（ ・ ワイド型 ）プレートの材質

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。　

　　２）設計用鉛直地震力

　　　　上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

　　　　２～６階建の場合は 上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　上層階の定義は次による。

　　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・トランス

　　　・配電盤　・発電装置(防災用）　 ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置　

　　　重要機器

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　４）放射性同位元素装備機器　　　　　

　　・有（・イオン化式感知器　　   　  　　  　　　　　 　　　　）

　　ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は本工事とする。

　　・有（・金属類　　　　　　　　　　            　　

　すべて受注者の負担とする。

　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

仕上げ

金属製電線管の

発生材の処理

（（注）延べ面積は建築基準法による表記）

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

　２）引渡しを要するもの以外

　 ２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　・５０Ｈｚ　　・６０Ｈｚ

　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。取付高さ

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1000mm)

通信用(100Ω) ＥＢ（10φ）×１  (Ｌ＝1000mm)

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1500mm)

ＥＢ（14φ）×３連－１組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下A.DＥ

測　 定　 用

通信用(10Ω)

交換装置用

高圧避雷器

・ 

接　　地　　極（参考）接地抵抗値記　　号接地の種類

接地極　

照度測定箇所数

非常用の照明装置の 　測定数　全箇所

　項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

２）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

１．共通仕様

４．指　定　部　分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別種事工

改修－式

建物別及び屋外

工　事　種　目

３．工 事 種 目（○印のついたものを適用する）

）２（ｍ 別 表 第 一
備　　考

消防法施行令延 べ 面 積
階　　　　数構　造建　物　名　称

２．建物概要

１．工事場所

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

　　・屋内（全て指定色　　　　　　　　　　　　）

　　・屋外（全て指定色　　　　　　　　　　　　）

　露出配管の仕上げは下記とする。

　長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ 1.2mm 以上の被覆鉄線を挿入する。

　は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分

　承諾を受けて変更しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は監督職員の

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。　による。

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」（独立行政法人建築研究所監修）

　　・有（ＰＣＢ使用機器:   　   　　  　　　　　 　　　　　　　）

　１）引渡しを要するもの

　　・外部仮設足場等（

　　・内部仮設足場等（

　・別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

　費用は受注者の負担とする。

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する

　契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　　　　職員の承諾を受ける。

　（１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき品質及び性能を

呼び線

電線本数・管路等

耐震施工

建築発生土の処理

足場その他

水・その他

工事用電力

機材の品質等

　　ただし、予め施工対数のレントゲン検査等の非破壊検査を行い、施工計画書を作成し、

　　特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目　　特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

　完成図の詳細は現場説明書による。

　　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

完成図等

　Ⅰ.工事概要

　　特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

・ 

・ 

・ 

　　仕様書

　　　３）安定的な供給が可能であること。

　　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

改修－式

屋外

改修－式 新設－式

－式

新設－式

改修－式

新設－式

新設－式

特記仕様書

6. その他

※構内情報通信網設備工事について
1.サーバー室内における配管配線工事時は施設情報関係管理者の立合いの元行うこと。

※コンセント回路切替え工事について

1.事前に現地調査を行い、設計図と不整合箇所がある場合には、切替えに差し支えない回路を切替え対象とすること。

2.幹線設備工事、コンセント設備回路切替えおよびテレビ共同受信設備工事は休日工事とする。

1.はつり工事、また付随する工事は休日工事とする。

※休日工事について

あてに報告する。

工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長

(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

2.　不具合の確認

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　　 ・　

住民に対する災害防止関係

・ 現場見学会の開催　　 ・　

地域住民とのコミュニケーション

・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

地域住民への情報提供

・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　改善について

工事現場のイメージアップ1.　工事現場の環境

マニフェストA票、B2票、D票並びにE票の写しを添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に

提出すること。

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真、

なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ない 短ルートを選定すること。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

おいても遵守すること。

(1) 工事の施工計画にあたって、施工計画書に次の事項を具体的に記載するとともに、施工時に

重量の厳重チェックを行うこと。

① 積載重量制限を超過しての建設発生土の処理、及び資機材(以下「資機材等」という)の積載

ことのないようにすること。

③ 過積載を防止するため、資機材等の購入にあたっては、納入業者の利益を不当に害する

等を使用しないこと。

④ 資機材等の運搬には、さし枠装着車、物品積載装置等の不正改造した車輌、及び不表示車

または車輌を使用した業務等において悪質かつ重大な事故を発生させた者を排除すること。

⑤ 下請事業者や資機材等納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠けた者

構成員の雇用に努めること。

事故の防止等に関する特別措置法」の目的に鑑み、同法第12条の規定に基づき届け出た団体

⑦ 土砂等の運搬に関する事業者の選定に当っては、「土砂等を運搬する大型自動車による交通

登録するものとする。)

するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備

工事日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、

するほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

安全教育、研修及び訓練を行うこと。

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に

関連書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、

④ 保険金額　　　 請負代金に相当する金額以上とする。

③ 保険期間　　　 工事着工の日から工事目的物の引渡し日の14日後までとする。

② 保険の目的物　 工事目的物及び工事材料とする。

① 保険の種別　　 建設工事保険(請負業者損害賠償責任担保特約付き)又は火災保険及び請負

業者賠償責任保険とする。

することがあるので、検査に協力すること。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施

センター(JACIC)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督員に

提出する。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。11. 施工図等の取扱い

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。10. 被害届等

9.　工事検査

③ 工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

② 登録内容の変更時　　変更契約締結後10日以内

① 工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

(2) 登録する場合は、あらかじめ監督員の確認を受け、次に示す期間内に(財)日本建設情報総合

(1) 上田市工事請負契約約款第51条第1項の規定により、次の保険等に付さなければならない。

登録について

8.　工事実績情報の

(2) 工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。 

7.　火災保険等

6.　安全対策関係

(2) 以上の点について、下請事業者についてもこれに準じ徹底すること。

⑥ 飛散の恐れがあるものについては、飛散しないような処置を行い運搬すること。

また、同車輌からの資機材等の引き渡しを受けないこと。

② 過積載を行っている資材等納入業者からの資機材等購入は行わないこと。

5.　過積載の禁止

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。4.　環境対策関係

書」を監督員に提出すること。

処理業の許可証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画

取得している者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を

基づき、適正に行うこと。

行為)するときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に

(1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の

取扱い

3.　産業廃棄物等の

(ただし、工事請負代金額500万円以上2,500万円未満の工事については、受注時・訂正時のみ

(1) 工事請負額が500万円以上の工事については、工事実績情報(工事カルテ)の登録をすること。

項　　　目 　　特　　　　記　　　　事　　　　項

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 01
NS

特記仕様書

NS

5934.85

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、監督員及び

工事検査の際に提示できるようにすること。



増設機能付子機CS

引掛シーリング

AC100V 6A

AC100V 6A

角型

丸型

引掛シーリング

サーモスイッチ

全熱交換機用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁHEU

HL

L24

換気扇用強弱ｽｲｯﾁ

ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

24時間換気用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

プレート共

CF

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

ｴｱｶｰﾃﾝ用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁAK

プレート共換気扇用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁCY

Th

ファンコイルユニット

熱交換型換気扇

FCU

換気扇

シーリングファン

FCU

・本工事 ・機械設備工事

・本工事 ・機械設備工事

・本工事 ・機械設備工事

・本工事 ・機械設備工事

・本工事 ・機械設備工事

・本工事 ・機械設備工事

中間取付形ダクトファン

扇風機

■構内情報通信網設備

スイッチングHUBHUB

情報用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

情報用ﾌﾛｱﾎﾞｯｸｽ

情報用OAﾌﾛｱﾎﾞｯｸｽ

CAT6対応 8極8芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ プレート共

情報用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ CAT6対応 8極8芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ プレート共・天井付

CAT6対応 8極8芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ ・ﾌﾟﾗｸﾞ収容型

CAT6対応 8極8芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ ・ﾌﾟﾗｸﾞ収容型

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

A

鉄製

6極4芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

プレート共

・ﾌﾟﾗｸﾞ収容型

PBX

多機能電話機

プレート共

一般

壁付型

6極4芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ共

6極4芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

6極4芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

無線基地局

電話機

天井扇 ・本工事 ・機械設備工事

非常警報操作盤 押釦・ﾍﾞﾙ・表示灯組込一体型 ﾊﾞｯﾃﾘｰ付

・非常警報機器等

・ガス漏れ火災警報

2種 非蓄積型　防爆型光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器S C：自動試験機能付防爆

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器

■自動火災報知設備

・自動火災報知設備

( )

火災受信機 連動操作盤

：特種

：特種( )

1種 防水型

1種

2種

2種 非蓄積型

D

受信機

副受信機

複合型受信機

発信機

表示灯

電鈴

P

B

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器S

D

IP

非常用押釦

戸外表示器

戸外表示器

住宅情報盤

トイレ・浴室用引きヒモ付

遠隔試験端子付警報表示機能付ドアホン子機

遠隔試験端子付警報表示機能付ドアホン子機

GP型3級受信機

2種 非蓄積型

縦型

機器収容箱 消火栓ﾎﾞｯｸｽに組込 組込P B(　　　　　　)

NO 警戒区域番号

警戒区域境界線

感知器用

S 光電式ｽﾎﾟｯﾄ型煙感知器

同上引込

R

Ω

差動式分布型熱感知器

機器収容箱

C：自動試験機能付

C：自動試験機能付

C：自動試験機能付

C：自動試験機能付

空気管

機器収容箱

H 移報器

終端抵抗

S

3種　非蓄積型 S

2種

組込P B

消火栓始動用

(　　　　　　)組込P B

側面点検ボックス付

(　　　　　　)

(　　　　　　　)

C：自動試験機能付

テレビ共聴盤

R

直列ユニット 中間

直列ユニット 端末

R

直列ユニット 中間

直列ユニット 端末

天井付

天井付

テレビアンテナ

パラボラアンテナ

MTV

DR

ITVカメラ

レコーダー等

モニターテレビ

■監視カメラ設備

■防犯・入退室管理設備

1種 防水型　防爆型定温式ｽﾎﾟｯﾄ型熱感知器防爆

本工事スッキリポール

■テレビ共同受信設備

：埋込型

接地端子箱

抜止め2P15A(E付)×2リーラーコンセント

フラット型

8Eプレート共L24 埋込スイッチ 24時間換気用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

CD CD・DVDデッキプレーヤー

防火区画間仕切

プレート共2P15A(E付)×2　赤色埋込コンセント2E
赤

LPガス用 SH12919　同等品

露出丸形ボックス

プレート共埋込コンセント 2P15A(E付)×8

赤外線センサーP

受信機

3 プレート共3路スイッチ付調光スイッチ

プレート共

熱線ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

・段調光人感ｾﾝｻｰ

・連続調光 ・人感ｾﾝｻｰ明るさｾﾝｻｰ

N

親機・換気扇連動型S 熱線ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

熱線ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ 子機・換気扇連動型BFS

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

親機・広角検知

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

・連続調光明るさｾﾝｻｰ

照明制御装置

照明制御装置

照明制御装置

熱線ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

AC100V 6A

調光スイッチ

1回路用・切-自動-連続

2回路用・切-自動-連続

NTS

ANS

AS

S 熱線ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

子機・広角検知BS

同上ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

同上ｾﾝｻｰ付自動ｽｲｯﾁ

自動点滅器AS

SL

SL2

埋込型（L：個別ｽｲｯﾁ・P：ﾊﾟﾀｰﾝｽｲｯﾁ・LC：個別調光ｽｲｯﾁ）

ON表示灯

ON表示灯

1P 15A ×1

3W 15A ×1

4W 15A ×1

3W 15A ×1

1P 15A ×1

ON表示灯

防水型

防水型

防水型

・遅れ消灯

OFF表示灯

OFF表示灯

OFF表示灯

1P 15A ×1

1P 15A ×1

3W 15A ×1

4W 15A ×1

1P 15A ×1

3W 15A ×1

4W 15A ×1

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

埋込スイッチ

ﾘﾓｺﾝｾﾚｸﾀｰｽｲｯﾁ

埋込スイッチ

L

3

4

DF

3.WP

WP

H

3H

4H

4.WP

3L

盤結線図参照警報盤

■動力設備

引掛け

引掛け

引掛け3P.15A 3P 15A（E付）埋込コンセント

3P.30A

3P.20A

3P 30A (E付)

3P 20A（E付）

埋込コンセント

埋込コンセント

3P.15A 3P 15A（E付）埋込コンセント

**A

**A

A

B

SS

MP F

M

S

3P.30A

3P.20A

3P 30A (E付)

傍記は遮断容量を示す(MCCB)

3P 20A（E付）

ON・OFF・PL

傍記は定格電流を示す

別途工事

平面図参照

ON・OFF・PL

平面図参照

平面図参照

別途工事

別途工事

別途工事

M

S

配電箱

手元開閉器箱

押釦スイッチ

動力機器

電極

埋込コンセント

埋込コンセント

押釦スイッチ

配電箱

手元開閉器箱

水圧開放ｼｬｯﾀｰ電源装置

同上開放装置

ｼｬｯﾀｰ操作盤

盤結線図参照動力制御盤

埋設標柱

■盤類

プリンター用コンセント傍記PRT

複合機用コンセント傍記MFP

パソコン用コンセント傍記PC

コピー機用コンセント傍記

冷蔵庫用コンセント傍記

電子レンジ用コンセント傍記

テレビ用コンセント傍記

COPY

REF

MICW

TV

IHヒーター用コンセント傍記IH

GC回路を示す。GC コンセント傍記

壁掛けルームエアコン用AC コンセント傍記

・接地端子共

・接地端子共

プレート共2P15A(E付)×2.抜止め2EH.LK 医用埋込コンセント

プレート共

プレート共

プレート共

鉄骨又は主鉄筋2条以上に溶接

2端子

2P15A(E付)×2

医用接地

EC 医用接地センター

E 医用接地端子

2EH 医用埋込コンセント

収容機器は各機器凡例を参照

プラグ収容型

プラグ収容型2P15A(E付)×1E OAフロアーコンセント

複合アウトレット

収容機器は各機器凡例を参照複合アウトレット

配管工事用

配管工事用

プラグ収容型

プラグ収容型

フロアーコンセント

フロアーコンセント

20A 2分岐(3芯)

20A 4分岐(3芯)

2P15A(E付)×4.抜止め.ｷｬﾌﾞﾀｲﾔ3m付.ﾏｸﾞﾈｯﾄ付

2P15A(E付)×2

2P15A(E付)×1

2P15A(E付)×2

ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2C

4C

4E

ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

同上用OAﾀｯﾌﾟｺﾝｾﾝﾄ

2E OAフロアーコンセント

2E

E

仕様は壁付と共通天井付抜け止めを示す埋込コンセント

250VE.30A

E.20A

250V

250V

E.30A

250VE.15A

プレート共4E 2P15A(E付)×4 ET付埋込コンセント

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

プレート共

WP

埋込コンセント

埋込コンセント 2P15A(E付)×2

ET付2P15A(E付)×2

ｼｬｯﾀｰ付

ｼｬｯﾀｰ付

2ES

2EETS

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

2ET

ET

1

2EET

EET

E

2E

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント 2P15A(E付)×1

2P15A(E付)×2

収容機器は各機器凡例を参照

ET付

ET付

2P15A×1

2P15A×2

2P15A×1

2P15A×2

2P20A(E付)×1

2P15A(E付)×1

2P15A(E付)×2

ET付

ET付

・防水型ET付2P15A(E付)×2

2P15A×1

2P15A×2

抜止め

抜止め

2P15A(E付)×2

2P15A(E付)×1

抜止め

抜止め

2P30A(E付)×1

250V2P20A(E付)×1

2P15A(E付)×1 250V

2P30A(E付)×1

複合アウトレット

埋込コンセント

E.20A

LK

2LK

E.LK

2E.LK

・コンセント分岐

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

誘導灯・誘導標識

非常用照明

階段通路誘導灯

CL

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照丸型

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(ｳｫｰﾙｳｫｯｼｬｰ,ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ)

ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄﾗｲﾄ

角型

天井付照明器具

天井付照明器具

天井付照明器具

天井付照明器具

天井付照明器具

天井付照明器具

壁付照明器具

天井付照明器具

壁付照明器具

スポットライト

・電灯分岐

盤結線図参照

盤結線図参照

電灯動力盤

電灯分電盤

■電灯設備

***

■構内交換設備

マルチメディアポート

弱電端子盤 端子盤リスト参照

MM 平面図参照

電話用OAﾌﾛｱﾎﾞｯｸｽ

PT

保安器収容箱

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

電話用ﾌﾛｱﾎﾞｯｸｽ

公衆電話用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

FAX用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽFAX

T

アウトレットボックス

プレート共

プレート共

プレート共

床暖コントローラー

プルボックス 仕様は傍記による

CR

切タイマースイッチTM

・支給品取付

・支給品取付

・支給品取付

・支給品取付

電話交換機

・支給品取付

・支給品取付

・支給品取付

・支給品取付

・支給品取付

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

・機械設備工事・本工事

呼出報知器

別途盤

T

アウトレットボックス ノズルプレート共NP

摘

要
備　　考仕　　　様名称記号

摘

要
備　　考仕　　　様名称記号

摘

要
備　　考仕　　　様名称記号

摘

要
備　　考仕　　　様名称記号

摘

要

ｶﾞｽ漏れ用

2種　親器　試験機能付・無線式・連動型警報機能付・電池式

移報接点付

B

2種　子器　試験機能付・無線式・連動型警報機能付・電池式

G

2種　親器　試験機能付・無線式・連動型警報機能付・電池式光電式スポット型煙感知器

NO

R

パネルヒーター用

アウトレットボックス 擬音装置用GSY

アウトレットボックス 自動洗浄用FV

アウトレットボックスEHP

■ボックス類ほか

アウトレットボックス

アウトレットボックス

アウトレットボックス

アウトレットボックス

ｼｬｰｶｽﾃﾝ用

自動ドア用

電気錠制御盤用

GC回路

SHA

AD

EK

GC

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

1ヶ用

2ヶ用

3ヶ用

4ヶ用

5ヶ用

6ヶ用

BP1

情報用無線ｱﾝﾃﾅAP

機器姿図参照

4

NC

N

M

廊下表示灯

ナースコール親機

ﾄｲﾚ浴室押釦

呼出握り釦

復旧釦

代表廊下灯

スピーカ

マイク

4床用

ﾊﾝﾄﾞ型子機・ｺﾝｾﾝﾄ共

天井埋込

天井埋込

・ナースコール

2 廊下表示灯 2床用

1 廊下表示灯 1床用

W:トイレ付

N 引きひも付

R E

同上制御装置

液晶表示式親機

NC

W:トイレ付

W:トイレ付

4L

2L

廊下表示灯 4回線

廊下表示灯

廊下表示灯

2回線

1回線

W:トイレ付

別途工事 (SEC:機械警備操作盤)

アウトレットボックス 機械警備操作盤用SEC

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照庭園灯

ポール灯

WH 本工事積算電力量計

WH 別途電力会社工事積算電力量計

引込開閉器盤 盤結線図参照

6極4芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

注記参照

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

ハンドホール

埋設標柱

■構内配電線路

機器姿図参照

機器姿図参照引きひも付N

・トイレ呼出し

廊下灯

トイレ呼出し親機 機器姿図参照

集合玄関子機D

インターホン

通報装置

d

t

t

ELV用　別途工事

親機

子機

埋込 防水型

インターホン

ELVt

ドアホン

インターホン

呼出押釦

・インターホン

■誘導支援設備

業務放送用

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

・WP:防水型

CL

CL

天井直付型スピーカ ｱｯﾃﾈｰﾀ付

天井直付型スピーカ

ｱｯﾃﾈｰﾀ付

ｱｯﾃﾈｰﾀ付

非常業務兼用非常

ﾘﾓｺﾝ操作器RM

業務放送用

非常業務兼用

スピーカ ホーン型

■拡声設備

C

スピーカ

スピーカ

スピーカ

スピーカ

壁付 5W

壁付 1～3W

ｱｯﾃﾈｰﾀ付

天井埋込型

天井埋込型

壁掛型

ホーン型

壁掛型

ﾘﾓｺﾝ操作器RM

電源制御器

アッテネータ

アッテネータ

5W

スピーカ

増幅器

増幅器

AMP

AMP

非常

RH HDMI延長受信機

ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸﾐｷｻｰWMIX

壁掛け・天吊り型

CP ワゴン接続盤

WA

M

M

天井埋込

壁付型

天井付

マイクコンセントJ

電動スクリーン

液晶プロジェクターVP

マイクコンセントJ

スピーカ

ワゴンアンプ

スピーカ

ワイヤレスアンテナ

ワイヤレスアンテナ

■映像・音響設備

TM

長波受信機

長波中継器

電気時計 子時計

電気時計 親時計

・時刻表示

■情報表示設備

・ﾌﾟﾗｸﾞ収容型

・天井付 プレート共

ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ

BP2

BP3

BP4

BP5

BP6

P B

・特定小規模施設用火災報知設備

警戒区域番号

・ナースコール(つづき)

備　　考仕　　　様名称記号

光る警報ブザー

ワイヤレス連動停止スイッチ、火災通報装置連動、自火報専用電話機

リレー

ｶﾞｽ漏れ用

ガス警報器

光る警報ブザー用

定温式スポット型熱感知器

A

SW

中継器

特種65°C　子器　試験機能付・無線式・連動型警報機能付・電池式

光電式スポット型煙感知器

光電式スポット型煙感知器

壁付復旧釦

トイレ呼出押釦

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 02
NS

凡例1

NS



傍記マーク　☆：強電、★：弱電を示す

EM-EEF 1.6 -2C

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39)　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39)　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39)　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

配線

配線

配線

空配管

空配管

空配管

空配管

空配管

空配管

空配管

空配管

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

二種金属線ぴ配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

配線

ころがしEM-FCPEE 1.2-7PFCP7P
ころがしEM-FCPEE 1.2-5PFCP5P
ころがしEM-FCPEE 1.2-3PFCP3P
ころがしEM-FCPEE 1.2-2PFCP2P
ころがしEM-FCPEE 1.2-1PFCP1P

ころがしEM-FCPEES 1.2-7PFCPS7P
ころがし

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

EM-FCPEES 1.2-5PFCPS5P
ころがし 屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)EM-FCPEES 1.2-3PFCPS3P
ころがしEM-FCPEES 1.2-2PFCPS2P

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)2 ころがしEM-CE 2　　-3C(1線ｱｰｽ)

ころがしEM-FCPEES 1.2 -1P(調光信号)

備　　考適　　　用名称記号備　　考適　　　用名称記号
摘

要

摘

要

摘

要

屋内：E(63) 　 屋外：G(70)　地中：F・FEP(65)60 ころがしEM-CE 60　-3C(1線ｱｰｽ)

Ｃ型

Ｂ型

Ａ型

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

　・共通

(G28)×1(G28)

(G16)×1(G16)

(G22)×1(G22)

(E31)×1(31)

(E19)×1(19)

(E25)×1(25)

(PF28)×1(28)

(PF16)×1(16) 空配管

(PF22)×1(22)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

EM-FCPEES 1.2-1PFCPS1P

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

5.5

ころがし

ころがし

ころがし

2F9

2F8

2F7

2F6

2F5

2F4

2F3

2F2

F9

F8

F7

F6

F5

F4

F3

F2

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

EM-EEF 2.0 -2C

EM-EEF 2.0 -3C

EM-EEF 2.0 -2C＋3C

EM-EEF 2.0 -3C×2

EM-EEF 2.0 -2C＋3C×2

EM-EEF 2.0 -2C×2+3C

EM-EEF 2.0 -2C×2

EM-EEF 1.6 -3C×3

EM-EEF 2.0 -3C×3

EM-EEF 1.6 -2C＋3C×2

EM-EEF 1.6 -3C×2

EM-EEF 1.6 -2C×2＋3C

EM-EEF 1.6 -2C＋3C

EM-EEF 1.6 -3C

EM-EEF 1.6 -2C×2

EM-EEF 1.6 -2C

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(51) 　屋外：G(54)　地中：F・FEP(50)

屋内：E(51) 　屋外：G(42)　地中：F・FEP(40)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39) 　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(51) 　 屋外：G(54)　地中：F・FEP(50)

屋内：E(51) 　 屋外：G(42)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39)　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(40)

屋内：E(39) 　屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

2.6

2.6

2.6

ころがしEM-EEF 2.6 -3C(1線ｱｰｽ)

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

備　　考適　　　用名称記号

14

100

60

38

22

14

8

5.5

3.5

38

22

8

14

5.5

3.5

CEE

CEE

CEE

CEE

立上り・素通し・立下り

EM-AE 1.2 -3P

EM-AE 1.2 -4C

EM-AE 1.2 -3C

EM-AE 1.2 -2C

EM-HP 1.2 -3P

EM-HP 1.2 -4C

EM-HP 1.2 -3C

EM-HP 1.2 -2C

EM-UTP-CAT6-4P ×4

EM-UTP-CAT6-4P ×3

EM-UTP-CAT6-4P ×2

EM-BTIEE 0.4 -2P ×5

EM-BTIEE 0.4 -2P ×4

EM-BTIEE 0.4 -2P ×3

EM-BTIEE 0.4 -2P ×2

EM-IE 2.0 ×6　E2.0

EM-IE 2.0 ×5　E2.0

EM-IE 2.0 ×4　E2.0

EM-IE 2.0 ×3　E2.0

EM-IE 2.0 ×2　E2.0

EM-IE 2.0 ×6

EM-IE 2.0 ×5

EM-IE 2.0 ×4

EM-IE 2.0 ×3

EM-IE 2.0 ×2

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

二種金属線ぴ

EM-IE 1.6 ×6　E1.6

EM-IE 1.6 ×5　E1.6

EM-IE 1.6 ×4　E1.6

EM-IE 1.6 ×3　E1.6

EM-IE 1.6 ×2　E1.6

EM-IE 1.6 ×6

EM-IE 1.6 ×5

EM-IE 1.6 ×4

EM-IE 1.6 ×3

EM-IE 1.6 ×2

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

EM-IE 8 ×2　E5.5

EM-IE 5.5 ×2　E2.0

配管配線

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

EM-IE 2.0 ×8　E2.0

EM-IE 2.0 ×7　E2.0

EM-IE 2.0 ×6　E2.0

EM-IE 2.0 ×5　E2.0

EM-IE 2.0 ×4　E2.0

EM-IE 2.0 ×3　E2.0

EM-IE 2.0 ×2　E2.0

EM-IE 1.6 ×8　E1.6

EM-IE 1.6 ×7　E1.6

EM-IE 1.6 ×6　E1.6

EM-IE 1.6 ×5　E1.6

EM-IE 1.6 ×4　E1.6

EM-IE 1.6 ×3　E1.6

EM-IE 1.6 ×2　E1.6

EM-IE 2.0 ×9

EM-IE 2.0 ×8

EM-IE 2.0 ×7

EM-IE 2.0 ×6

EM-IE 2.0 ×5

EM-IE 2.0 ×4

EM-IE 2.0 ×3

EM-IE 2.0 ×2

EM-IE 1.6 ×9

EM-IE 1.6 ×8

EM-IE 1.6 ×7

EM-IE 1.6 ×6

EM-IE 1.6 ×5

EM-IE 1.6 ×4

EM-IE 1.6 ×3

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

金属ﾀﾞｸﾄ

一種金属線ぴ

一種金属線ぴ

EM-S-7C-FB

EM-S-5C-FB

配線 ころがし

AE3P

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

AE

AE

AE

EM-UTP-CAT6-4P ×1

EM-BTIEE 0.4 -2P ×1

2.0×2

2.0×3

2.0×4

2.0×5

2.0×6

2.0×2E

2.0×3E

2.0×5E

2.0×4E

8

5.5

EM-IE 1.6 ×2

2

3

4

5

6

2E

3E

5E

6E

4E

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

ころがし

HP3P

EM-HP 1.2 -5P配線

HP

UTP

UTP

UTP

UTP

HP

HP

5C

BTIEE

BTIEE

BTIEE

BTIEE

BTIEE

MM1-C

MM1-B

MM1-A

7C

屋内：PF(28),E(31)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：G(82) 　屋外：G(82)　地中：F・FEP(80)

屋内：E(63) 　屋外：G(70)　地中：F・FEP(65)

屋内：E(63) 　屋外：G(54)　地中：F・FEP(65)

屋内：E(31) 　 屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：E(39)　 屋外：G(36)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(28),E(25)　屋外：G(28)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

EM-EEF 1.6 -3C(1線ｱｰｽ)

配線

配管配線

配管配線

配管配線

配線

EM-FCPEES 1.2 -1P(調光信号)

EM-IE 14　×1(医用接地幹線)

EM-IE 5.5　×1(医用接地)

EM-CEE 2　-5C

EM-CEE 2　-4C

EM-CEE 2　-3C

EM-CEE 2　-2C

EM-CET 100　E22　(1線ｱｰｽ)

EM-CET 60　E14　(1線ｱｰｽ)

EM-CET 38　E8　(1線ｱｰｽ)

EM-CET 22　E5.5　(1線ｱｰｽ)

EM-CET 14　E5.5　(1線ｱｰｽ)

EM-CE 8　-4C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 5.5　-4C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 3.5　-4C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 38　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 22　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 14　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 8　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 5.5　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-CE 3.5　-3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.6 -2C

EM-EEF 2.6 -3C

EM-EEF 2.0 -2C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -2C＋3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -2C×2+3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -2C＋3C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -3C×3(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -3C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 2.0 -3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -3C×3(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -2C＋3C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -2C×2＋3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -3C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -2C＋3C(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -2C×2(1線ｱｰｽ)

EM-EEF 1.6 -3C(1線ｱｰｽ)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

E管(屋外はG管)にて配線保護(PS・EPS以外は塗装)

PF管にて配線保護

PF管にて配線保護

露出配管配線

OA床ころがし配線（二重床内配線）

床下隠ぺい配管

天井隠ぺい配管

天井内ころがし配線

EM-EEF 2.0 -2C

EM-EEF 2.0 -3C

EM-EEF 2.0 -2C＋3C

EM-EEF 2.0 -3C×2

EM-EEF 2.0 -2C×2+3C

EM-EEF 2.0 -2C＋3C×2

EM-EEF 2.0 -3C×3

EM-EEF 2.0 -2C×2

EM-EEF 1.6 -3C×3

EM-EEF 1.6 -2C＋3C×2

EM-EEF 1.6 -2C×2＋3C

EM-EEF 1.6 -3C×2

EM-EEF 1.6 -2C＋3C

EM-EEF 1.6 -2C×2

EM-EEF 1.6 -3C

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)

屋内：PF(16),E(19)　屋外：G(16)　地中：F・FEP(30)
EBT

EBT

EBT

EBT

EBT EM-EBT 0.4 -2P ×1

EM-EBT 0.4 -2P ×2

EM-EBT 0.4 -2P ×3

EM-EBT 0.4 -2P ×4

EM-EBT 0.4 -2P ×5

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

ころがし

配線

配線

配線

配線

配線

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

HP5P 屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)

EM-AE 1.2 -5PAE5P

防火区画貫通処理 口径は傍記による

☆nn 防火区画貫通処理 床コア抜き用口径は傍記による

φnn

☆nn 傍記マーク　☆：強電、★：弱電を示す防火区画貫通処理

機械はつり

KRnn

口径は傍記による

口径は傍記、壁および床厚さは注記による

ケーブルラック用

屋内：PF(22),E(25)　屋外：G(22)　地中：F・FEP(30)配線 ころがしEM-CEE1.2-3CCEE

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 03
NS

凡例2

NS



1

1

発電機

3FL

EM-CET22°,E5.5°(FEP30):PFU-1
EM-EEF2.0-3C(FEP30):凍結防止ヒーター
EM-CPEE1.2-10P(FEP30):消火ポンプ・消火水槽・呼水槽（警報)
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～消火ポンプ

EM-CE8°-4C(FEP30):PU-1　AC
EM-CE8°-4C（FEP30):PU-1　GC
EM-EEF2.0-3C(FEP30):凍結防止ヒーター
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):受水槽(警報)
EM-CE5.5-3C (FEP30):緊急遮断弁電源

PU

TW

1

電源接続盤

PFU

1

TFW

11000

15000

5200

Ｓ

Ｅ

Ｗ

Ｎ

9500750070001050040006000

10000 24000

4000

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

60
00

25
00

38
50

60
00

0

丸⼦地域⾃治センター

▲

対象建築物を⽰す

南棟

北棟

丸⼦地域⾃治センター

丸⼦地域⾃治センター

配置図

道 路

隣 地

⾞庫
駐⾞場

駐⾞場

便所

⾃転⾞置場

歩 道

⾞  庫
倉 庫

新幹線

案内図

⼯事場所

丸⼦橋

⾄東御

⾄上⽥

しなの鉄道

⾄⻑
和町

R152

⼤屋駅

R18

▼

▲

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

新P-1

既設幹線ケーブル

EA,D

EB

ED(ELCB)

ET

ET

H2-9
R8K-60

セパレータ共

H2-9

10-19-35

引込柱撤去
10-19-35

支線材、装柱材共

GL-1200

6KV　EM-CET60°(FEP80):高圧引込
空配管 (FEP80):予備

GL-1200

EM-CET250°,E22°(FEP100):新P-PH-1
EM-CET250°(FEP100):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(FEP100):新P-PH-2
EM-CET38°,5.5×2(FEP40):新L-1
EM-CET22°,5.5×2(FEP40):新L-2
EM-CE8-3C(FEP40):新L-2　GC
EM-CET22°,5.5×2(FEP40):新L-3
EM-CE8-3C(FEP40):新L-3　GC
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～発電機起動盤
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～消火ポンプ
警報
EM-CPEE1.2-10P(FEP40):消火ポンプ・消火水槽・呼水槽
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):受水槽
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):発電機
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):キュービクル

GL-1200

EM-CET100°、E22°:新P-1
EM-CET150°:新P-1

6KV　EM-CET60°(FEP80):高圧引込
EM-FPT200°,E22°(FEP80):発電機
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):発電機(警報)
EM-CE5.5-3C (FEP30):発電機起動盤電源
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～発電機起動盤

6KV　EM-CET60°(FEP80):高圧引込
EM-FPT200°,E22°(FEP80):発電機
EM-CET150°,E22°(FEP65):新P-1
EM-CET200°(FEP80):新P-1
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):発電機(警報)
EM-CE5.5-3C (FEP30):発電機起動盤電源
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～発電機起動盤6KV　EM-CET60°(FEP80):高圧引込

EM-FPT200°,E22°(FEP80):発電機
EM-CET150°,E22°(FEP65):新P-1
EM-CET200°(FEP80):新P-1
EM-CPEE1.2-5P(FEP30):発電機(警報)
EM-CE5.5-3C (FEP30):発電機起動盤電源
EM-HP1.2-2C(FEP30):火報～発電機起動盤

GL-1200

GL-600

GL-1200

GL-1200

GL-1200

支線材、装柱材共 ELH

電力会社

1F　幹線設備平面図参照

EM-CET100°(FEP100)×17
EM-CET200°(FEP100)×4
EM-CET325°(FEP150)×3
EM-FPT60°(FEP100)×1

3FL

CE
E

CE
E

発電機起動盤

CE
E

防水鋳鉄管
WI2-50-9×4
WI2-100-9×23
WI2-150-9×3

EM-CE5.5-3C (G36):発電機起動盤電源
EM-CEE1.25-3C(G16):発電機～発電機起動盤
EM-HP1.2-2C(G16):火報～発電機起動盤

CEE

R8K-60
H2-9

セパレータ共

R8K-60
セパレータ共

H2-9
R8K-60

セパレータ共

H2-9
R8K-60

セパレータ共

H2-9
R8K-60

セパレータ共

H2-9
R8K-60

セパレータ共

H2-9
R8K-60

セパレータ共

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

配置図
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太陽光発電設備　10.26KW

5
0

1
5

-
-

2
既

存
回

路

1000A

Th

F×2

VS

LBS

CT×2
1000/5A

6600/210V
300KVA
Tr 3Φ(油入)

7.2KV 200A
PF×3

ELR▲

A

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ

3

ZCT

V

側　面　図

2,000

警報表示、出力は下記による。

▲：

●：

警報表示・表示

・出力 警報は一括出力とする。

日本電気協会　推奨品  / 認定品とする。

変圧器は　サーモラベル / ダイヤル温度計　および防振動ｺﾞﾑ取付とする。

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内に接地端子台を設け、将来接続が容易な構造とすること。

点検用ｺﾝｾﾝﾄを設けること。

換気扇はｻｰﾓｽｲｯﾁによる自動運転(温度調節可能)と手動運転が行えること。

外形寸法は概略を示したものであるから、製作承認を得後製作のこと。

変圧器二次側に銅帯を使用する場合は、可とう継手を使用する。

盤面機器は表面より保守点検が便利なように、自動制御番号及び回路番号を表示すること。

盤仕様は下記による。

前面及び後面には内部照明（LED)を取付け、点滅は各扉に連動とする。
上部には温度スイッチ付換気ファンを取り付ける。

鋼板製塗装指定色仕上とする。

ベースチャンネルは溶融亜鉛メッキ、取付ボルトはステンレス製とする。

●▲印の警報は警報盤に表示を行う。

LBSﾋｭｰｽﾞ断およびﾄﾗﾝｽ温度上昇は、配電盤面に警報表示を行うこと。

キュービクル及び変圧器、コンデンサなどの機器は、地震時においても移動や転倒の無い

変圧器二次側の開閉器は十分な遮断容量を有するものとする。

ように設置する。

（消防法に準拠のこと）

：

：

：

：

：

：

：

ﾗﾝﾌﾟ類

電力ﾋｭｰｽﾞ

DS棒(1.5m)

工具類

消火器(収納ﾎﾞｯｸｽ共)

高低圧用検電器

制御用ﾋｭｰｽﾞ

100％

20％

20％

1本

1本

1本

予備品、付属品として下記のものを納入すること。

1式

（LED灯はこの限りではない）

計測表示（電流、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞは過去最大値記録保持とする）

15.

正　面　図

参　考　姿　図

既
存

回
路

3
-

7
5

既
存

回
路

1
0
0

3
-

7
5

既
存

回
路

既
存

回
路

5
0

-
3

1
0
0

2

13.

14.

1.

注記

11.

7
5

1
0
0

3

既
存

回
路

-

3
-

-

3
既

存
回

路
-

1
0
0

1
0
0

-

Th

8.

9.

-
1
0
0

10.

7.

6.

5.

4.

3.

(1)

(2)
(3)

(4)

2.

-

1
0
0

3

---

1
5

1
0
0

100/5A

12.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

F×2

ＥＢ ＥＤ

-

VS

CT×2
1000/5A

6600/210V

低圧電灯盤

300KVA
Tr 3Φ(油入)

ELR▲

1
0
0

既
存

回
路

2
0
0

ＰＭ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

容
量 Ａ
Ｔ

Ａ
Ｆ

配
線

サ
イ

ズ
負
荷

容
量

負
荷

名
称

A

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ

3

ZCT

100KVA

1000A

V
300V

既
存

回
路

ＥＤ

6600/210-105V

Tr 1Φ(油入)

LBS

PF×3

1
0
0

-
既

存
回

路

既
存

回
路

1
0
0

3

600/5A

ＥＴ

AS
▲

ＥＴ

接 地 端 子 台

ＥＤ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｂ

PF×3

kVA75.0

低圧電灯盤
50.0 kVA

6600/110V

CTT

PFx3 12.5KA
7.2KV 200A

ED

CT×2

LBS

AS

VS

F×2VT×2PF

9000V
V

100A
A

VTT

-

G

ELR

ZCT

3

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ

VS

F×2

▲

▲

300V
V

600A
A

AS

Th
CT×2

ＥＡ、Ｄ

変電設備

低圧電灯盤低圧電灯盤高圧受電盤

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

800 800

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

3
既

存
回

路
-

1
0
0

7
5

-

3
既

存
回

路
-

1
5
0

1
2
5

-

(放電抵抗付)

160Kvar
(6%)

▲

▲

PF×3

LBS
7.2KV 200A

150Kvar

SC 3Φ(油入)
6.6KV

SR 3Φ(油入)
6.6KV

800

コンデンサー盤

-

2
0
0

800 800 1000

低圧動力盤 低圧動力盤

1000

スコットトランス

300V

AS
▲600A

100KVA
6600/210-105V

Tr 1Φ(油入)

7.2KV 200A

600/5A

LBS

ELR

ZCT

3

ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ

VS

F×2

▲

▲

300V
V

A

AS

Th
CT×2

既
存

回
路

3
-

1
0
0

1
0
0

-

33
-

4
0
0

既
存

回
路

4
0
0

3
-

4
0
0

既
存

回
路

3
0
0

3
0
0

-

既
存

回
路

2
0
0

3
-

-

2
0
0

-
4
0
0

--

既
存

回
路

新
P
-
P
H
-
1

8
9
.
4
8

2
2
5

6
9
.
4
8

新
P
-
1

6
3
.
5

E
M
-
C
E
T
1
0
0
°

3
新

P
-
1

動
力

盤
2
0
0

2
0
0

動
力

盤
2
2
5

E
M
-
C
E
T
1
5
0
°

3

3
0
0

動
力

盤
3
0
0

E
M
-
C
E
T
2
0
0
°

3
新

P
-
P
H
-
1

2
4
.
2

1
2
5

1
5
0

E
M
-
C
E
T
2
5
0
°

33
-

-
2
0
0

2
0
0

既
存

回
路

3
-

-
1
0
0

1
0
0

既
存

回
路

3
-

-
5
0

5
0

既
存

回
路

3
-

-
5
0

5
0

既
存

回
路

3
-

-
5
0

5
0

KVA

低圧動力盤

250.0 kW

低圧動力盤

335.16

電
灯

盤
7
.
1
5

E
M
-
C
E
T
2
2
°

5
0

3
5
0

新
L
-
2

2
.
4
3

E
M
-
C
E
T
1
4
°

5
0

3
5
0

電
灯

盤

1
.
5
2

E
M
-
C
E
T
1
4
°

5
0

3
5
0

新
L
-
1

新
L
-
3

電
灯

盤

19.97 kVA

既存

新設

動
力

盤
9
0
.
0

E
M
-
C
E
T
2
0
0
°

3
0
0

3
0
0

3

新
P
-
P
H
-
2

動
力

盤

既
存

回
路

既存 既存 新設

電
灯

盤
新

L
-
2
　

G
C

電
灯

盤
新

L
-
3
　

G
C

1
.
1
7

E
M
-
C
E
5
.
5
-
3
C

E
M
-
C
E
5
.
5
-
3
C

0
.
9

3
5
0

5
0

3
5
0

5
0

PF
U-

1キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

型
消
火
ポ
ン

プ
ユ
ニ
ッ
ト

E
M
-
C
E
T
1
4
°

3
5
0

5
0

7
.
5

PU
-1

加
圧
給
水

ポ
ン
プ
ユ

ニ
ッ
ト

MC

E
M
-
C
E
5
.
5
-
4
C

3
5
0

5
0

2
.
2

凍
結

防
止

ヒ
ー

タ
ー

0
.
4

3
2
0

5
0

EM
-E

EF
2.

0-
3C

P
F
U
-
1

凍
結

防
止

ヒ
ー

タ
ー

P
U
-
1

0
.
4

3
5
0

2
0

EM
-E

EF
2.

0-
3C

210/210-105V×2
50KVA
スコットTR(油入)

3P　150A
MC

火災信号で停止火災信号で停止

MCCB 3P
300/300AT

VS

F×2

▲

300VV

150AA
AS

ＥＡ

MCCB 3P

Th

CT×2
150/5A

300/300AT

3ELR

ZCT

3
5
0

5
0

予
備

150A

3P　150A
MC

VS

F×2

▲

300VV

A
AS

Th

CT×2
150/5A

▲

MCDT　
300A

EM
-C

ET
38
°

7
5

1
0
0

3
太

陽
光

発
電

設
備

1
0
.
2
6

※1

ZPD

U ＞

OVGR

※1

予
備

予
備

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

1
0
0

3 3
1
0
0

1
0
0

予
備

3
1
0
0

1
0
0

予
備

7.2KV 200A
PF×3
7.2KV 200A
LBS

3
1
0
0

1
0
0

予
備

3
1
0
0

1
0
0

予
備

-
-

(放電抵抗付)

6.6KV
SR 3Φ(油入)

6.6KV
SC 3Φ(油入)

100Kvar

7.2KV 200A
LBS

PF×3

▲

▲

(6%)
106Kvar

1
0
0

1
0
0

-
-

3
既

存
回

路

-
1
0
0

1
0
0

3

MCDT　
300A

MCDT　
300A

系統連系
保護装置

自家用発電装置　90KVA

CH

EA.DELA

3Φ3W 6,600V 60Hz

CH

VT、LAN内蔵、DGR付
PAS 7.2KV 200A

SOG機能付
PAS

VCT WH

6KV EM-CET38° FEP(80)

RPR

27

27

排
煙
FA

N
1
5
.
0

1
2
5

2
2
5

3
E
M
-
F
P
T
6
0
°

火災信号で停止
3P　150A

予
備

5
0

5
0

3

新
P
-
P
H
-
2

5
0

5
0

3
E
M
-
C
E
5
.
5
-
3
C

0
.
1

緊
急

遮
断

弁
電

源
受

水
槽

5
0

5
0

3
E
M
-
C
E
5
.
5
-
3
C

0
.
1

電
源

発
電

機
起

動
盤

ｽﾍﾟｰｽ ｽﾍﾟｰｽ ｽﾍﾟｰｽ

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

受変電設備単線結線図　

05
NS

NS

※将来工事

※
将

来
工

事

※将来工事 ※将来工事
※将来工事



190

※AC-GC電源

E

（
3
0
0
）

排風
吸気

排気出口100A

4-φ25穴
燃料タンクドレン

入線口

862

841

522

842

861

521

27

C0

停電信号（停電中ON）

発電信号

負荷切替信号（発電機側）

故障一括信号

他、主要な外部接点{

1φ2W 200V
商用電源

1φ2W 200V
補機（充電器）電源

3φ3W 220V
負荷電源

XDXF 53

MCCB-G1

MCCB-C1

MCCB-H

CT

51

MCCB-C2
（20AF/15AT）

（20AF/10AT）
23W

23WH

デジタル表示 デジタル表示

R,S,T

X,Y

ENG

XL,YL

～ ～

90

BC

14

12
84G

27R

AVF
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１５６５

261025577

15337

Ｍ

約

148.3

約 23.1
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1140

919
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40R840

R840R8
40

V
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DVS

2270

監視窓
発電設備

1
4
8
0

3050

590

△

GEN側 ENG側

565

2630

5651500

自動保守運転モード（7日又は14日毎に3分間の無負荷運転）

マンセル　N1ベース塗装色

○

電線立上り位置

4×φ25穴

基礎及び電線立上がり位置図 S=1:20

280 250

6
0
5

セルモーター

2
7
5

3
0
0

バッテリー

1
1
8
0

発電装置外形図 S=1:20

自動充電器

主回路遮断器、計測装置、表示灯

自動始動装置、保護装置、励磁装置

構　　成

閉鎖形（発電装置搭載）型　　式

制御装置仕様

連　　続定　　格

横軸回転界磁形同期発電機型　　式

耐震ストッパー、防振ゴム付
その他

マンセル　5Y7/1（近似色）　半ツヤ外装塗装色

直接噴射式燃焼方式

半導体自動充電式充電方式

Ah24V -24DCバッテリー容量

陰極吸収式シール形鉛蓄電池（REH）始動用バッテリー

盤面スイッチによる手動運転・手動停止

（一社）日本内燃力発電設備協会「自家発電設備に関する認定技術基準」

消防法

日本電機工業会標準規格（JEM）

電気規格調査会標準規格（JEC）

日本工業規格（JIS）

準拠規格

制御回路

（400AF/300AT）

×

（全量-有効）

燃料油油面低下

-5～40℃

3

○

（Rad-Eng）

m /min必要給気量

60

○

○

故障一括

○ ○○

○○○

○

-

○

○

-

○

○○○○

○ -○ ○

○○○○

冷却水温度上昇

過 電 流

潤滑油油圧低下

過 回 転

始 動 渋 滞

外部信号主回路遮断警　　報

燃料油面低下信号

機関自動停止項　　　目 警報表示灯

緊 急 停 止

保護装置一覧

L搭　載燃料タンク

（約

QA

kg）基礎に掛る 大荷重

QN

N

kg）（約N

※4方向での平均値機側1mにて 85dB（A）

機器重量

騒音グレード

3
m /min140ラジエター風量

セルモーターによる電気始動

(燃料タンクヨリ)

L/hr

18L-8L

軽　油

-1

ポンプによる強制循環式

10L-12L

hr

8
3
0

ラジエター冷却式

1800 min

kW107

6B105T-GL

立形水冷4サイクルディーゼル機関

潤滑油量

始動方式

冷却水量

潤滑方式

冷却方式

運転時間

燃料消費量

燃　　料

定格出力

回転速度

型　　式

エンジン形式

エンジン仕様

-1

電機子：F種　界磁：H種

ブラシレス励磁

80%（遅れ）

P4

3 φ 3 W

1800 min

60 Hz

A

V220

kVA

励磁方式

力　　率

耐熱クラス

極　　数

相数・線数

回転速度

周 波 数

電　　圧

定格電流

発電機出力

発電機仕様

停電より負荷投入まで　40秒以内始動時間

運転方式

シーケンス制御による全自動運転（自動起動・自動停止）

湿　　度：相対湿度85%以下

周囲温度：

使用条件

騒音仕様

定格運転時間

設置場所

低騒音形

長 時 間 形

屋　外

発電装置仕様

単線結線図

警報盤
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油溜桝

ベースアンカーピッチ図

6-φ22

塗装色 5Y7/1 半ツヤ

屋根:SS400 t2.3

防油堤:SS400 t3.2
ベース:SS400 [150×75

側板:SS400 t4.5
天板:SS400 t4.5

底板:SS400 t6.0
架台:SS400 L65×65×ｔ6

-6

-6

通線口

10KF

現地にて取付お願い致します
通気口(32A)

フロートスイッチ点検口
(20A)

ウイングポンプ
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6-φ22

給油口20A

防油堤

10KF

10KF

2
5
0
0

1
5
0

連結口40A

連結口40A

10KF
連結口40A 外板:SS400 t2.3

=2193.6×1843.6×276.8×10 = 1119.5L

容 量 : (2200-6.4)×(1850-6.4)×(280-3.2）×10

防油堤計算書

燃料タンク使用鋼板

ボンネット使用鋼板

連結口40A

フロートスィッチ

E1

1 2

ON
油面低下警報　残油10％

結線

フロートスィッチ動作位置

5

乾燥質量:約1800KgSV 20A

P-13VAQDM3
防火ダンパー

シルバー

P-13VAQDM3
防火ダンパー

シルバー

総 容 量 : (1200-9)×(850-9)×(1064-10.5)×10

容 量 計 算

-6

-6

空間容量 : 1055.21 - 950 = 105.21L

空間容量比 : 105.21 ÷ 1055.21×100(%) = 9.9%

=1191×841×1053.5×10 = 1055.21L

通線口

返油口(15A)

送油口(15A)

15
0

22
0

付属品

・少量危険物看板

・消火器

・消火器BOX

※軽油950Lを本工事で見込む

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

950L油庫仕様
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原動機定格

整 合

出力　　E'
原動機計算

が最大と

備　考：GはG'の値の95%以上の値とする。

RG

RG4

RG3

RG2

なる
が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

選

定

負荷出力合計値 K =

mi=M'3=mi=M'2=mi=M3=mi=M2=

<A>の値 <B>の値 <C>の値 <D>の値

最大値：A =

最小値：C =
次の値：B =

<A>：=ks／Z'm × mi <D>：=(ks／Z'm×cosθs-d／ηb) × mi<B>：={ks／Z'm-d／(ηb×cosθb)}× mi <C>：={ks／Z'm×cosθs-(ε-a )×d／ηb} × mi

7.4050.007.4050.00

16.67 16.67 16.6757.40

16.67
16.67
16.67

換算
入出力

負荷機器名称

算 出

プ
号

ル
グ

番

-

単相負荷（kW）

kVA
kW R-S

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

様式-2 <最大最終>

設
備

防
消

記

号

台

数

出 力
mi(kW)

式

動
方

始

S-T T-R 出力
Mp(kW)

分負荷
相当

<A>

M2の
選定

<B>
選定
M3の

<C>

M'2の
選定

<D>

M'3の
選定

式

御
方

制

件名：丸子地域自治センター（保安時）

率
要
需

di

丸子地域自治センター（保安時）

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書
計算書 No. MK30315b
2023 年3 月15 日

1.45

-

-12.50

VFT 2.25

-12.50

-

-6.17

-

3.13

-

0.00

50.00

2

RG1

1

3 電灯単 -- 50.0016.6716.67 16.6750.001P1 50.00

給水PA -- -0.000.00 0.003.701VFT 3.70

給水PA 7.40--0.000.000.003.703.701

<最大最終>

（kW）

自家発電設備の出力 ディーゼル機関（長時間形）
145.5
107.0

0.80090.0
（PS）
（kW）

力率 =G = （kVA）
E =

107.0E =

）

=×× ηg =

=×

}××）+×（ 1 -× {×

}× cosθs ×）+× （ 1 -× {×

}××

×（ 1 -）×-× {（×

}× cosθs ×）+×（ 1 -× { （ε- a ）××

） =×（）×） = （）× D ×（

80.45

1.330

0.900

0.9000.895
× 0.80090.0

72.41

72.4157.401.262

1.2621

定常負荷出力係数

= RE< > =

= 1.216

57.40
7.40

0.850
0.650
1.000

0.900

自家発電設備出力計算シート（発電機）

1.000 7.40
57.40

1.000
0.850

1
1.100

=

=

1.167

1.000
50.00
57.40

1.000
1.000

+

50.00
57.40

1.000
0.800

0.2501.000
1.000
0.8501.000

1
=

1.2621.000
0.895

11
0.886

（kW）

K
M'3

M'2
K

11

K
M'2

K
M'3

E* =

（kW）

ηb
d

ηg

=

Z'm
ksd

ηb

ηL

1
ε

1
γ

=

ηg'
fv3

ηg'
fv2

MR' = E'

MR' =

1.412

MR =

E' = RE × K =

0.654

G × cosθg

0.850

Z'm
ks

RE1,RE2,RE3 のうち最大値

0.316

=（

=× 90.081.0157.40

1.412

1.412

<最大最終>

発電機計算出力 G' （kVA）

様式-3

発電機定格出力 GG' = RG × K =

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

G =

1 +

RE2

）

RE3

+ 3 ×）×（ 1 - 3 ×）+（-× （×

）× hph }）} + { Σ（{ Σ（

）×（ 1 - 3u + 3u ）- 2 ×Σ+ Σ（ H - RAF ）+（Σ××

）×
}×）+× （ 1 -× {

}×）+× （ 1 -× {

） =×××

×× xd'g ×

）=+ 3 ××（ 1 - 3 ×）+（

（ 1 - 3u + 3u ）×+

）- ==

=- 2 ×+

=×××=×Sf×D×

2

1.4121

2

1.0001.000
2

0.000.002.72

0.316=
0.15057.40

=

2

RE

2

ηi × cosθi
R3i × hki

2

0.850

7.40
57.40

1.000
0.650

RE1

7.40
57.400.900

1.262

1.167

1.000
0.9001.500

1.216

1.000

=

=

1.262

d

様式-4

0.65450.00
57.40

1.000

<最大最終>

1.000
0.250= 0.250

0.250
無（ 0 ）

1.000
2

1.0001.000
2

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

57.40

件名：丸子地域自治センター（保安時）

0.000.00

件名：丸子地域自治センター（保安時）

57.40

2

1.000
0.00

16.6716.67（

0.0016.6716.6716.67

1.0001.000
1

0.800

=
2Ci

ηi×cosθi
Bi

ηi×cosθi

ks
Z'm

M3
K

1.412
0.886

1

2△P

1

△P

△P
（ A - C ）

cosθgηL
1

u =

Sf =

=

△P = A + B - 2C =

M2
K

ks
Z'm

Ai

K
M3

K

（ 1 -

（ 1 - △E ）
△E

2

（ηb×cosθb）

=

RG1

エレベーター

（

fv1=

許容電圧降下出力係数

KG3

1
KG4K

1

R6i × hki
ηi × cosθi※ H = hb ×

1

= RG < > =

1

=

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

ηi×cosθi

1 + K
）（

145.5{ PS}

1.000

1.000

1.000

1.100

0.250

1.500

0.150

0.250

0.250

0.895

印

ヤンマーエネルギーシステム株式会社

資 格

氏 名

会社名

min -1

-1

屋外用キュービクル式長時間形

1.330整合比

min1,800定格回転速度

kW107.0

ディーゼル機関（長時間形）

軽油

定格出力

原動機の種別

使用燃料

原動機出力

Hz

極

60

4

1,800

定格周波数

極 数

定格回転速度

V

kVA

0.800

220

90.0

発電機出力

形式番号

種 類

自家発電設備

者

成

作

（5）

（4）

（3）

（2）

RG2

（1）

短時間過電流耐力出力係数

RG3

許容逆相電流出力係数

RG4

定常負荷出力係数

RE1

許容回転速度変動出力係数

RE2

許容最大出力係数

RE3

RE

特性等

ε =

ａ =

γ =

**d =

**D =

負荷機器（4）

様式-2 のとおり

ηg =

△E =

KG4 =

KG3 =

xd'g =

原動機（3）

発電機

対象負荷機器

（2）

（1）

特性

定格電圧

定格出力

定格力率

特性

（ただしエレベーター負荷のときは､各式にUv／nを掛けた値とする｡） グループ欄が"単"の場合は、単機での始動を示す。

出力　　E

**：1.000未満の場合は、消防設備用出力算定には使用できません｡

様式-1

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書
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丸子地域自治センター（火災時）

（ただしエレベーター負荷のときは､各式にUv／nを掛けた値とする｡） グループ欄が"単"の場合は、単機での始動を示す。

di

需

2023 年3 月15 日

要
率

件名：丸子地域自治センター（火災時）

制

方
御

式

選定
M'3の

<D>
選定
M'2の

<C>

M3の
選定
<B>

選定
M2の

<A>

相当
分負荷

Mp(kW)
出力T-RS-T

始

方
動

式
mi(kW)
出 力

数

台

号

記
消
防

備
設

<最大最終>様式-2

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

R-SkW
kVA

単相負荷（kW）

-

番
グ
ル

号
プ

負荷機器名称
入出力
換算

0.00
0.00
0.00

26.00 0.000.000.00

15.00 15.00 15.00 15.00

<C>：={ks／Z'm×cosθs-(ε-a )×d／ηb} × mi<B>：={ks／Z'm-d／(ηb×cosθb)}× mi <D>：=(ks／Z'm×cosθs-d／ηb) × mi<A>：=ks／Z'm × mi

次の値：B =
最小値：C =

最大値：A =

<D>の値<C>の値<B>の値<A>の値

mi=M2= mi=M3= mi=M'2= mi=M'3=

負荷出力合計値 K =

定

選

なる
が最大と

なる
が最大と

なる
が最大と

なる
が最大と

算 出

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書
計算書 No. MK30315a

12.26

**：1.000未満の場合は、消防設備用出力算定には使用できません｡

16.72MLT 61.81

45.43

20.88

15.3161.14

83.38

2

1

消火栓P単 -- 11.000.00Y 0.00 0.0011.001MLT 11.00F-L

排煙FAN単 Y 15.00--0.000.000.0015.0015.001

<最大最終>様式-1

（kW）

自家発電設備の出力 ディーゼル機関（長時間形）
145.5
107.0

0.80090.0
（PS）
（kW）

力率 =G = （kVA）
E =

107.0E =

）

=×× ηg =

=×

}××）+×（ 1 -× {×

}× cosθs ×）+× （ 1 -× {×

}××

×（ 1 -）×-× {（×

}× cosθs ×）+×（ 1 -× { （ε- a ）××

） =×（）×） = （）× D ×（

80.45

1.330

0.621

0.6210.895
× 0.80090.0

49.98

49.9826.001.923

1.9232= RE< > =

= 1.873

26.00
15.00

0.400
0.120
0.667

0.902
1.000 15.00

26.00
1.000
0.850

1
1.100

=

=

1.923

0.400
15.00
26.00

0.667
0.120

+

15.00
26.00

1.000
0.902

0.2501.000
1.000
0.8501.000

1
=

1.2391.000
0.895

11
0.902

（kW）

K
M'3

M'2
K

11

K
M'2

K
M'3

E* =

（kW）

ηb
d

ηg

=

Z'm
ksd

ηb

ηL

1
ε

1
γ

=

ηg'
fv3

ηg'
fv2

MR' = E'

MR' =

MR =

E' = RE × K =

G × cosθg

Z'm
ks

RE1,RE2,RE3 のうち最大値

=（

=× 90.066.1326.002.544発電機計算出力 G' （kVA） 発電機定格出力 GG' = RG × K = G =

1 +

）+ 3 ×）×（ 1 - 3 ×）+（-× （×

）× hph }）} + { Σ（{ Σ（

）×（ 1 - 3u + 3u ）- 2 ×Σ+ Σ（ H - RAF ）+（Σ××

）×
}×）+× （ 1 -× {

}×）+× （ 1 -× {

） =×××

×× xd'g ×

）=+ 3 ××（ 1 - 3 ×）+（

（ 1 - 3u + 3u ）×+

）- ==

=- 2 ×+

=×××=×Sf×D×

2

2.5443

2

1.0001.000
2

0.000.000.00

0.000=
0.15026.00

=

2 2

ηi × cosθi
R3i × hki

2

2.544

15.00
26.00

0.667
0.120

15.00
26.000.771

1.000
0.9021.500

1.000

=

=

d

2.40515.00
26.00

0.667
0.120

0.250= 0.250
0.250

無（ 0 ）

1.000
2

1.0001.000
2

26.00
0.000.00

26.00

2

1.000
0.00

0.000.00（

0.000.000.000.00

1.0001.000
1

0.800

=
2Ci

ηi×cosθi
Bi

ηi×cosθi

ks
Z'm

M3
K

1.386
0.902

1

2△P

1

△P

△P
（ A - C ）

cosθgηL
1

u =

Sf =

=

△P = A + B - 2C =

M2
K

ks
Z'm

Ai

K
M3

K

（ 1 -

（ 1 - △E ）
△E

2

（ηb×cosθb）

=

エレベーター

（

fv1=
KG3

1
KG4K

1

R6i × hki
ηi × cosθi※ H = hb ×

1

= RG < > =

1

=

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

ηi×cosθi

1 + K
）（

145.5{ PS}

1.000

1.000

1.000

1.100

0.250

1.500

0.150

0.250

0.250

0.895

印

ヤンマーエネルギーシステム株式会社

資 格

氏 名

会社名

min -1

-1

屋外用キュービクル式長時間形

1.330整合比

min1,800定格回転速度

kW107.0

ディーゼル機関（長時間形）

軽油

定格出力

原動機の種別

使用燃料

原動機出力

Hz

極

60

4

1,800

定格周波数

極 数

定格回転速度

V

kVA

0.800

220

90.0

発電機出力

形式番号

種 類

自家発電設備

者

成

作

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）

特性

定格力率

定格出力

定格電圧

特性

（1）

（2）

対象負荷機器

発電機

（3） 原動機

xd'g =

KG3 =

KG4 =

△E =

ηg =

様式-2 のとおり

（4） 負荷機器

**D =

**d =

γ =

ａ =

ε =

特性等

RE

RE3
許容最大出力係数

RE2
許容回転速度変動出力係数

RE1
定常負荷出力係数

RG4
許容逆相電流出力係数

RG3
短時間過電流耐力出力係数

RG2
許容電圧降下出力係数

RG1

件名：丸子地域自治センター（火災時）

件名：丸子地域自治センター（火災時）

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

<最大最終>様式-4

1.923

1.873

1.923

1.239
RE1

RE

RE3

RE2

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

様式-3 <最大最終>

2.544

0.000

2.544

2.405

1.386

自家発電設備出力計算シート（発電機）

定常負荷出力係数
RG1

RG2

RG3

RG4

RG

備　考：GはG'の値の95%以上の値とする。

原動機計算
出力　　E'

整 合

原動機定格
出力　　E

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書
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湯沸室

B階段

待合ホール

植栽

台帳庫

舗  道

⾦庫

多⽬的便所

脱⾐室

ｼｬﾜｰ室

エレベーター
ホール

DS

DS
PS

エントランスホール

⾵除室

A階段

書庫倉庫等

男⼦更⾐室 宿直室 庁務員室

⾵除室

舗  道

EPS

市⺠サービス課

市⺠サービス課

A

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

福祉・障がい・⼦育て

相談室2相談室1

男⼦便所

⼥⼦便所

介護保険

重要書庫

打合せ兼相談室

休憩ｽﾍﾟｰｽ

相談ブース

サーバー室

通⽤⼝

中廊下

上下⽔道課

絵本コーナー

2
4
0
0
0

7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

押⼊

受付

植込

⾜洗場

スロープ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

新P-1

新L-1

既存

EM-CET250°,E22°:新P-PH-1
EM-CET250°:新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2
EM-CET38°,5.5×2:新L-1
EM-CET22°,5.5×2:新L-2
EM-CE8-3C:新L-2　GC
EM-CET22°,5.5×2:新L-3
EM-CE8°-3C:新L-3　GC

EM-CET22°,5.5×2:新L-1

EM-CET250°,E22°:新P-PH-1
EM-CET250°:新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2
EM-CET38°,5.5×2:新L-1
EM-CET22°,5.5×2:新L-2
EM-CE8-3C:新L-2　GC
EM-CET22°,5.5×2:新L-3
EM-CE8°-3C:新L-3　GC

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

ピット内

新K-1

壁コア抜きΦ50×1箇所Φ50×10箇所
床コア抜きΦ100×3箇所

EM-CPEE1.2-10P:消火ポンプ・消火水槽・呼水槽
EM-CPEE1.2-5P:受水槽
EM-CPEE1.2-5P:発電機
EM-CPEE1.2-5P:キュービクル
EM-HP1.2-2C:火報～発電機起動盤
EM-HP1.2-2C:火報～消火ポンプ

ピット内

壁コア抜きΦ50×1箇所

区画貫通処理Φ100×3箇所
Φ50×10箇所

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

1階　幹線設備平面図

10
1/100

1/200



60000

9
5
0
0

7
5
0
0

7
0
0
0

2
4
0
0
0

6000600060006000600060006000600060006000

陸屋根-1

更⾐室

⼥⼦便所

男⼦便所

D

C

B

A

1110987654321

印刷室

資料室資料室

建設課 産業観光課

書庫

地籍調査作業室

B階段

湯沸室

エレベーター
ホール

DS

DS PS

A階段

庇

バルコニー

湯沸室

PS

更⾐室 倉庫 倉庫 第5会議室 第6会議室

下屋屋根

EPS

新L-2

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2
EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-2
EM-CE8°-3C(E25):新L-2　GC
EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-3
EM-CE8°-3C(E25):新L-3　GC

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-2
EM-CE8°-3C(E25):新L-2　GC

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2
EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-3
EM-CE8°-3C(E25):新L-3　GC

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

Φ50×3箇所
床コア抜きΦ100×3箇所

壁コア抜きΦ50×2箇所

区画貫通処理Φ100×3箇所
Φ50×3箇所

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

2階　幹線設備平面図
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6000600060006000600060006000

60000

60000

9
5
0
0

7
5
0
0

1
7
0
0
0

6000

600060006000600060006000600060006000 6000

6000 6000

⼥⼦便所

男⼦便所

1110987654321

1110987654321

C

B

A

コピー

倉庫

（財）上⽥地域振興事業団地域振興課

第４会議室
資料室 第２会議室 第３会議室

倉庫

第１会議室

市⺠室

市⻑室 ⾃治センター⻑室

EPS

バルコニー

バルコニー

更⾐室

休憩室

PS

湯沸室

バルコニー

A階段

PSDS

DS

ホール
エレベーター

湯沸室

B階段

新L-3EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2
EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-3
EM-CE8°-3C(E25):新L-3　GC

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

EM-CET22°,5.5×2(E39):新L-3
EM-CE8°-3C(E25):新L-3　GC

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

床コア抜きΦ100×3箇所
Φ50×1箇所

壁コア抜きΦ100×2箇所

区画貫通処理Φ100×3箇所
Φ50×1箇所

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-
1/200

1/100

3階　幹線設備平面図

12



EPS

バルコニー

廊下

傍聴者ロビー廊 下

バルコニー

議場

PS

A階段

PS
DS

DS

ホール
エレベーター

湯沸室

B階段

講堂

上⽥地域広域連合
上⽥地域広域連合

上⽥地域広域連合 第1会議室

認定審査会場

介護障がい審査課
総務課

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

事務局⻑室

企画課

男⼦便所

⼥⼦便所

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000

1
7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

60006000 6000

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

傍聴者席

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

EM-CET250°,E22°:新P-PH-1
EM-CET250°:新P-PH-1
EM-CET22°,E5.5×2:新P-PH-2
EM-CET22°,E5.5×2:太陽光発電　キュービクルへ
EM-CPEE-S0.9mm-1P:太陽光発電　キュービクルへ

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

壁コア抜きΦ100×3箇所

床コア抜きΦ100×3箇所
Φ50×1箇所

Φ50×1箇所

区画貫通処理Φ100×3箇所
Φ50×1箇所

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-
1/200

1/100

4階　幹線設備平面図
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A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

空調機械室

B

C

3 4 5 6

B

C

3 4 5 6

エレベーター
機械室

⽔槽室 排⾵機室

庇

陸屋根-3 陸屋根-2

陸屋根-4

陸屋根-5

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000

1
7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

60006000 6000

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

6000 60006000

7
5
0
0

6000 6000

7
5
0
0

6000

18000 18000

新P-PH-1

新P-PH-2

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-2

EM-CPEE1.2-5P(E31):消火補給水槽(警報)

EM-CET250°,E22°(G92):新P-PH-1
EM-CET250°(G92):新P-PH-1

EM-CET22°,E5.5×2(E39):新P-PH-2

壁コア抜きΦ100×2箇所

床コア抜きΦ50×1箇所

LF

TF

1

EM-CPEE1.2-5P(G28):消火補給水槽(警報)

EM-CPEE1.2-5P(G28):消火補給水槽(警報)

区画貫通処理Φ50×1箇所

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

PH階　幹線設備平面図
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1/200



湯沸室

B階段

待合ホール

植栽

台帳庫

舗  道

⾦庫

多⽬的便所

脱⾐室

ｼｬﾜｰ室

エレベーター
ホール

DS

DS
PS

エントランスホール

⾵除室

A階段

書庫倉庫等

男⼦更⾐室 宿直室 庁務員室

⾵除室

舗  道

EPS

市⺠サービス課

市⺠サービス課

A

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

福祉・障がい・⼦育て

相談室2相談室1

男⼦便所

⼥⼦便所

介護保険

重要書庫

打合せ兼相談室

休憩ｽﾍﾟｰｽ

相談ブース

サーバー室

通⽤⼝

中廊下

上下⽔道課

絵本コーナー

2
4
0
0
0

7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

押⼊

受付

植込

⾜洗場

スロープ

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

MACP

1-3-2 ×2

RAC

1-1

MACP

1-1-1 ×4

MACP

1-1-2
MACP

1-1-3

MACP

1-3-1 ×5

MACP

1-2-1 ×10

MACP

1-1

MACP

1-2

MACP

1-3

ACP

3-3

ACP

3-4新L-1

ACP

2-1

ACP

2-2

MACP

1-2-2

新P-1

EM-CET38°,E8°(G42)

EM-CET100°,E14°(G82)

EM-CET100°,E14°(G82)

EM-CE3.5-4C(G22)

EM-CE3.5-4C(G22)

EM-CE3.5-4C(G22)

EM-CE3.5-4C(G22)

1

2

3

4

5

6

7

E20A
200V

2.0

2.0

2.
0

2.
0

2.0

2.
0

2.
0

2.0

2.
0

2.
0

2.0

2.0

2.0

2.
0

2.0

2.
0

2.0

2.0

2.
0

2.02.0

2.0

2.
0

2.
0

2.0

1

2

3

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

1階　動力設備平面図
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6000600060006000600060006000600060006000

陸屋根-1

更⾐室

⼥⼦便所

男⼦便所

D

C

B

A

1110987654321

印刷室

資料室資料室

建設課 産業観光課

書庫

地籍調査作業室

B階段

湯沸室

エレベーター
ホール

DS

DS PS

A階段

庇

バルコニー

湯沸室

PS

更⾐室 倉庫 倉庫 第5会議室 第6会議室

下屋屋根

EPS

MACP

2-1-1 ×8

ACP

2-2

ACP

2-1

MACP

2-1-2

新L-2

2.0

2.
0

2.02.02.0 2.0 2.0 2.0 2.0

2.
0

2.0

1

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

2階　動力設備平面図
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1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事
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1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

PH階　動力設備平面図
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鋼板製　屋外型
壁掛形

発電機起動盤

自家発燃料残信号
OFF(10%以上)

(燃料ﾀﾝｸﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ)

火災信号
入

(自火報)

OR

指定色塗装

ﾘﾓｺﾝ
ﾘﾚｰ(VA)

容量
備考

MACP-1-2

P
MCCB
ELCB

分岐開閉器

AF/AT
番号
回路

合計容量
主開閉器
電気方式

(V)
電圧

負荷名称
幹線番号
盤形式
盤名称

備考
ﾘﾓｺﾝ
ﾘﾚｰ(VA)

容量
負荷名称

P AF/AT
ELCB
MCCB(V)

電圧
分岐開閉器

主開閉器
合計容量

電気方式
回路
番号

盤形式
幹線番号

盤名称

2360屋内機

1

幹線負荷合計

新P-1

壁掛形
鋼板製　屋外型 225/2253ELCB200

200/1753ELCB200

KVA

22200

41300MCCB 3P
200/200AT

AC3φ3W　200V

63.5

指定色塗装

MACP-1-1

発電機　停止
発電機始動

(保安負荷に電力供給)

フロー図

商用
停電

(キュービクル)

AND

停電確認出力 発電機起動

商用停電

火災警報
ON

燃料残量
95L(10%)未満

燃料残量
95L(10%)以上

発電機始動
(防災負荷のみに電力供給)

燃料残量
95L(10%)以上

火災警報
OFF

燃料残量
95L(10%)未満

3

ACP-3-1

ELCB 35500

ELCB200

KVA

MCCB 3P

MACP-2-1

AC3φ3W　200V

2

3

4 225/225

1

幹線負荷合計

新P-PH-1

200

壁掛形
鋼板製　屋外型

MACP-3-1225/225ELCB200 3

100/753ELCB200

100/753ELCB200

KVA

6340

6340

41300

MCCB 3P
300/300AT

AC3φ3W　200V

89.48

指定色塗装

ACP-3-2

15000

3

200 ELCB 3

3200 ELCB

200

幹線負荷合計

5

8

7

6

ELCB 3

300/300AT

MACP-R-1

MACP-R-1

MACP-R-1

MACP-R-1

15000

15000

15000

100/75

100/75

100/75

100/75

90.00
15000

100/75

100/75

15000

MACP-R-2

MACP-R-2

3ELCB200

ELCB200 39

10

3

3

6340

100/75

指定色塗装

AC3φ3W　200V

MCCB 3P

KVA

200 ELCB 3

200 ELCB 3

ELCB 3200

鋼板製
壁掛形

100/75

幹線負荷合計

1

ELCB 3200

ACP-2-1

2

ACP-3-4

ACP-3-3

新P-PH-2

225/150AT

MACP-R-1

MACP-R-2

6340

ACP-2-2

7500

5500

100/75

100/60

6060ELCB

24.20

4

ELCB 3 100/75200 6340

100/75

5

幹線負荷合計

200

MACP-1-3ELCB200 3

KVA

44400

MCCB 3P
225/225AT

AC3φ3W　200V

69.48

6

7

225/225

2

1

幹線負荷合計

新L-1

壁掛形
鋼板製 50/202ELCB200

50/202ELCB200

KVA

330

MCCB 3P
50/50AT

AC1φ3W　100・200V

7150

指定色塗装

屋内機

ルームエアコン3 ELCB200 2 50/20

ELCB

RAC-1 3900

144050/2021001 ELCB

1120

換気扇

50/202 100 換気扇2

720

幹線負荷合計

1

幹線負荷合計

新L-2

壁掛形
鋼板製

KVA

50/202ELCB200

KVA

990

MCCB 3P
50/50AT

AC1φ3W　100・200V

2430

指定色塗装

屋内機

500MCCB 3P
50/20AT

GC1φ3W　100・200V

1172

ELCB

72050/2021001 ELCB 換気扇

50/202 100 換気扇2

2 コンセント1002 50/20

照明MCCB1 100 2 50/20

ELCB

672

1

幹線負荷合計

新L-3

壁掛形
鋼板製

50/202ELCB200

KVA

MCCB 3P
50/50AT

AC1φ3W　100・200V

指定色塗装

屋内機

2 換気扇1002 50/20

換気扇ELCB1 100 2 50/20

ELCB

640

560

960

MCCB 3P

KVA

幹線負荷合計

GC1φ3W　100・200V

21002 50/20

1 100 2 50/20

ELCB

照明

コンセント

504

400

904

2 集中管理盤1003 50/20ELCB 100

MCCB

1620

50/20AT

720屋内機200 ELCB 2 50/202

指定色塗装

鋼板製　屋外型
自立型

電源接続盤

ケーブル接続端子 CET150° ×17

ケーブル接続端子 CET200° ×4

ケーブル接続端子 CET325° ×3

M12アースバー ×30

アースバー M12 ×30

壁掛型

×1

新K-1

ケーブル接続端子 CET38°

指定色塗装

警報盤 消火ポンプ起動

キュービクル 一括

呼水槽減水

発電機起動

消火補給水槽減水

予備

受水槽減水

受水槽満水

一括発電機故障

予備

排煙ファン

AC3φ3W　200V

MCCB 3P
225/125AT

火災信号

15kW 始動器

7500200 ELCB 33 FE-R-1100/60

3700200 ELCB 34 FE-R-2225/125

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

分電盤結線図
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1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事
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本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

25 W 4000 lm

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

ろ

反射板（下部）：鋼板（銀色鏡面仕上）

パナソニック　NNF45850 LT9 同等品

B LED埋込ベースライト

パナソニック　ＸＮＤ１０６８ＳＮＬＥ９同等品

器具光束：１０１０ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

LED直付ベースライト

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

LEDダウンライトb

A LED埋込スクエアベースライト 3900 lm

スクエア光源タイプ、グレアセーブ光源ユニット、４５００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

31.9W

調光タイプ（約１０～１００％）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

13220 lm169W E1

パナソニック　XLX140RKN LA9同等品

LED埋込スクエアベースライト LED直付スクエアベースライト

パナソニック　XLX140NKNJ LA9同等品パナソニック　XLX460VKNT LE9同等品

LED埋込ベースライトF1

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
本体：亜鉛鋼板
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

F23880 lm25W G

Ｗ３００　リニューアル対応型

LED埋込ベースライトLED埋込ベースライト 62.5W 9690 lm

パナソニック　XLX800VENC LE2同等品

消費電力１３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
リニューアル専用、一般タイプ、２０００ｌｍタイプ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

LEDダウンライトc

H2LED直付ベースライトH1

パナソニック　XLX449VEN LE9同等品

LEDポーチライトf

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
本体：鋼板（白色粉体塗装）

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

一般タイプ、２０００ｌｍタイプ
消費電力１３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

パナソニック　XLX210DENC LE9同等品 パナソニック　XLX449DEN LE9同等品

13.1W 2000 lmLED直付ベースライトI2

パナソニック　XLX419DEN LE9同等品

LEDシーリングライトN

電球色（２７００Ｋ）、高演色Ｒａ９０

器具光束２６５１ｌｍ、消費電力３２．８Ｗ、電圧１００Ｖ

引掛方式、Ｕ－ライト方式

カバー：和紙調不織布張り

パナソニック　ＬＧＢ５７４６１Ｆ同等品

L LEDキッチンライトO

パナソニック　ＬＧＢ５２０９７ＬＥ１同等品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、コンセント付

カバー：プラスチック（乳白）

プルスイッチ付、両面化粧タイプ

蛍光灯→LED照明器具

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８１０ＣＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

防湿型・防雨型
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間
（光束維持率８５％）

器具光束１４８０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、
電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

T

E3

パナソニック　XLX419REN LE9同等品

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、広角タイプ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

パナソニック　ＮＮＦ２０２４７Ｚ同等品

り 消防隊進入口灯

防雨型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

リモコン自己点検機能付

ニッケル水素蓄電池

壁・天井直付型

Ｂ級・ＢＨ形　両面型

一般型（２０分間）

型式認定番号：１ＡＬ２２１－３６４９

パナソニック　ＦＡ４０３６２ＣＬＥ１＋ＦＫ２０３７０同等品

LED避難口誘導灯両面型

壁直付型

光源寿命６００００時間

電源部分離タイプ・非常用LED併用型

電池内蔵型（ニッケル水素蓄電池）

ほへ LED避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ１０３１２ＣＬＥ１＋ＦＫ１０３００同等品

型式認定番号：１ＡＳ１１１－３６１８

リモコン自己点検機能付

ニッケル水素蓄電池

一般型（２０分間）

壁・天井直付型

Ｃ級　片面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

と LED誘導音付点滅型避難口誘導灯両面型

パナソニック　ＦＡ４０３４７ＣＬＥ１＋ＦＫ２００００×２同等品

型式認定番号：１ＡＬ２２１－３５５３

リモコン自己点検機能付

ニッケル水素蓄電池

一般型（２０分間）

壁・天井直付・吊下型、電池内蔵型

Ｂ級・ＢＨ形　両面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

ち LED避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ４０３１６ＣＬＥ１＋ＦＫ２０３００同等品

型式認定番号：１ＡＬ１１１－３６２４

Ｂ級・ＢＨ形　片面型

壁・天井直付型

ニッケル水素蓄電池

長時間定格型（６０分間）

リモコン自己点検機能付

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

パナソニック　ＬＧＷ８５０３２ＢＵ同等品

器具光束２５０ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ

ツマミネジ方式、防雨型

壁面・天井面取付専用

（オフブラック）、カバー：アクリル（乳白）

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

５０００Ｋ、Ｒａ８５、広角タイプ

光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

器具光束：５９５ｌｍ、消費電力：４．２Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

反射板（下部）：鋼板（銀色鏡面仕上）

パナソニック　ＸＮＤ０６６８ＳＮＬＥ９同等品

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ

レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）

充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

※リニューアルプレートφ200共

ＬＥＤ非常灯電源内蔵型

□１２００タイプ　調光可能タイプ（約２５～１００％）
電圧：１００～２４２Ｖ
光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）　Ｒａ：８３
本体：亜鉛鋼板（ホワイト）
枠：鋼板（ホワイト）
パネル：アクリル（乳白）
昼白色（５０００Ｋ）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
本体：亜鉛鋼板
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
マルチコンフォートタイプ、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

43.1W 5930 lm

Ｗ３００　リニューアル対応型

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
□３５０

3900 lmE2 LED埋込スクエアベースライト 31.9W

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）、枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）
調光タイプ（約１０～１００％）
消費電力３１．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
スクエア光源タイプ、グレアセーブ光源ユニット、４５００ｌｍタイプ

31.9W 3900 lm

電源装置はライトバー側に内蔵

電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、１００００ｌｍタイプ
消費電力６２．５Ｗ、定格出力型、電圧２００～２４２Ｖ
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

11.6W

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
本体：亜鉛鋼板

Ｗ３００

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

1940 lm13.1W

Ｗ１９０

1600 lm

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型

パナソニック　直付ＸＬＸ４４０ＫＥＮＵＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵 幅６２０・高８７・出しろ１１０

KJ

パナソニック　ＮＮＮ１３５１０ＬＥ１

ＬＥＤ高演色ミラーライト　Ｗ６２０

標準タイプ、５０００Ｋ、高演色Ｒａ９３、高演色タイプ　クラス２
器具光束１３５０ｌｍ、消費電力１１．７Ｗ、電圧１００Ｖ
カバー：プラスチック（乳白）
サイドカバー：プラスチック（ホワイトつや消し）
壁面（横向け）取付専用

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　直付ＸＬＸ４１０ＮＥＮＰＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル

一般タイプ、２０００ｌｍタイプ

消費電力１３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
自己点検機能付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

QM

パナソニック　ＮＮＣＦ４１１５５ＬＥ９

一体型階段灯　スリムタイプ４０形

ひとセンサ段調光３０分、Ｈｆ３２形器具２灯相当

非常時本体組込ＬＥＤ点灯、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０１５
本体：鋼板（白色塗装）、レンズ：ガラス

常用光ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池

常用光ユニット：光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

S

反射板：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束：５７５ｌｍ、消費電力：４．２Ｗ、
電圧：１００－２４２Ｖ

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、
電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

和風角型ダウンライト　６０形

パナソニック　ダウンライトＸＮＤ０６９０ＪＬＬＥ９

枠：木製（白木）、埋込穴□１５０

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５Ｃ同等品

直管LED40形3800LM系　昼光色+LED用ソケット

※既存の機器に収容

電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池

※点検用リモコンを3台見込む

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-
1/200

照明器具姿図 改修後

21
1/100



1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 22
1/200

1/100

電灯・非常灯・誘導灯設備　2階平面図　（改修前）
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※天井付自動火災感知器を更新する。

F1

F1 F1

F1 F1

※空調改修による取り外し再取付を見込む。

　光電式ｽﾎﾟｯﾄ感知器2種×3、光電式ｽﾎﾟｯﾄ感知器3種×3、差動式ｽﾎﾟｯﾄ感知器2種×1
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4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 23

電灯設備　2階平面図　（改修後）
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※空調改修による取り外し再取付を見込む。

L-2A

2P20AT(DC)×2撤去
2P20AT(1φ100V)×2新設
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5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
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ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E- 24

非常灯・誘導灯設備　2階平面図　（改修後）
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図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者
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電灯・非常灯・誘導灯設備　3階平面図　（改修前）
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〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-

2階　換気扇設備平面図
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図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

１級建築士登録
第307544号 海瀬　務

23006

設計者

氏　名

設計者

氏　名

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋 E-
1/200

1/100

3階　換気扇設備平面図
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　　指定による

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事　建築改修特記仕様書

Ⅰ 工事概要

1. 工事場所

2. 敷地面積(㎡)

3. 改修対象建物

建　物　別 種　別 構　造 階　数 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

Ⅱ 建築改修工事仕様

1. 共通仕様

(建築工事編)(最新版)」(以下、「改修標仕」という。)による。

版)」(以下、「標仕」という。)、及び「建築物解体工事共通仕様書・同解説(最新版)」(以下、「解体共仕」)による。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準仕様書を適用する。

2. 特記仕様

(1) 項目は、番号に 　 印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(5) 特記事項に記載の<　  >内表示記号は、解体共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　目 特記事項・・・ 

1 1.　適用基準等 ※ 建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

※ 工事写真の撮り方 建築編　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築工事監理指針　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　
　
一
般
共
通
事
項

上田市上丸子1612番地

10,930.55㎡

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

また、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新

・ 建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事編)　　建設省建設経済局建設業課・ 住宅局建築指導課監修

・ 長野県建設リサイクル推進指針

※ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

建築材料等 [1.4.2]

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを使用する。

ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を

受ける。なお、JIS及びJASの表示のない材料及び製造業者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

(3) 安定的な供給が可能であること

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外部

機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、(一社)公共建築協会で発行する「建築材料・ 設備材料等品質性能評価事業建築材料等評価名簿(最新

版)」に指定された材料については上記(1)～(6)に該当するものとする。

また、備考欄に商品名が記載された材料については、当該商品同等の性能を有するものとし、監督職員の

承諾を受けた材料とする。

10.　建築材料等

※ 適用する(一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。)

・ 適用しない　　 ・ 以下の表による他監督員の指示による

11.  技 能 士

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　 ・　

仮設間仕切りの種別と材質等

種　別 下　地 仕上げ(厚さ:mm) 塗　装 充填材

・ A種 ・ 木 ・ せっこうボード ( ※ 9.5　・ 図示) ・ 無し

・ B種 ・ 軽量鉄骨 ・ 合板 ( ※ 9.0　・ 図示) ・ 片面

※ C種 単管 防炎シート

※有り

充填材:　※ グラスウール32k　(厚:50mm以上)　 ・ 

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材　質 仕上げ・・ 塗　装 充填材

※ 木製 ・ 図示 ※ 合板張り程度　 ・ 図示 ・ 無し ※ 有り

・ ・ ・ 片面 ・ 無し

充填材:　※グラスウール32k　(厚:50mm以上)　 ・ 

※ 設けない　 ・ 設ける

規模　 ・ 10㎡程度　　 ・ 20㎡程度　　 ・ (　　　)㎡程度

3 降雨等に対する養生方法(とい共) [3.1.3]

既存保護層の撤去 ・ 行う( 範囲　 ・ 図示 (　　笠木　　)    　 ・ 行わない [3.2.3, 4]

既存防水層の撤去 ・ 行う( 範囲 　・ 図示　　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　・ 行う ( ・ M4AS ・ M4ASI  ・ M4C　・ M4DI ・ L4X )

　　　　　　　　　　　　　　　 　・ 行わない

ルーフドレン回りの処理 [3.2.5]

改修用ドレン（P0AS工法、P0ASI工法、P0D工法、P0DI工法、P0S工法、P0SI工法及びP0X工法の場合）

・ 設ける　 ・ 設けない

既存防水層の下地補修 [3.2.6]

補修箇所の形状、長さ、数量等　　 ※ 図示　 ・ 

　
　
防
水
改
修
工
事

1.  一般事項

2.  既存防水層の処理

※ 改修標仕3.1.3(e)(1)～(3)による。　　　・　

既存保護層の補修及び処置（P0S工法及びP0SI工法(機械式固定方法)の場合）

既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置

※ 改修標仕 3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による　 ・ 

架台回り等の処置

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口部等の

欠損部及び防水層末端部の納まり部

※ 監督職員との協議による　　 ・ 図示　　 ・ 

屋根保護防水

防水層の種別

工法 種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・ A-1 ※ ポリエチレン

・ P2A ※ A-2 フィルム

・ A-3 厚:0.15mm以上

・ B-1 ・ 
・ 乾式保護材

・ P1B ※ B-2

・ B-3
・ コンクリート押え

・ AI-1
(材質)　・ 断熱A ※ フラット

・ P2AI ※ AI-2
・ 断熱a ヤーンクロス ・ レンガ押え

・ AI-3
・ 70g/㎡程度

・ BI-1
・ P1BI (厚さ)　・ 25mm ・ 

※ BI-2
・ T1BI ・ 

・ BI-3

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　 ・ 

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　 ・ 

（JIS R 1250による）

平場の保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　 ※ 水下　80mm以上　 ・ 図示　 ・ 

床タイル張り　 ※ 水下　60mm以上　 ・ 図示　 ・ 

乾式保護材

・ 窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの

・ 金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの

品質・性能及び試験方法　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・ 

屋根露出防水
防水層の種別

・ E-1

高日射

施工 仕上塗料 反射率
工法 種別 断熱材 備考

箇所 防水の

種類 使用量 適用

・ C-1 ・ 製造所の ・ 製造所の

※ C-2 指定に 指定に
・ M4C  ・ 

・ C-3 よる よる

・ C-4 ・ 図示 ・ 図示

・ D-1 ・ 製造所の ・ 製造所の
脱気装置

・ M3D ※ D-2 指定に 指定に
 ・ ・ 設ける

・ P0D ・ D-3 よる よる
・ 設けない

・ D-4 ・ 図示 ・ 図示

(材質)　・ 断熱B
・ 製造所の ・ 製造所の

・ P0DI ・ 断熱b 脱気装置
・ DI-1 指定に 指定に

・ M3DI ・  ・ ・ 設ける
※ DI-2 よる よる

・ M4DI (厚さ)  ・ 25mm ・ 設けない
・ 図示 ・ 図示

・ 

脱気装置の種類及び設置数量

※ アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　 ・ 

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

 ※ 図示　　 ・ 

屋内防水

防水層の種別

工法 種別 施　工　箇　所

・ P1E

・ P2E ※ E-2

保護層　　 ・ 設ける ( ※ 図示　 ・　　　　 )　　・ 設けない

押え金物の材質及び形状

※ アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　 　 ・ 

屋根排水溝　 ※ 図示　　 ・ 

防水層の種別

シート防水

工法 備考

・ AS-T1

・ MA4S・ AS-T2

・ AS-J3

・ AS-T3
脱気装置

・M3AS ・ AS-T4
・ 設ける

・P0AS ・ AS-J2
・ 設けない

・ AS-J4

脱気装置

・ ASI-T1 ・ 設ける
・M3ASI

・ 設けない
・M4ASI

防湿層
・P0ASI

・ ASI-J1 ・ 設ける

・ 設けない

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　 ・ 

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　 ・ 

(材質)　・ 断熱B

・ 断熱b

・ 

(厚さ)  ・ 25mm

・ 

高日射反射率

防水の適用

 ・ 

 ・ 

 ・ 

(種類)

　　指定による

 ・ 製造所の

 ・ 図示

　　指定による

 ・ 製造所の

 ・ 図示

(使用量)

仕上げ塗料断　熱　材種別 施工箇所

脱気装置の種類及び設置数量

※ 改質アスファルトシート製造所の指定による ・ 

防水層の種別

ルーフィングシート
高日射

防水
反射率

工法 種別 備考
防水の

適用

・S-F1  ・ 

・S4S ・S-F2  ・ 脱気装置

・S-M1  ・ ・ 設ける

・P0S ・S-M2  ・ ・ 設けない

・S-M3  ・ 

・S3S

※ 改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　 ・ 

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

断熱材施工箇所 仕上塗料

(種類)

　　指定による

 ・ 製造所の

 ・ 図示

 ・ 対象外

　　指定による

 ・ 製造所の

 ・ 図示

(使用量)

 ・ 対象外

・S-F1

・S-F2

・S-M1

・ M4S ・S-M2  ・ 

・S-M3

・SI-F1  ・ 

・P0SI

・SI-F2  ・ 
・S3SI

・S4SI
・SI-M1  ・ 

・M4SI

・SI-M2  ・ 

(材質)

・ 断熱B　・ 断熱b

・ 断熱C　・ 断熱c

・ 

(厚さ)

・ 25mm　 ・ 

(材質)

・ 断熱B　・ 断熱b

・ 断熱C　・ 断熱c

・ 断熱D　・ 断熱d

・ 

(厚さ)

・ 30mm　　 ・ 

 ・ 

 ・ 

・ 

・ 

・ 

ルーフィングシートの種類及び厚さ 

　※ 改修標仕表3.5.1から表3.5.3による　・ 図示　 ・ 

絶縁用シートの材質　　　　　 　　※ 発泡ポリエチレンシート　　・　　

脱気装置の種類及び設置数量

※ ルーフィングシート製造所の指定による ・ 

防水下地がPCコンクリート部材又はALCパネル下地の場合の処理

目地処理(S-C1の場合)　 ※ 図示　　 ・ 

入隅部の増張り(S-F1、SI-F1、S-C1の場合)　　※ 図示　　 ・ 

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の ( ・ 1　・ 1.15　 ・ 1.3 )倍の風圧力に対応した工法)

・ 適用しない

立上り部の保護モルタル塗厚　 ※ 7㎜以下　　・ 図示　 ・ 

床タイル張り　 ※ 水下　60mm以上　 ・ 図示　 ・ 

厚さ　こて仕上げ　 　※ 水下　80mm以上　 ・ 図示　 ・ 

屋内保護密着工法の保護層

平場のモルタル塗り

5.  塗膜防水

高日射反射率
工法 種別 備　　考

防水の適用

※ X-1

・ X-2

仕上塗料施工箇所

■　3章 防水改修工事内で適用する断熱材は以下の略号で表す。

断熱A：JIS A 9521（建築用断熱材）による押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種bA（スキン層付き） 断熱C：JIS A 9521による押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種b、2種b又は3種b

断熱a：JIS A 9511（発泡プラスチック保温材）によるA種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板3種b（スキンあり） 断熱c：JIS A 9511によるA種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板

断熱B：JIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの 断熱D：JIS A 9521によるポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

断熱b：JIS A 9511によるA種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの 断熱d：JIS A 9511によるA種ポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

(種類)

 ・ 製造所の

 ・ 図示

　　指定による

 ・ 製造所の

 ・ 図示

(使用量)

・ P0X  ・ 脱気装置   　 ・ 設ける　 ・ 設けない

・ X-1

※ X-2
 ・ 脱気装置   　 ・ 設ける　 ・ 設けない・ L4X

※ Y-2
・ P1Y  ・ 保護層   　　 ・ 設ける　 ・ 設けない

※ Y-2
・ P2Y  ・ 保護層   　　 ・ 設ける　 ・ 設けない

脱気装置の種類及び設置数量　 　　※ 主材料製造所の指定による　　 ・ 

6.  シーリング シーリング改修工法の種類

　・ シーリング充填工法　　　・　シーリング再充填工法　　・ 拡幅シーリング再充填工法

　・ ブリッジ工法

ボンドブレーカー張り　 ・ 適用する（適用箇所:　※ 図示　 ・ 　　　　　　　　） ・ 適用しない

エッジング材張り　　　 ・ 適用する（適用箇所:　※ 図示　 ・ 　　　　　　　　） ・ 適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標仕表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

シーリング材の目地寸法　 ※ 改修標仕3.7.3(a)(1)～(3)による　　 ・ 

接着性試験   ※ 簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　 ※ 図示　　　・　

2.　工事実績情報の登録 ※ 適用する　　　 ・ 適用しない

3.　品質計画 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による [1.2.2]

※ 風速 (V$0=　30　　)

※ 地表面粗度区分 ( ・ Ⅰ　 ・ Ⅱ　 ・ Ⅲ　 ・ Ⅳ )

※ 積雪区分　建告示第1455号　別表(　27　)

4.　電気保安技術者 ※ 適用する　　　 ・ 適用しない

施工順序、工事車両の駐車場所、資機材の保管場所、その他

6.　発生材の処理等

また、収集・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

5.　施工条件明示項目

※ 現場説明書による　　　・　図示

7.  施工数量調査 調査範囲及び調査方法　 ※ 図示　(                       ） 

化学物質を放散させる建築材料等 [1.4.1]

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の(1)から(6)を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを放散させないか、

放散が極めて少ないものとする。

(2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない

ものとする。

(3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を

使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させ

ないか、放散が極めて少ないものとする。

(4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて

少ないものとする。

(5) 上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

(6) 建築材料等は、クロルピリホスを成分として含有せず、施工においても添加しないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量がF☆☆☆☆のものを、ホルムアルデヒドの

放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則としてF☆☆☆☆のものを使用する

ものとするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

■　規　制　対　象　外

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

d. ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

■　第　三　種

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

8. 環境への配慮

9.  特別な材料の工法 改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

適用工事種目 技能検定作業

仮設工事 ・ とび作業

防水改修工事 ・ アスファルト防水工事作業　　 ・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業　 ・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業　 ・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

・ 改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業　　　・ 左官作業  　 ・ 内外装板金作業

外壁改修工事 ・ 左官作業　　 ・ タイル張り作業　　　 ・ 建築塗装作業

建具改修工事 ・ 木製建具(手・機械)加工作業　 ・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業　　　 ・ 自動ドア施工作業

内装改修工事 ・ プラスチック系床仕上げ工事作業　 ・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ 木質系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　　 ・ 鋼製下地工事作業

・ 壁装作業　　 　　・ 大工工事作業　　 ・ タイル張り作業

塗装改修工事 ・ 建築塗装作業

耐震改修工事 ・ 鉄筋組立作業　　 ・ 型枠施工作業　　 ・ コンクリート圧送工事作業

コンクリートブロック・　・ コンクリートブロック工事作業

ALCパネル工事・ エーエルシーパネル工事作業

石工事 ・ 石張り作業

植栽工事 ・ 造園工事作業

その他 ・ 畳製作　 ・ 家具(手・機械)加工作業　 ・ 樹脂接着剤注入工事作業

・ カーテン工事作業

・ 構造物鉄工作業　 ・ とび作業

測定方法　　 ※ パッシブ法(拡散法)　 ・ アクティブ法(吸引法)

検査機関

※ 環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

※ ホルムアルデヒド　　 ※ トルエン　　 ※ キシレン　　 ※ エチルベンゼン

※ パラジクロロベンゼン　　 ※ スチレン　　 ・ 

計　 ４　個所

※ 試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値(厚労省指針)

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

・ 見本施工の実施（　　　　　　　　　　）12. 施工の検査等

13. 化学物質の濃度測定

16. 完成写真

ホルム エチル パラジクロロ
トルエン キシレン スチレン 備　考

アルデヒド ベンゼン ベンゼン

0.08ppm 0.07ppm 0.20ppm 0.88ppm 0.04ppm 0.05ppm

技術検査 (中間技術検査) の実施回数及び実施する段階

※ 作成する

※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て　 ・ 改修標仕表1.8.1による　　・ 監督員の指示による)

※ CADデータ  ( ※ CD-R (2部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

※ 保全に関する資料(2部)

14. 技術検査

15. 完成図等

・ 請負金額5000万円以上の中間検査　　・ 部分使用の中間検査　　・　不可視部分の中間検査

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版 3部（黒表紙金文字製本）　・ 監督員の指示による

分類・規格 撮影箇所数 部数 写真のサイズ(㎜)

外部(   ) 内部(   ) ※ 1　・　 ※ キャビネ版　　 ・ サービス版

・ パネル(木製枠) 外部(　　) 内部(　　) ※ 1　・　 240×360以上

※ 428万画素以上　・ 800万画素以上
※ 電子データ 外部(　　) 内部(　　) ※ 2　・　

※ 350dpi以上

電子データは、フィルムスキャンのうえRGB各8ビット(フルカラー)、JPEG形式最高画質(100%画質)とし、

CD-Rにて提出とする。

撮影業者　　 ※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者

17. 設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

18. 設計GL ※ 図示　　 ・ 設計GL=現状GL　　 ・ 監督員の指示による

1.  足場その他　
　
仮
設
工
事

2

足場の組立て等に関する基準」における2の(2)「手すり据置方式」、又は(3)「手すり先行専用足場方式」に

より行うこと。

C種:利用可能なエレベーター　 ・ 図示　 ・ 現場説明書による　 ・ 

防護シート等の垂直養生　 ・ 防炎シート　 ・ メッシュシート　　 ・ 

材料、撤去材等の運搬方法

種別　 ・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種  　・ E種

D種:利用可能な階段　　　　　 ・ 図示　 ・ 現場説明書による　 ・ 

外部足場　 ・ 設置する　 ・ 設置しない　 ・ 脚立による

内部足場　 ・ 脚立、足場板等　 ・ ローリング足場　 ・ 

2.  既存部分の養生 養生方法

既存ブラインド、カーテン等の処置

・ 施工中取外し保管、工事後復旧

固定備品、机、ロッカー等の移動　 ・ 図示　　 ・ 

既存部分　　 ※ ビニルシート、合板等　 ・ 

既存家具・設備等　 ※ ビニルシート等（監督職員の承諾） ・ 

・ 養生 ( ・ ビニルシート等　　 ・　　　　　　　　　)

保管場所　（ ・ 図示　　 ・監督員の指示による 　　　）

騒音・粉塵等の対策

設置範囲及び高さ

※ 防音パネル　 ・ 防音シート　 ・ 養生シート

〈2.2.1〉3.  騒音・粉塵等の対策

4.  仮設間仕切

5.　監督員事務所

(3) 特記事項に記載の[    ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) 特記事項に記載の(　  )内表示記号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 公共木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築改修工事監理指針　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

[1.1.4]

[1.3.3]

[1.3.5]

[1.3.12]

[1.5.2]

[1.5.3]

※ 10章 解体工事による　 ・ 構外搬出適正処理　 ・ 現場説明書による

[1.6.2]

[1.6.9]

[1.6.5]

[1.7.2]

[1.8.1～1.8.3]

[2.2.1]

[表 2.2.1]

[2.3.1]

足場を設ける場合、「改修標仕」2.2.1(b)によるほか、設置においては、「手すり先行方法による

[2.3.2]

[2.4.1]

3.  アスファルト防水 [3.3.2～5]

[3.4.2～4]4.  改質アスファルト

5.  合成高分子系 [3.5.2～4]

固定金具の材質及び寸法形状　 ※ 改修標仕3.5.2(c)(2)による　　・ 図示　 ・ 

床塗り工法　 ※ 改修標仕6.15.6(b)(2)及び(3)による　・ 

タイル張り下地等の下地モルタル塗り　 ※ 改修標仕6.15.6(c)(1)による　・ 

[3.6.2～4]

[3.7.2, 3, 8]

・ 建設副産物適正処理推進要綱(以下「推進要綱」という)

各基準等は最新年度版を使用する。

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 １

A3:-
Ａ -

A1:-

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

南　棟 改修 RC 4F+PH2

・P2SI

外部建具廻り MS-2　変性シリコーン

　2,270.802㎡ 5,934.850㎡

備考
執務並行改修工事

4. 備　考

　　下記、工種については、休日工事を原則とする。

　　アンカー工事、斫り工事、アスベスト（レベル1建材のみ適用）除去工事、仮設間仕切り設置工事、1階の廊下・エレベーター

　　ホールの天井改修、2階Ｘ6通り産業観光課廻りの天井改修（これらの工事に伴う直接仮設、カッター入れ、解体等の関連工事を含む）

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

23.07. 23006 01村田 根橋

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

PH1階ガラリ

1F:市民サービス課、２F:産業観光課、３F:地域振興課、４F:事務局長室

畑林

第307544号　　　　　海瀬　務

※ 図示　　　　 ・（A-7図参照） 

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・ 

・ カラー写真(製本)



品質・性能及び試験方法　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

防
水
改
修
工
事
　
続
き

[3.8.2, 3]7. とい

8.　アルミニウム製笠木 種類　 ・ オープン形式

・ シール形式

・ 板材折曲げ形 (本体幅:　　　mm　板厚: ※ 2.0mm ・　　　mm)

板材折曲げ形 (本体幅:　　　mm　板厚: ※ 2.0mm ・　　　mm)

・ 250形　・ 300形　・ 図示

・ 行わない

下地補修の工法　 ※ 図示　　 ・

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　 ※ 図示　　 ・

笠木の固定金具の工法等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する　(建築基準法に基づき定まる風圧力の( ・ 1　・ 1.15　 ・ 1.3 )倍の風圧力及び積雪

荷重に対応した工法)

・ 適用しない

既存笠木等の撤去 ・ 行う (範囲:　・ 図示　 ・　　　　　　　　　)

着色 ( ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系　 ・ ステンカラー )

表面処理　種別(　　)種　皮膜等の種類(※ 改修標仕表5.2.2による　 ・　　　　　　　　　 )

工法

防露材のホルムアルデヒドの放散量　 ※ F☆☆☆☆　　・

・ 銅製改修用竪引きルーフドレン（カバー工法）

といの材種　 ・ 配管用鋼管及び排水管継手　 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管及び同質継手

・ 表面処理鋼板（　　　　　　　　　　　　　　） ・ ステンレス鋼板

・ 図示　　 ・

鋼管製といの防露巻き　　 ・ 適用する

たてどい受金物の取付け　 ※ 図示　　 ・

・ 適用しない

取付け 　　※ 水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填

ルーフドレン

(施工箇所及び工法: ※ 改修標仕表3.8.5による ・ 図示　 ・ 　　　　)

[3.9.2, 3]

厚さ 間伐材等の
施 工 箇 所 表面の品質 防虫処理 含水率

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工
・ 適用する

・ 塗装加工　) ※ 14%以下 ・
・ 適用しない

・ 無し (　　　　　　　　　)

[6.1.3]6　
　
内
装
改
修
工
事

1. 改修範囲等 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま　 ・ 図示

※ 壁面より両側600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

下地補修

2. 既存床の撤去及び

合成樹脂塗床材の除去工法　　 ・ 機械的除去工法　 ・ 目荒し工法

コンクリート又はモルタル面の下地処理

ポリマーセメントモルタル

品質・性能及び試験方法　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

エポキシ樹脂モルタル

補修材料

[6.2.2]

改修後の床の清掃範囲　　 ※ 改修箇所の室内　 ・

・

ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　・除去範囲全て）

品質・性能及び試験方法　 ※ JIS A 6024によるほか建築材料等品質性能表による

3. 既存壁の撤去及び 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2]

下地補修 ※ 改修標仕4.4.9によるモルタル塗り

・ 図示

(仕上げ厚又は全塗厚が25mm を超える場合の補修処置　 ※ 図示　 ・　　　　　　　　　　 )

既存の下地材（下地張りボードを含む）に新規に仕上材等を設ける場合

下地補修

4. 既存天井の撤去及び [6.4.2]

監督員と協議の上不陸調整を行う

5. 木下地等

5-1.　表面仕上げ 表面仕上げの種別 適 用 箇 所

・ A種

※ B種

・ C種

木材の品質

・ 改修標仕6.5.2による　　 ・ 信州木材認証製品又は同等品　　　 ・ 市販品

・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材5-2.　製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

※ 10%以下　・

※ 10%以下　・

※ 10%以下　・

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

※ 1級　・ ・

※ 1級　・ ・

※ 1級　・ ・

・ 「製材の日本農林規格」以外の製材

寸法 造作材の 間伐材
施工箇所 樹 種 防虫処理 難燃処理 含水率

(mm) 材面の品質 等の適用

(　　　　　　 ) ※ A種
・ 適用する ・ 適用する

造作材の場合 ・ B種 ・
・ 適用しない ・ 適用しない

(※ A種　・ B種) ・

ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・

・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

5-3. 造作用集成材 [6.5.2]

寸法 間伐材等の
施 工 箇 所 樹種 見付け材面の等級

(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 間伐材等の
施工箇所・・ 見付け材面の等級

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 間伐材等の

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 適用

・

・

・

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

寸法 間伐材等の
樹種 見付け材面の品質 含 率

(mm) 適用

・

・

・

※ 15%以下　・

※ 15%以下　・

※ 15%以下　・

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 見付け 間伐材等の
含水率

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 材面の品質 適用

・
・

※ 15%以下

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 見付け 間伐材等の
含水率

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm)材面の品質 適用

・
・

※ 15%以下

積層材

5-4. 造作用単板 ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・

厚さ 間伐材等の
施 工 箇 所 表面の化粧加工 防虫処理

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工 ・ 塗装加工) ・ 適用する
・

・ 無し (等級:　　　　　　) ・ 適用しない

・ 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・ 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

[6.5.2]

5-5.床張り用合板等 [6.5.2]

・ 構造用合板

有効 間伐材
施工 厚さ 表板の 接着の 板面の

等級 断面 防虫処理 強度等級 等の
箇所 (mm) 樹種名 程度 品質

係数比 適用

※ 2級 ※ C-D ・ 適用する
※ 12 ※ 1類 ・ 適用する

以上 以上 (　　　　)
・ ・ 特類 ・ 適用 ・

・ 適用
しない

・ 1級 ・ しない

・ パーティクルボード

厚さ 表裏面の状態に 曲げ強さに 接着剤に 難燃性による
施 工 箇 所

(mm) よる区分 よる区分 よる区分 区分

※ 15 ※ 13タイプ ※ P又はM

・ 20 ・ ・

・ 構造用パネル

施 工 箇 所 厚さ(mm) 等 級

・ 1級　　・ 2級　　・ 3級　　・ 4級

ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・

・ 普通合板

厚さ 表板の 接着の 間伐材
施工箇所 板面の品質 防虫処理

(mm)樹種名 程度 等の適用

※ 5.5 ※ 1類 広葉樹　※ 2等以上　・ 1等 ・ 適用する
・

・ ・ 2類 針葉樹　※ C-D以上　・ ・ 適用しない

5-6. 接着材

ホルムアルデヒドの放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・

接着材に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 [6.5.3、4]

鉄筋コンクリート造等の内部間仕切軸組及び床組

・ 防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

適用部位:(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

適 用 部 位 保存処理性能区分

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

適 用 部 位 処 理 の 方 法

・ ボード原料接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

[6.5.5]

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

※ 改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ア～エによる　 ・

※ 改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ア～エによる　 ・

※ 改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ア～エによる　 ・

土間スラブの類の場合　 ※ 保存処理木材　 ・ ひのき　 ・ 図示　 ・

吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　 ※ ひのき　 ・ 図示　　 ・

その他　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・

壁及び天井下地　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・

[6.5.6]

[6.5.7]窓、出入口その他

[6.5.8]

[6.5.9]

縁甲板及び上がりがまち　 ※ ひのき　 ・ 図示　 ・

間仕切軸組　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・

床組　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・

6. 軽量鉄骨天井下地 [6.6.2～4]野縁等の種類

・ 屋外 ( ※ 25 形　・ 19 形 )　　・ 屋内 ( ※ 19 形　・ 25 形 )

屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の( ・ 1　・ 1.15　 ・ 1.3 )倍の風圧力に対応した

工法)

・ 適用しない

既存の埋込みインサート　 ・ 使用する　　 ・ 使用しない

あと施工アンカー

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

周辺部（端から） ・ 図示　　 ・ [表6.6.2]による

一般部　　　　　 ・ 図示　　 ・ [表6.6.2]による

野縁の間隔　　　　 ・ 図示　　 ・ [表6.6.2]による

形式及び寸法

・ 行わない

引抜き試験　　 ・ 行う　 (屋外の場合の方法:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

下地の補強

吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

天井のふところが3.0mを超える場合

天井下地材における耐震性を考慮した補強

屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

方法　 ※ 図示　　 ・

方法　 ※ 標仕14.4.4(h)(1)～(2)による　　・ 図示

方法　 ※ 図示　　 ・

箇所　 ・ 図示　　 ・

方法　 ※ 図示　　 ・

方法　 ※ 図示　　 ・

5-7. 防腐・防蟻処理

7.　軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合

※ 図示　　 ・

[6.5.1]

[6.5.2]

5-8.　木材材種

[6.7.3]

※ 改修標仕6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　・ 図示

単層フローリング

厚さ
種 類 工 法 樹種 大きさ

(mm)

・ 釘留め工法
15

(根太張り)

※ なら

・

・ 図示

※ なら ・ 12以上

・ ・

・ 図示 ・ 図示
(直張り)

・ 釘留め工法

※ なら ・ 12以上

・ ・

・ 図示

・ フローリング

ボード1等

※ なら

・ 接着工法

・ 図示

・ 図示

・
・

・ 図示

・

・ 図示

ブロック1等

・ フローリング

※ なら

・ 図示

・
・ ・

・ 図示・ 図示
接着工法

・ モザイク

パーケット1等

・

・ 図示

500以上

板長さ

※ 板幅75

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

仕上塗装

・ 接着工法

11. フローリング張り

内
装
改
修
工
事

続
き

・　ビニル床シート

種類 JIS 記号 施工箇所 色 柄 特殊機能 厚さ(mm)

・ 発泡層の

・ マーブル柄 ・ 耐動荷重性

・ 無地 ・ 防滑性
・ 図示

・ TS（単層ビニル床シート）

※ FS（複層ビニル床シート）

ないもの

・ 発泡層の

あるもの
・ KS（クッションフロア）

・ HS（発泡複層ビニル床シート）
・ 柄物

・ 無地 ・ 帯電防止

・ 耐薬品性

※ 2.0

・

・

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

8.　ビニル床シート、
ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

工法　　 ※ 熱溶接工法　 ・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

・ ビニル床タイル

JIS記号 施工箇所 色柄 寸法 特殊機能 厚さ(mm)

・ KT (コンポジション

ビニル床タイル)

・ 4.0　・ 4.5

・ 5.0　・ 5.5

・

・ FOB (薄型置敷きビニル ・ 2.0　・ 2.5

床タイル) ・ 3.0　・ 図示

・ 図示

・

・ 図示
・ 防滑性

・ 帯電防止

・ 500×500

・ 450×450

・ 柄物

・ 無地・

・ 図示

床タイル)

・ FOA (置敷きビニル

・ FT (複層ビニル床タイル)

・ TT (単層ビニル床タイル)

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450

・ 帯電防止

・ 防滑性

※ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

帯電防止床の性能　 ・ 帯電防止性能評価値(JIS A 1455)1.2以上～3.2未満

又は体積電気抵抗値(JIS A 1454)1×1057 ～1×105150 Ω程度

・視覚障害者用床タイル　　種類、形状　 ・ 図示　　 ・

・ ビニル幅木

・ ゴム床タイル

色柄　　　 ・ 図示　　 ・

厚さ(mm)　 ・ 3.0　・ 4.0　・ 5.0　・ 6.0　・ 9.0

寸法(mm)　 ・ 図示　　 ・

厚さ(mm)　 ※ 1.5以上　・

高さ(mm)　 ※ 60　　　 ・ 75

材質　　　 ・ 軟質　　 ・ 硬質

工法　　特殊な床下地の工法　　　 ・ 図示　　 ・

・ 織じゅうたん9.　カーペット敷き

・ カットパイル

・ ルーフパイル

・ カット,ループ併用

・ ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ A種

・ B種

・ C種

・ 無地

・ 柄物

(標準品)

・ 適用する

(人体帯電圧 3kv以下)

・ 適用しない

種別 パイル形状 織り方 色柄等 帯電性 備考

下敷き材(グリッパー工法の場合)

・ タフテッドカーペット

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・ カットパイル ・ 5～7 ・

・ ルーフパイル ・ 4～6 ・

・ カット、ループ併用 ・

・ 適用する

(人体帯電圧 3kv以下)

・ 適用しない

パイル形状 パイル長さ(mm) 工 法 帯電性 備考

下敷き材(グリッパー工法の場合)

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

・ ニードルパンチカーペット

帯電性　　 ・ 適用する(人体帯電圧 3kv以下)　　 ・ 適用しない

厚さ(mm)　 ※ 図示　　 ・

・ タイルカーペット

・ 図示 ・

パイル形状 種別 施工箇所 寸法

※ 第一種 ※ 500×500
※ ループパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カットパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カット・ループ併用

・ 第二種 ・

※ 6.5

※ 6.5

※ 6.5

・ 図示 ・

・ 図示 ・

総厚さ(mm) 備　考

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

・

カーペットの敷き方　　平　　場　　 ※ 市松敷き　 ・ 模様流し　　 ・

階段部分　　 ※ 模様流し　 ・ 市松敷き　　 ・

・ 適用しない

見切り、押え金物　　 ・ 適用する (材質、形状等　 ※ 図示　　 ・　　　　　　　　　 )

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・ [6.10.2～3]10. 合成樹脂塗床

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

※ 平滑仕上げ
・ 厚膜型塗床材

・ 防滑仕上げ
弾性ウレタン樹脂系塗床

・ つや消し仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法
・ 厚膜型塗床材 ・ 平滑仕上げ

・ 厚膜流し展べ工法
エポキシ樹脂系塗床 ・ 防滑仕上げ

・ 樹脂モルタル工法

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

工程

・
・ 薄膜型塗床材 ※ 平滑仕上げ

塗布量(kg/㎡)　・　　

表面仕上げ　　・ 平滑　 ・ 防滑

溶剤

・ 水性色 ・ 溶剤系 ・ 無溶剤系

仕上げ色　　・ 標準色 ・

・ アクリル樹脂塗床

(JIS K 5970)

・ 図示

・

[6.8.2, 3]

[6.9.3～4]

[6.11.2～5]

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 2

A3:-
Ａ -

A1:-

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

施 工 箇 所

施 工 箇 所

施 工 箇 所

施 工 箇 所

松・杉 図示

窓枠・各見切り縁等 ナラ・タモ 20

RN

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

23.07. 23006 02村田

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

根橋
畑林

第307544号　　　　　海瀬　務



除去工法による処理　　※　10章 解体工事「10-6アスベスト含有建材の除去等」による

　　　　　　（続き）

天然木化粧複合フローリング

工 法 樹種 種別
防湿

処理板幅 板長さ

大きさ(mm)

※ 15以上

(根太張り)

・ 釘留め工法 ・ 90

・ 図示
・

・ 図示
・ 適用※ 12以上

・ 接着工法

※ なら

・

・ 図示

フローリング、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

※ 規制対象外　　 ・

接着工法の場合の緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　・

現場塗装仕上げ　 ・ 行う(施工箇所　　　　　　　　　　　)

※ ウレタン樹脂ワニス塗り（B種）　 ・ オイルステイン塗りの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り

・ 行わない

間伐材等の適用　 ・ あり　 ・ なし

※ 303

・ 図示

・

・ 図示

※ 75以上

※ 1800以上

・ 図示

・

・ 図示

・

※ 900以上

※ C種

※ 12以上

※ 8以上

・ 図示

・ ・

・

・ 図示

・ 釘留め工法

(直張り) ・

※ なら

・ 図示 ・ B種

・ A種 ・ 図示

・ 図示

・

・

・

・ 75
※ 900以上

する

・ 適用

しない

塗装仕上げ厚さ(mm)

・ 無塗装品

・ 塗装品

種別　　 ・ A種　・ B種　・ C種

・ D種 (畳床: ・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　 ・ KT-N)

・ ポリスチレンフォーム床下地 (ノンフロン)

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

12. 畳敷き [6.12.2]

その他のボード張り

13. せっこうボード [6.13.2～3]

JIS
種　　類 厚さ(mm)・規格等

記号

・ 硬質木毛セメント板 HW

・ 中質木毛セメント板 MW

・ 普通木毛セメント板 NW

・ 硬質木片セメント板 HF

・ 普通木片セメント板 NF

タイプ 2(無石綿)
・ けい酸カルシウム板

0.8FK

1.0FK

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・ 図示 ・

・ 30　 ・ 図示 ・

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

タイプ 2(無石綿)

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

仕上げの種類

・ 凹凸タイプ

・ ロックウール化粧吸音板 DR
・ フラットタイプ

・ ロックウール吸音ボード1号 RW-B

・ グラスウール吸音ボード号32K

・ 軟質フレキシブル板

・ 平板

・ フレキシブル板

S

NF

F

・ 6　・ 図示 ・

・ 4　・ 5　・ 6　・ 図示 ・
ボード

スレート
・ 4　・ 5　・ 6　・ 8　・ 図示 ・

( ・　9 (不燃)　・ 12　 ・ 図示 ・ 　　 )

( ・ 12 (不燃)　・ 15　 ・ 19　 ・ 図示 ・ )

・ 25　 ・ 図示 ・

・ 25 (ガラスクロス包)　・ 図示 ・

・ せっこうラスボード GB-L

・ 化粧せっこうボード
GB-D

(木目) 模様　( ・ 柾目　 ・ 板目 ) 専用下地材有り

・ 化粧せっこうボード
GB-D

(トラバーチン模様)

表面の材種

生地、透明塗料塗り

不透明塗料塗り

・ 普通合板

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )
・ 天然木化粧合板

化粧加工の方法

( ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 )

表面性能　　(　　　　　　　)タイプ
・ 特殊加工化粧合板

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )

厚さ(mm)　　(　　　　　)

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による ( ※ 1.2　・　　　　 )

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ
MDF

ファイバーボード

・ 無研磨板 VN　　　・ 研磨板 VS
・ 単板張りパーティクルボード

・ 単板オーバーレイ DV

・ 化粧パーティクルボード

・ 未研磨板 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RN
・ ハードボード(素地) HB

・ 研磨板　 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RS

・ 内装用 DI　・ 外装用 DE
・ ハードボード(化粧) IB

A級 ( ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・　　　　　 )
・ インシュレーションボード

接着の程度　・ 1類　　・ 2類

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

9.5

12.5 (不燃)　　 幅 440mm 程度

( ※ しな程度　　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

板面の品質　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

樹種名　　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　 ・ 図示　 ・

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 10(難燃)　 ・ 12(難燃)　 ・ 図示　 ・

・ プラスチックオーバーレイ DO　・ 塗装 DC

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　　・ 7　　・ 図示　 ・

( ※ ラワン程度　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (不燃)　・ 図示 ・

・ 強化せっこうボード
・ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

・ 21 (不燃)　　・ 図示　　　 ・
GB-F

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード GB-S

・ 化粧有 (トラバーチン模様)

9.5 (不燃)　 ・ 化粧無 (下地張り用)

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (準不燃)　・ 図示 ・

・ せっこうボード
・ 9.5 (準不燃) ※ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

GB-R

GB-NC

GW-B

・ 図示　　　　 ・

・ UV塗装　　 ・ シート張り　 ・ 化粧単板

0.8FK

1.0FK
・ 化粧けい酸カルシウム板

・ 一般塗装　 ・

その他のボード張り

13. せっこうボード

　　　　　　（続き）

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　 ・ 適用する ( ・ シーリング材　 ・ ジョイントコンパウンド )

・ 適用しない

※ 規制対象外　　・

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板類の張付け　 ※ B種　　　・ A種

せっこうボードの目地工法

下地の種類　 ・ 改修標仕　表6.5.10による床組

目地工法の種類 せっこうボードのエッジの種類

・ 継目処理工法 テーパーエッジ

・ 突付け工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

・ 目透し工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

[6.14.2～3]

壁紙の種類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

樹脂

ビニル

塩化

チック

プラス施工箇所
紙 繊維 無機質 その他

防火種別 備考・・

・

・

・

・

14. 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　　・

モルタル・プラスター面の下地調整　 ※ RB種　 ・ RA種

コンクリート・ALC面の下地調整　　　※ RB種　 ・ RA種

せっこうボード面の下地調整　　　　 ※ RB種　 ・ RA種

15. モルタル塗り [6.15.3, 6]

16. タイル張り [6.16.2～4]伸縮調整目地の位置　床タイル　　　 ( ※ 縦、横とも4m以内ごと ・ 図示 ・ 　　

床タイル以外　 ( ・ 図示　　 ・ 　　　　　)

・ 設けない

床目地　　　 ・ 設ける

工法　 　　※ 押し目地　　 ・

設置間隔　 ※ 室内で縦横1.8m程度、廊下で3.6m程度　 ・ 図示

・ 設けない

・ 適用する　　 ・ 適用しない

既製目地材　 ・ 設ける

施工箇所（　　　　　　　　　　） 形状（ ※ 図示 ・　　　　　　　　　 ）

保水剤、防水剤及び凍結防止剤（建具回り等の充填モルタル用）

品質・性能及び試験方法　　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

外壁タイル張り下地の均しモルタルの接着力試験

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　 ・ 行う　 ・ 行わない

見本焼き　 ・ 行う　 ・ 行わない

品質・性能及び試験方法　　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

施
工
箇
所

主な用途 吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

による よる区分 ぐすり 再生材の 害性 滑り

標
準

特
注

寸法 備考
区分 施 無 適用 抵抗性

(mm) 有 無 有 無
(JIS) ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

タイルの形状、寸法等

品質・性能及び試験方法　　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

・ 既製調合モルタル

・ 既製調合目地材

品質・性能及び試験方法　　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　 ・ MCR工法　・ 目荒し工法(高圧洗浄) ・

・ 接着剤による陶磁器質タイル張り

施
工
箇
所

主な用途 吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

による よる区分 ぐすり 再生材の 害性 滑り

標
準

特
注

寸法 備考
区分 施 無 適用 抵抗性

(mm) 有 無 有 無
(JIS) ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

タイルの形状、寸法等

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤

ホルムアルデヒド放散量　 ※ F☆☆☆☆　　　　・

壁タイル張りの工法　　　※ 改良積上げ張り　　・　　　

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

※ 塗替え面積の30%　　　・ 図示　　 ・

7　
　
塗
装
改
修
工
事

1.　材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆　　・

・ 防火材料　　　 ※ 図示　 ・ 次の箇所を除き防火材料とする。(箇所 :　　　　　　　　)

[7.1.3]

2. 下地調整

下地調整の種別
下地面の種類 ひび割れ部の補修

塗替え 新規

木部 ※ RB種 ・ ・ RA種 ・ RB種 ・

鉄鋼面 ※ RB種 ・ RA種 ―

亜鉛めっき面 ※ RB種 ・ RA種 ―

亜鉛めっき面(鋼製建具) ※ RB種 ・ RC種 ―

・ 行う
モルタル、プラスター面 ※ RB種 ・ ・ RA種 ・ RB種

・ 行わない

コンクリート面(DP以外)、 ・ 行う
※ RB種 ・ RA種

ALCパネル面 ・ 行わない

コンクリート面(DP)、 ・ 行う

押出成形セメント板面 ・ 行わない

せっこうボード面及び
※ RB種 ・ ・ RA種 ・ RB種 ―

その他ボード面

種別

・ RA種 ・ RB種

・ RC種
・ RA種 ・ RB種

3. 錆止め塗料塗り

塗装面 塗料 工程

塗替え A種 ※ C種　　・

EP-G以外 新規鉄鋼面見え掛り A種 ※ A種　　・

新規見え隠れ A種 ※ B種　　・
鉄鋼面

塗替え B種 ※ C種　　・

EP-G 新規鉄鋼面見え掛り B種 ※ A種　　・

新規見え隠れ B種 ※ B種　　・

塗替え ※ C種　　・
EP-G以外

※ A種　　・

塗替え C種 ※ C種　　・
EP-G

C種 ※ A種　　・

塗料及び工程

亜鉛めっき鋼面

※ A種　・ B種

※ A種　・ B種鋼製建具等

鋼製建具等

4. 塗装

工程
塗装の種類 塗装面

塗替え 新規

※ B種　・ ※ A種　・

※ B種　・ ※ B種　・

鉄鋼面 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具) ※ A種　・ ※ B種　・

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外) ※ B種　・ ※ B種　・

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

― ―

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

A種※ B種　・ A種

・ A種

・ ・
押出成形セメント板面

コンクリート面等 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

屋内の木部 ※ B種　・ ※ A種　・

屋内の鉄鋼面 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

屋内の亜鉛めっき鋼面 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

※ B種　・ ※ B種　・

※ B種　・ ※ B種　・ A種

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

― ―

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

・ 高日射反射塗料塗り

下地調整(改修標仕表7.2.2)　・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種

場合のしみ止め

EP塗替えの場合のしみ止め

EP-G(コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面)塗替えの

・ 木材保護塗料塗り(WP)

・ オイルステイン塗り(OS)

・ ラッカーエナメル塗り(LE)

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

塗り(EP-G)

・ つや有合成樹脂

・ 耐候性塗料塗り(DP)

エマルションペイント

・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・ フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・ クリヤラッカー塗り(CL)

※ 1種　・ 2種

塗料の種別

・ 合成樹脂調合ペイント塗り

(SOP)

木部屋外

木部屋内

コンクリート面及び

上塗り等級(　　)級

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 上塗り等級(　1　)級

上塗り

工程

・ 1回　・ 2回

仕様による

・ 製造所

規格番号 規格名称 種類 等級

・ 1級

・ 2級

・ 3級

JIS K 5675

屋根用

塗料

高日射反射率
・ 2種

・ 1種
塗料製造所の仕様による

(kg/㎡)

塗付け量塗料その他
塗り回数

※ 改修標仕表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 ・

※ 改修標仕表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 ・

フローリング張り

[7.1.4][7.2.2～7]

[7.1.4][7.3.2～3]

[7.1.4][7.4.1～7.15.2]

1. アスベスト含有

建材処理に伴う

調査、測定

含有建材の処理

2. アスベスト [9.1.3～5]

[9.1.1, 3]　
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

9
施工調査　　※　10章 解体工事「10-6アスベスト含有建材の除去等」による

アスベスト粉じん濃度測定　　※　10章 解体工事「10-6アスベスト含有建材の除去等」による

除去工法を取れない箇所の飛散防止処理

対象箇所　　 ※ 図示　 ・

工法　　　　 ・ 封じ込め工法　 ・ 囲い込み工法

工法の詳細　 ※ 図示　 ・

養生材等

処理方法　 ※ 密封処理(二重袋梱包)　 ・ セメント固化

処分方法　 ・ 埋立処分(管理型 終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

養生材等：隔離・養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣・靴カバー、防塵マスクフィルタ、

高性能真空掃除機フィルタ、粉じん機フィルタ等を対象とする

建材除去後の仕上げ工事　 ※ 図示　 ・

[9.2.1～3]

防水改修工事

3. 断熱アスファルト

断熱材 [9.3.2～4]4. 外断熱改修工事

種 類

・

・ 25 ・

・ 25 ・

・・

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)

フォーム保温材(スキンなし)

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ 押出法ポリスチレンフォーム

JIS

・ 押出法ポリスチレン

・ A種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材 (3種2号を除く)

A
9
5
2
1

・ 25 ・

・ 25 ・

・

・

・

・

・

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)

施工箇所厚さ(mm)

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材（吹付）

・ フェノールフォーム断熱材

断熱材(スキンなし)

ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外 　・

種類 防火性能 備考

外装材

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　 ・ あり　　 ・ なし

下地面の清掃　 　　・ 行う　　 ・ 行わない

欠損部の改修工法　 ・ 改修標仕4.1.4による　　・

工法

通気層の有無　 ・ あり(　　　mm)　　　 ・ なし

断熱材の施工　 ※ 断熱材製造所の仕様による　　 ・

外装材の施工　 ・ 外装材製造所の仕様による　　 ・

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の( ・ 1　・ 1.15 ・ 1.3 )倍の風圧力に対応した工法)

・ 適用しない

本特記 3章 防止改修工事「2. アスファルト防水」による

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 3

A3:-
Ａ -

A1:-

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

A
9
5
1
1

・　図示

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

23.07. 23006 03村田

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

　
類

　
類

　
類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　
類

　
類

　
類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

・ 25 ・

・

PH1階ダクト廻り

根橋
畑林

9　
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

続
き

複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ　※ 図示

[9.4.2]4. ガラス改修工事

・

品 類 断熱性 日射熱遮へい性

・ 1種

・ 2種

・ 3種

・ 断熱複層ガラス

・ 日射遮へい複層ガラス
・ 4種

・ 5種

U1

U2

E4

E5

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

※ U-3-1　・ U-3-2

複層ガラスの厚さ

5. 断熱・防露改修工事 ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を

使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

断熱材

・

・

種 類

・

・ 25 ・

・ 25 ・

・・

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)

フォーム保温材(スキンなし)

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ 押出法ポリスチレンフォーム

JIS

・ 押出法ポリスチレン

・ A種硬質ウレタンフォーム保温材

・ フェノールフォーム保温材 (3種2号を除く)

A
9
5
2
1

A
9
5
1
1 ・ 25 ・

・ 25 ・

・

・

・

・

・

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)

施 工 箇 所厚さ(mm)

・ 接地部分 ・

・ 接地部分 ・

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

断熱材(スキンなし)

※ F☆☆☆☆　　・

・ 断熱材現場発泡工法

断熱材の種類　 ※ A種1　 ・ A種2　 ・ A種3

厚さ(mm)　　　 ・ 25　 ・ 30　 ・

施工箇所　　　 ・ 図示

品質・性能及び試験方法　 ※ 建築材料等品質性能表による　　 ・

6. 屋上緑化改修工事

屋上緑化軽量システム　　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　 ※ 図示　　 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　 ※ 図示　　 ・

品質・性能及び試験方法　 ※ 建築材料等品質性能表による　　 ・

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の( ・ 1　・ 1.15 ・ 1.3 )倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法)

・ 適用しない

かん水装置　 ・ 設置する ( 種類:　　 　　　　 　　　　　)　　・ 設置しない

既存保護層の撤去　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

新植芝及び地被類の枯補償

期間　 ※ 引渡しの日から1年　　・

[9.6.1～4]植栽基盤及び材料

既存舗装の撤去及び再利用、新設範囲　　 ※ 図示　　　・

路床舗装改修工事

7. アスファルト

・ フィルター層
・ ・

層の適用、材料、層厚

種 別 材 料 厚さ(mm)

・ 図示
・ 盛土

・
・ A種　・ B種　・ C種　・ D種

・ 図示
・ 凍上抑制層

・

・ 100

※ 再生クラッシャラン　 ・ クラッシャラン　　 ・ 切込み砂利

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂）

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂）

使用する砂は、粒度は改修標仕表9.7.2により、シルト・有機物等の混入しない締固めに適したものとする。

路床安定処理

・ 添加材料による安定処理

種類　　 ・ 普通ポルトランドセメント　　 ・ 高炉セメントB種

・ フライアッシュセメントB種

・ 生石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )　　・ 消石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )

添加量　(　　　) kg ( 目標CBR　・ 5以上　・　　　　　 )

・ ジオテキスタイル

単位面積質量　　 ・ 60 g/㎡ 以上　　 ・

厚さ(mm)　　 ・ 0.5～1.0　　 ・

引張強さ　　 ・ 98 N/5cm (10 kgf/5cm )以上　 ・

透水係数　　 ・ 1.5×105-51 cm/sec 以上　　　　・

試験の適用

砂の粒度試験　　　　　　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

現場CBR試験　　　　　　　　・ 行う　　 ・ 行わない

路床締固め度の試験　　　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

路床土の支持力比(CBR)試験　・ 行う　　 ・ 行わない

路盤

※ 再生材クラッシャラン　 ・ 粒度調整再生材

路盤材料　　 ・ 砕石クラッシャラン　　 ・ 粒度調整砕石

路盤の厚さ　 ・ 図示　　 ・

・ 図示　　 ・

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ　 ・ 粒度調整鉄鋼スラグ　 ・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

品質　　　　 ※ 標仕表9.7.4による　 ・ 図示　　 ・

建設発生土の処理

・ 構内の指定範囲に敷きならし

※ 構外搬出適切処理　 ・ 構内の造成に利用　 ・ 構内の指定場所にたい積　

試験

路盤締固め度の試験　　 ※ 行う　　 ・ 行わない（埋戻し及び盛土部は除く）

舗装

試験

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　 ・ 行う　　 ・ 行わない

舗装の平坦性　 ※ 著しい不陸がないもの　　 ・

舗装の構成　　 ・ 図示　　 ・

[9.7.2～9]

[9.5.2～4]

第307544号　　　　　海瀬　務



除去範囲　　 ※ 図示　　 ・　アスベスト調査報告書 

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・　アスベスト調査報告書 

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型 終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

飛散防止　　 ※ 密封処理　　 

 ※ 湿潤化　　 ・ セメント固化

工法の詳細　 ※ 解体共仕6.3.2による他、部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

〈6.3.2, 3〉

〈6.4.3〉

　　含有吹付け材

　　　　　の除去

除去の部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・　アスベスト調査報告書 

アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

アスベスト含有せっこうボード　 ※ 埋立処分(管理型 終処分場)

・ 埋立処分(管理型 終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

処分

1.　工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

地域住民への情報提供

・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

地域住民とのコミュニケーション

・ 現場見学会の開催　　 ・　

住民に対する災害防止関係

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　　 ・　

そ
の
他

3.　産業廃棄物等の (1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為)する

取扱い ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に基づき、適正に行う

こと。

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

すること。

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真、マニフェスト

A票、B2票、D票並びにE票の写しを添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

5.　過積載の禁止 (1) 工事の施工計画にあたって、施工計画書に次の事項を具体的に記載するとともに、施工時においても

遵守すること。

① 積載重量制限を超過しての建設発生土の処理、及び資機材(以下「資機材等」という)の積載重量の

厳重チェックを行うこと。

② 過積載を行っている資材等納入業者からの資機材等購入は行わないこと。

③ 過積載を防止するため、資機材等の購入にあたっては、納入業者の利益を不当に害することのない

ようにすること。

④ 資機材等の運搬には、さし枠装着車、物品積載装置等の不正改造した車輌、及び不表示車等を使用

しないこと。

また、同車輌からの資機材等の引き渡しを受けないこと。

⑤ 下請事業者や資機材等納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠けた者または

車輌を使用した業務等において悪質かつ重大な事故を発生させた者を排除すること。

⑥ 飛散の恐れがあるものについては、飛散しないような処置を行い運搬すること。

⑦ 土砂等の運搬に関する事業者の選定に当っては、「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の

防止等に関する特別措置法」の目的に鑑み、同法第12条の規定に基づき届け出た団体構成員の雇用に

努めること。

4.　環境対策関係 (1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、運搬

ルートの選定に当たっては影響の少ない 短ルートを選定すること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(2) 以上の点について、下請事業者についてもこれに準じ徹底すること。

8.　工事実績情報の

登録について

ものとする。)

(2) 登録する場合は、あらかじめ監督員の確認を受け、次に示す期間内に(財)日本建設情報総合センター

(JACIC)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。

なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

① 工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

② 登録内容の変更時　　変更契約締結後10日以内

③ 工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

9.　工事検査 施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施する

ことがあるので、検査に協力すること。

10. 被害届等 暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

11. 施工図等の取扱い 施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

12. 提出物 上記による他、監督員の指示による。

7.　火災保険等 (1) 上田市工事請負契約約款第51条第1項の規定により、次の保険等に付さなければならない。

① 保険の種別　　 建設工事保険(請負業者損害賠償責任担保特約付き)又は火災保険及び請負業者賠償

責任保険とする。

② 保険の目的物　 工事目的物及び工事材料とする。

③ 保険期間　　　 工事着工の日から工事目的物の引渡し日の14日後までとする。

6.　安全対策関係 (1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全

教育、研修及び訓練を行うこと。

ほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備すると

ともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連

書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

④ 保険金額　　　 請負代金に相当する金額以上とする。

(2) 工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。 

2.　不具合の確認 工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長あてに

報告する。

(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

11

〈6.5.3〉

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型 終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

　　　　　の除去

　　含有保温材等

　　　含有成形板

　　　　　の除去

3.  アスベスト

4. 　アスベスト

5.  アスベスト

PCB 含有シーリング分析調査

・ 第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・ 第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

・ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検討方法(平成4年7月3日厚生省告示第192号)

・ 絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの分析方法規定(電気技術規定JEAC1201-1991)

絶縁油のPCB含有量の分析基準

・ 

・ 廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類暴露防止対策要綱(平成13年4月25日付基発第401号)

焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査基準

〈5.4.4〉　  施工調査

　  （続き）

測定時期・場所及び測定点

・ 測定 1 処理作業室内 各　　点 -

処理作業前 施工区画周辺又は
・ 測定 2 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 3 処理作業室内 各　　点 -

セキュリティー
・ 測定 4 各　　点 空気の流れを確認

ゾーン入口
処理作業中

負圧・除じん

・ 測定 5 装置の排出口 各　　点 除じん装置の性能確認

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は
・ 測定 6 計　　点 -

敷地境界

処理作業室内 各　　点 -
処理作業後

施工区画周辺又は
・ 測定 8 (シート養生中) 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 9 処理作業室内 各　　点 -
処理作業後シート

・ 測定 10 撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近 計　　点 -

測定名称 測定時期 測定場所 備　考
測定点

(各施工箇所ごと)

・ 測定 7

アスベスト粉じん濃度測定方法

アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法 - 第1部:光学顕微鏡法及び

走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測点位置　　 ※ 図示　 ・ 

測定1,2,4,6,

7,8,9,10

計数機器 位相差顕微鏡

メンブレンフィルタの直径

試料の吸引流量 1 L/min 5 L/min 10 L/min

試料の吸引時間 5 min 120 min 240 min

試料の透明化 アセトン-トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

計数条件 総アスベスト繊維数200本 又は視野数50視野

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上
計数アスベスト(f: 繊維本数)

50 f/L 0.5 f/L 0.3 f/L

47 mm

測定5測定3

25 mm

報告書の作成(記録する項目)

ア、測定結果

イ、測定時間

ウ、測定位置(測定高さとともに図面上に記載する。)

エ、サンプリング条件(メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量)

オ、マウンティング方法

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

キ、測定時(各測定場所ごと)天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

※ アスベスト含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、

調査範囲　 ・　監督員の指示による　　　　 ・ 図示

建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

貸与資料　(　アスベスト調査報告書　 )

・ 分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

分析方法

アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、アンソフィライト、トレモライト

含有の有無を判定するための定性分析方法）

・ JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第2部:試料採取及びアスベスト含有の

定量分析方法）

・ JIS A 1481-3（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第3部:アスベスト含有率のX線回折

材　料　名 定性分析 定量分析

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

採取箇所、材料名　 ・  図示　　　・　　監督員の指示による　 

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

・ フロン

・ ハロン

・ イオン化感知器

・ 六フッ化硫黄(SF$6)ガス

回収及び処分を行う特殊な

建設副産物の種類
回収又は処分業者名

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

・ PFOSガス

含有機器名称

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ ・ 

・ 

・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

撤去方法

シーリング材

・ 

撤去範囲

※ 図示　　 ・ 

シーリング材は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

・ 現場説明書による　 ・ 図示　 ・ 

種類、位置

機器類は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

・ 標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会/日本シーリング材工業会)

処理施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

特別管理産業
仕　様 数 量 備　考

廃棄物の種類

廃棄物の処理

・ 廃石綿

・ 廃油

・ 廃酸

・ 廃アルカリ

・ ダイオキシン類汚染物

2.  特別管理産業

4.  PCB含有

　　　　　機器類

3.  PCBを含む

5.  特殊な

　　建設副産物の

　　改修及び処分

1.  アスベスト

　　含有分析調査

2.  アスベスト

　粉じん濃度測定

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
等

10-6

〈5.4.1〉

〈5.4.3〉

〈5.4.4〉

〈7.1.1～7.3.7〉

〈6.1.2〉

〈6.1.3〉

10-5

分別調査を行う特別 採取する部位
採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類 又は箇所等

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

1.  施工調査
　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

〈5.1.2〉

① ひ素混入石膏ボード

商品名　　 ：タイガーボード

工場名　　 ：小名浜吉野石膏㈱いわき工場　裏面表示マークは｢吉野石膏OY｣

製造期間　 ：昭和48年3月～平成9年4月

JIS許可番号：277057、277058

ロット番号 ：0373○○○○○○○○○～0497○○○○○○○○○

② カドミウム混入石膏ボード

JIS許可番号：265023、265024

商品名　　 ：アドラせっこうボード

工場名　　 ：日東石膏ボード㈱八戸工場　　裏面表示マークは｢日東石膏ボード株式会社｣

製造期間　 ：平成4年10月～平成9年4月

ロット番号 ：A4Y410～A9430

｢特定廃石膏ボード｣とは、以下の石膏ボード製品が廃棄物となったもの。

終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

〈4.5.1〉

要する建設廃棄物

6.  処理に注意を

・ CCA処理木材

・ 特定廃石膏ボード

仕　様 備　考数 量名　称

終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

数 量 備　考建設廃棄物

・ アスベスト含有成形板

・ 石綿含有せっこうボード

名　称 終処分場の種類

※ 管理型 ・ 

※ 安定型 ・ 

5.  終処分する 〈4.4.4〉

認定制度の活用 種  類 所 在 地

・ 現場説明書による　 ・ 

・ 現場説明書による　 ・ 

4. 産業廃棄物広域 〈4.4.2〉

名　称 数 量 備　考仕　様

　　　建設廃棄物

3.  現場利用する

　再資源化された

〈4.4.1〉

10-4 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ入力を

行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を工事完了

時に同計画書の実施報告書(書式は同一)を作成し、監督職員に提出するものとする。

・ コンクリート

・ コンクリート及び鉄からなる建設資材

・ 木材

・ 木材(縮減)

・ アスファルトコンクリート

・ 金属類

・ 小形二次電池

・ 蛍光ランプ、HIDランプ

・ 硬質塩化ビニル管、継手

(PC板、コンクリート平板、

コンクリート二次製品)

建設廃棄物の種類 中間処理施設、再資源化施設等

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による・ 石膏ボード

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による・ 

1.  一般事項

2.  再資源化等

　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

〈4.4.1〉

解体後の埋戻し及び盛土

・ 行う

整地高さ

・ 現状GL　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)

埋戻し及び盛土の材料

・ 山砂の類　　 ・ 他現場の建設発生土の中の良質土　 ・ 再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

・ 行わない

・ 行う　　　・ 行わない

杭の解体工法

・ 引抜き工法　 ・ 破砕による解体

地下埋設物及び埋設配管の解体

埋設配管 ・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

樹木の伐採伐根及び移植

・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

電柱の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

外灯の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

2.  杭の解体

3.  樹木等

4.  地下埋設物・ 

5.  屋外設備等

6.  解体後の整地

〈3.9.2〉

〈3.10.1〉

〈3.11.1〉

〈3.12.1〉

機械設備及び電気設備の切替・遮断等1.  事前措置10 10-3　
　
解
体
施
工

油類タンク

委託する。

解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じて残油を抜き

取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

請負者が同工事の許可業者でない場合は、監督職員と協議の上、同工事の許可を取得している業者に

〈3.2.1〉

・ 冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

空調機器等の冷媒

図面番号 記号

図面番号 記号

・ 冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

汚染を防止する。

解体に先立ち、汚水及び汚物は、回収、洗浄、消毒等の措置を行い、異臭の発生並びに周囲及び地中への

浄化槽、排水槽等

(1) 工事請負額が500万円以上の工事については、工事実績情報(工事カルテ)の登録をすること。

(ただし、工事請負代金額500万円以上2,500万円未満の工事については、受注時・訂正時のみ登録する

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 4

A3:-
23006 Ａ - 04

A1:-

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

村田

アスベスト調査報告書による

吹付ロックウール

13. その他 本工事は執務並行改修工事となる為、来庁者及び執務者への安全面、環境面の配慮を行い、工事を行うこと。

根橋
畑林

第307544号　　　　　海瀬　務

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録する

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、監督員及び

工事検査の際に提示できるようにすること。



５

鉄
筋
工
事

　・　鉄筋の種類

　・　溶接金網

　・　鉄筋の継手

　・　鉄筋の定着の方法

及び位置及び長さ

鉄筋の種類

種類の記号

・

・

・

・

形状等

種類

・

・

継手方法等

部 位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

鉄筋の継手の重ね長さ

継手位置図

鉄筋の定着方法

鉄筋の定着の長さ

SD295A

SD345

溶接金網

鉄筋格子

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

図示(

図示(

図示(

構造関係共通事項7.3.1(a)による

図示(

種類の記号

)による

)による

呼 び 名 (㎜)

)による

)による

継 手 方 法

・

・

網目の形状、寸法、鉄線の経 (㎜)

ガス圧接

重ね継手

重ね継手

・ 機械式継手

備　考

使 用 部 位

呼 び 名 (㎜)

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)

(5.3.4)(5.5.2)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

６

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

　・　鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔

(溶接金網含む)

　・　特殊な鉄筋継手

　・　各部配筋

　・　圧接完了後の試験

　・　セメント

　・　骨材

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く)

使用箇所

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

鉄筋相互のあき　

品質の確認方法　

不良となった継手の修正方法等　

各部配筋

外観試験

抜取試験　

普通コンクリートの設計基準強度

設計基準強度 (N/㎜ )

・

・

・

軽量コンクリートの設計基準強度

設計基準強度 (N/㎜ )

・

・

類　別　　

種　類

アルカリシリカ反応性による区分

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

・

24

※

・

・

・

・

図示(

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

軽量コンクリートで土に接する部分

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

図示(

・

・

行う（全数）

超音波探傷試験

引張試験

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

A

図示(

A級

試験の個所数等

試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接個所とする。なお、200箇所を超えるときは

試験片を採取した箇所の処置：ガス圧接

・

・

・

・

・

・

・

・

無し

有り　適用箇所(

無し

有り　適用箇所(

無し

有り　適用箇所(

標準仕様書5.4.9、5.4.10による

B

)による

最小かぶり厚さ　

・

・

・

・

)による

200箇所ごととする。

・

・

)による

・

・

鉄筋径の1.5倍以上

図示(

図示(

スランプ

・

・

・

スランプ

・

・

)

)による

)による

・

適 用 箇 所

適 用 箇 所

図示(

)

)

)

・

)による

使用部位(

使用部位(

・ 標準仕様書5.3.5(d)による

)mm

)mm

）

）

）

(5.3.5)

(5.3.5)(5.5.2)

(5.3.7)

(5.4.9)

(6.1.3)(6.1.4)(6.2.3)

(6.1.3)(6.1.4)(6.2.3)

(6.1.5)(6.4.1～2)(表6.1.1)

(6.3.2)(6.13.2)(表6.3.1)

(6.3.3)

その他の鉄筋(　スラブ　)

構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3、8.1による

構造関係共通図(配筋標準図)3.1(b)による

構造関係共通図(配筋標準図)3.1(b)による

構造関係共通図(配筋標準図) 表4.1による

構造関係共通図(配筋標準図) 表4.1に加える厚さ(

構造関係共通図(配筋標準図) 表4.1に加える厚さ(

機械式継手の種類(

構造関係共通事項(配筋標準図)による

・ コンクリートの使用

骨材による種類及

び強度

Ⅱ類・Ⅰ類（JIS A 5308 「レディーミクストコンクリート」に適合）コンクリートの種別

・ レディーミクスト

使用部位(

352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする。

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和熱が7日目で

Ｇ

Ｇ

※

　・　混和材料 ・

・

普通コンクリート

軽量コンクリート

種別

適用箇所

混和剤

混和材

・

・

・

・

混和剤の種類

混和剤の種類

2.3t/m 程度

1種

図示(

・

・

標仕6.3.5( 1 )による

標仕6.3.5( 2 )による

使用部位(

)による

・

・

） ・ 2種 使用部位( ）

(6.15.3)(6.3.5)(6.4.8)

(6.11.1)(表6.11.1)

　・ 気乾単位容積質量

　・ 軽量コンクリート

目地
　・　ひび割れ誘発 ・ 図示による ・位置（腰壁　　　　　　）、形状,寸法（W15×D15@1800） (6.9.2)

　・ 暑中コンクリート

　・ 寒中コンクリート (6.12.1)

構造体強度補正値

適用期間

・（　　　　　）　・監督職員指示

※6N/mm2 ・（　　　　）

(6.8.2)

D19～D25

D10～D16

D10～D16

D19～D25

基礎、基礎梁

50×50×6φ 押えコンクリート

D10～D16

15

24 床、壁18

21 土間コンクリート18

　・　マスコンクリート

　・　無筋コンクリート

　・　高い強度のコンク

リート

　・　ひび割れ誘発目地

打継目地

　・　コンクリートの

仕上り

　・　打増し厚さ

(打放し仕上げ部)

　・　型枠

　・　コンクリートの

単位水量測定

セメントの種類

適用箇所

・

・

適用箇所　　

設計基準強度　　

スランプ

混和材料　

湿潤養生期間　　

型枠の存置期間　　

適用箇所

目地寸法

間隔・位置・形状

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種別

・

・

・

打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

せき板の材料及び厚さ

断熱材の兼用

ＭＣＲ工法用シート

スリーブの材種

実施要領

混和剤

混和剤

・

・

・

・

・

・

・

・

A種

B種

C種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

混和材の種類

混和剤の種類

18 (N/㎜ )

15cm

標仕6.15.3(b)(1)による

標仕6.15.3(b)(1)以外の混和材の使用　

標仕　表6.15.1による

標仕6.9.5による

図示(

標仕　表6.2.2による

20㎜

10㎜

合板（

行わない

行う

用いる

用いない

標仕6.9.3( i )(2)及び表6.9.1による

構造関係共通図（構造関係共通事項）

高炉セメントＢ種

普通ポルトランドセメントにJISA6206に適合する

コンクリート用高炉スラグ微粉末の4000を混合したもの

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

フライアッシュセメントB種

・

・

・

・

・

種類(

適用箇所(

打増し厚さ　

打増し範囲　

　構-4　施工方法等計画書関連等　コンクリートの単位水量測定による

JISA6206に適合するコンクリート用高炉スラグ微粉末の4000

JISA6204に適合するＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤

図示(

・

・

・

図示(

・

適 用 箇 所

12ｍｍ

20mm

図示(

18cm

)による

・

・

)による

標仕9.6.3による

図示(A-17,23

)による

・

)による

)

)

)による

・

）

・

・

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.14.1)

(6.15.3)

(6.15.7)

(6.15.8)

(6.9.2)(6.6.3)(9.6.3)

(6.2.5)(表6.2.2)

(6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.3)

(6.9.2)

(6.9.3)

(6.10.4)

・ 標仕6.14.1(d)以外の箇所

・ 標仕6.14.1(d)による箇所

・ 流動化コンクリート

ピット内、腰壁、軒先

・ 屋根押えコンクリート

基礎立上り

１Fスラブ下

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

23.07.

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 5

A3:-
23006 Ａ - 05

A1:-

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

村田 根橋
畑林

第307544号　　　　　海瀬　務
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歩　道

自転車置場

便所

駐車場

駐車場

車庫

隣　地

道　路

配置図(改修前）
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配置図（改修前）

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号　　管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男　

TEL 026(296)8300

設計者

氏　名

A3:1/500
23006 A-

A1:1/250

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録 丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

23.07村田
根橋
畑林

凡

例
06

プレハブ

倉庫（1）

既存プレハブ

倉庫（4）

発電機・タンク基礎　 既存アスファルト舗装撤去・処分　　　30.2㎡

600
30.2㎡

既存アスファルト舗装カッター入れ　 16.1ｍ

①発電機・タンク基礎

②キュービクル・受水槽基礎廻り

キュｰビクル・受水槽基礎　既存アスファルト舗装撤去・処分 217.0㎡
既存アスファルト舗装カッター入れ　 160.0ｍ

空調機器置場基礎　　　　 既存アスファルト舗装撤去・処分　　 159.0㎡
既存アスファルト舗装カッター入れ　 32.9ｍ

花壇コンクリート壁立上がり撤去・処分　 　　 L=15.0ｍ　H=350mm　t＝170㎜

⑤花壇立上がり撤去・処分

600

6
0
0

⑩既存プレハブ倉庫（1）,（2）,（3）撤去処分

階段下コンクリート壁立上がり撤去・処分　　　L= 2.3ｍ　H=750mm　t＝150㎜

※）　既存ブレハブ倉庫（4） の出入口箇所の反転は本工事外とする。

歩車道境界ブロック撤去・処分　a150㎜×b200㎜×c170㎜　L＝8.4ｍ

既存アスファルト

を示す。

1000

1000

178.0㎡

7150

電気配管埋設部　　　　 　既存アスファルト舗装撤去・処分　　 136.0㎡

既存アスファルト舗装カッター入れ　 210.0ｍ

⑦歩車道境界ブロック撤去・処分

1
0
0
0

1
0
0
0

③空調機器置場基礎
32.9㎡

④電気配管埋設部

⑧樹木撤去・処分　φ150　枝張1.0ｍ　高さ3.0ｍ

⑨樹木撤去・処分　φ400　枝張4.0ｍ　高さ2.5ｍ

樹木撤去・処分（伐根共）　φ400　枝張4.0ｍ　高7.0ｍ

136㎡

既存
プレハブ

倉庫（2）

既存
プレハブ

倉庫（3）

既存

電気

設備

電気

設備

機械

設備

工事

区分

電気

設備

撤去項目 ※数量は参考数量とする。

機械
設備
電気
設備

電気
設備

撤去項目 ※数量は参考数量とする。
工事

区分

舗装撤去・処分範囲

既存アスファルト

を示す。
舗装撤去・処分範囲

工事

区分

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

樹木撤去・処分（伐根共）　φ150　枝張1.0ｍ　高3.0ｍ⑧

⑨

電気
設備
電気
設備

トレンチ
ピット

既存プレハブ倉庫(1),(2),(3)撤去処分⑩ 機械
設備

第307544号　　　　　海瀬　務

kenchiku
テキストボックス
⑥階段下腰壁立上がり撤去・処分　
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道　路

丸子地域自治センター
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南棟

▲

丸子地域自治センター
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①発電機・タンク基礎
（新設)

7150

3
1
5
0

12500

4
1
0
0

③空調機器置場基礎
（新設)

既存プレハブ

倉庫（3）

②キュービクル
基礎

（新設)

④受水槽基礎
（新設)

2400 1350

配置図(改修後）

 発電機・タンク基礎（新設）　W7150㎜　×　D3150㎜　×  H875㎜（　外周フェンスA　H＝2.0ｍ　L＝20.0ｍ　）

改修項目

 キュービクル基礎　（新設）  W2400㎜　×　D7400㎜　×  H650㎜（　外周フェンスB　H＝2.0ｍ　L＝20.6ｍ　）

 空調機器置場基礎　（新設） W12500㎜　×　D4500㎜　×  H875㎜（　防音壁　H＝2.0ｍ　L＝20.1ｍ　）

 受水槽基礎　　　　（新設）　W2600㎜　×  D5160㎜　×  H550㎜（　外周フェンスB　H＝2.0ｍ　L＝31.0ｍ　）

 発電機・タンク基礎廻り

 アスファルト舗装復旧（表層アスファルト舗装、路盤共）　 8.7㎡

⑦キュービクル・受水槽基礎廻り

  アスファルト舗装復旧 112.0㎡

⑧空調機器置場基礎廻り

  アスファルト舗装復旧　12.3㎡

⑥発電機・タンク基礎廻り

  アスファルト舗装復旧　8.7㎡

 空調機器基礎廻り

 アスファルト舗装復旧（表層アスファルト舗装、路盤共）　12.3㎡

 キュービクル・受水槽基礎廻り

 アスファルト舗装復旧（表層アスファルト舗装、路盤共） 134.0㎡

アスファルト舗装復旧範囲

を示す。

 歩車道境界ブロック復旧　（新設）　a150㎜×b200㎜×c170㎜　L0.6m　×　2箇所　

1
2
0
0

4
8
0
0

4
5
0
0

  ⑤歩車道境界ブロック復旧　0.6ｍ

フェンスA

 電気配管埋設部

 アスファルト舗装復旧（表層アスファルト舗装のみ）　　 166.0㎡

 ※）アスファルト路盤工事は電気設備工事とする。

⑨電気配管埋設部

1000

1000

1
0
0
0

1
0
0
0

300

2600

2600

1350

6
0
0

5
1
6
0

                              W2600㎜　×  D4800㎜　×  H550㎜

                              コンクリート基礎立上がり　W600㎜　×　D1200㎜　×　H150㎜　×　6ヶ所 
                              H鋼（溶融亜鉛メッキ）　 　H200㎜　×　L6600㎜　×　4ヶ所 

                              コンクリート基礎立上がり　W600㎜　×　D1000㎜　×　H150㎜　×　2ヶ所 
                              H鋼（溶融亜鉛メッキ）　 　H200㎜　×　L2700㎜　×　2ヶ所 

                              コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜　×　3ヶ所 
                              コンクリート基礎立上がり　W900㎜  ×　 D750㎜　×　H150㎜　×　1ヶ所 

                              コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜　×　2ヶ所 
                              コンクリート基礎立上がり　W2050㎜ ×　 D1650㎜ ×　H150㎜　×　1ヶ所 

  アスファルト舗装復旧　136.0㎡

フェンスB

防音壁

※数量は参考数量とする。

電気設備（配線用開口）⑩

トレンチピット壁　斫り　1.0ｍ×1.0ｍ□　t200㎜

・電気配管後　　開口部　1.0ｍ×1.0ｍ□　t200㎜　防水モルタル埋め

　　　　　　　　ピット内側　シール（ポリウレタン系）t15㎜　4.0ｍ

　　　　　　　　ピット外側　塗膜防水　1.44m2

⑩トレンチピット壁開口 トレンチ
ピット

工事

区分

電気
設備

電気
設備

機械
設備

機械
設備

電気
設備

電気
設備

電気
設備

表層：密粒度アスファルト混合物

t＝50㎜
プライムコート

機械
設備

電気
設備

上層路盤：再生粒度調整砕石（RM-40)

t＝100㎜

下層路盤：再生砕石（RC-40)

t＝150㎜

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

電気
設備

6
2
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

直接仮設

工事区分　機械設備

【　外部　】

安全手摺　　　　　　枠組本足場
　　　　　　　　　　手摺先行方式　（2か月）　　 25.300ｍ

外部足場　　　　　　枠組本足場　手摺先行方式
　　　　　　　　　　W900　　　　　（2か月）　　945.080m2

外部足場　　　　　　脚立足場　　　　　　　　　 341.000m2

災害防止
垂直養生防炎シート　（2か月）　　　　　　　　　945.080m2

外壁改修
養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 597.800m2

外壁改修
墨出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  91.000m2

外壁改修
整理清掃後片付け　　　　　　　　　　　　　　　 599.000m2

【　内部　】

内部足場　　　　　　脚立足場　　　　　　　　　 682.300m2

机上シート養生　　　床面積　×　1.2　　　　　4,928.400m2

内部仕上足場　　　　簡易型移動式足場
　　　　　　　　　　4.0ｍ超5.0ｍ未満　　　　　 517.700m2

内部改修　個別改修　　　　　　　　　　　　　
養生                                         1,306.000m2

内部改修　個別改修
整理清掃後片付け　　　　　　　　　　　　　 　1,306.000m2
　　　　　　　　　　　　　

　　　

直接仮設

工事区分　電気設備

【　内部　】

内部足場　　　　　　脚立足場　　　　　　　　　  26.800m2

内部仕上足場　　　　簡易型移動式足場
　　　　　　　　　　5.0ｍ超5.7ｍ未満　　　　　 185.280m2

内部改修　個別改修　　　　　　　　　　　　　
養生                                           212.080m2

内部改修　個別改修
整理清掃後片付け　　　　　　　　　　　　　 　  212.080m2
　　　　　　　　　　　　　

　　　
                              コンクリート基礎立上がり　W500㎜　×　D6200㎜　×　H600㎜　×　2ヶ所 

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.
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工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

設計者

氏　名

建築改修特記仕様書 １
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設計者

氏　名

設計者

氏　名
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TEL 026(296)8300

23.07. 23006 06村田 根橋

丸子地域自治センター改修工事　南棟設備改修　電気設備工事

畑林

第307544号　　　　　海瀬　務

kenchiku
テキストボックス
０７

kenchiku
テキストボックス
配置図（改修後）



・化粧打放しコンクリートの増打しは、特記なき限り内外共 t=20 とする。

・外壁に面する鉄骨部及び鉄部は、特記なき限り溶融亜鉛メッキﾉ上フッ素樹脂塗装仕上とする。

・使用するステンレスはSUS304とする。

・天井見切縁は特記なき限り塩ビ製とする。

・ビニル床シートは全て溶接工法とし、接着剤はエポキシ系とする。

・床材（フローリング、ビニル床シート）は、竣工引渡し時にメーカー仕様に応じて樹脂ワックスを施す。

・普通合板、特殊合板、複合フローリングは、JASホルムアルデヒド放出量規定の F☆☆☆☆ を標準とする。

・構造用合板は放出量規定の F☆☆☆☆ 相当品を使用する。

・造作家具に使用する合板は F☆☆☆☆ を使用する。

・接着剤はホルムアルデヒドを含まないものを使用する。

・酢酸ビニル樹脂系接着剤はエマルジョンタイプを使用する。

・壁紙に使用するでん粉系接着剤はホルムアルデヒドを含まないものとする。

・ビニルクロスは壁装材料協会のISM規格相当品を使用する。
・★・・・・アスベスト（ｸﾘｿﾀｲﾙ・ｱﾓｻｲﾄ等）含有建材（特記無き限りレベル3建材）示す。(レベル1建材はＡ-77図による)

※他、別紙アスベスト調査報告書による

・床仕上が異なる部分には、床仕上見切材　ステンレス目地枠　4×10 を施す。

　

　

　

　

　

1　特記以外の木部、鉄面、亜鉛めっき面の各見えがかりは、内外ともＳＯＰ塗りとする。ただし、和室まわりの木部は塗装なしとする。

2　略号は下表による。

外　部　仕　上　げ

共通事項

外 壁 建 具 その他

Ｗ：木造下地 　　ＰＦ：ポリスチレンフォーム床下地（床下地のみ）

ＳＦ：鋼製根太組下地　M：モルタル金ゴテ

Ｃ：コンクリート下地、コンクリートブロック下地、ALC下地、押出成型セメント板下地

Ｓ：軽量鉄骨下地　鋼製床組み下地

下地の区分欄の

略号

塩化ビニル樹脂エナメル塗り

エマルション系樹脂プラスター風仕上げ

アクリルゴムエマルション（防水型外装薄塗材Ｅ）

エポキシ樹脂系塗材

アルミニウムペイント塗り

焼付アクリルエナメル塗り

エポキシ系焼付塗料塗

合成樹脂調合ペイント塗り

２液型ポリウレタンエナメル塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り

アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

アクリル樹脂ワニス塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

クリヤーラッカー塗り

多彩模様塗料塗り

オイルステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

ＳＴ スチール

メラミン化粧板

発泡ポリスチレン板

アルミ

ＦＰ

ＭＰ

ＡＬ

フッ素塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼鈑

ステンレススチール

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼鈑

ＳＵＳ

Ｘ－ＢＥ

VE

ＡＧＥ

PLT-1

ＡＬＰ

Ａ－ＢＥ

ＥＳＰ

ＥＰ-Ｍ

ＯＳ

ＵＣ

［（　）の記載がない場合はコンクリート打ちのままとする］

仕上げ材等

壁、天井：コンクリート打放し（種別）

軽量コンクリート

プレキャストコンクリート

コンクリートブロック積み

ＬＣ

ＰＣ

ＣＢ

床：共仕表6.2.4による

略　　号

ＲＣ（　）
ＣＬ

ＥＰ-Ｔ

ＥＰ-Ｇ

2-ＦＵＥ

ＡＣ

ＥＰ

ＮＡＤ

2-ＵＥ

ＡＥ

ＦＥ

ＳＯＰ

略　　号 仕上げ材等

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(屋内水系)塗料塗りEP-G(水系)

2液形アクリルシリコン樹脂エナメル塗り2-ＡＳＥ

ＰＦ板

ケイカル板（Ｐ）

ＧＷ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ケイカル板

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－D（木目）

ＧＢ－NC

グラスウールガラスクロス張り

押出法ポリスチレンフォーム保温板

ロックウール化粧吸音板（フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（凹凸タイプ）

吸音用穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板

けい酸カルシウム板（タイプ２）

不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

シージングせっこうボード

化粧せっこうボード（木目）

ＧＢ－Ｒ

ＷＢ

ＶＢ

TＴ

せっこうボード

木製幅木

ビニル幅木

ビニル床タイル(半硬質)

ビニル床シート

ＲＷ ロックウールガラスクロス張り

ＧＢ－Ｆ 強化せっこうボード

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）ＧＢ－NC（T）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：凹凸タイプ）ＤＲ（軒天凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＶＴ（Ｅ） 帯電防止ビニル床タイル

ＣＴＳ ビニル床タイル(軟質)

H T ホモジニアスビニル床タイル

ＧＢ－D 化粧せっこうボード

天井廻縁　ビニール製Ｖ

内装材については、下表の国土交通大臣認定材料を使用する。

NM-0079ビニル壁紙(不燃） （下地不燃）

区分 材料名区分 認定番号材料名

NM-1864

NM-8619 QM-9828

NM-8585

NM-8578

NM-8599ロックウール吸音板　t=9.0

塗料塗装：EP・VE・SOP・NAD（下地不燃）

繊維混入ケイ酸カルシウム板　t=5以上

せっこうボード（GB-R）　t=9.5せっこうボード（GB-R）　t=12.5

不燃
化粧せっこうボード（GB-D）　t=9.5

内装材料について

認定番号

QM-0524

難燃

ビニル壁紙(不燃） （下地準不燃） QM-0384
材料

準不燃

材料

材料

化粧せっこうボード（GB-D）　t=9.5

塗料塗装：EP・VE・SOP・NAD（下地準不燃） QM-9816

NM-8572内装薄塗材E

QM-9812内装薄塗材E

そ　の　他

・現場塗装では有機溶剤を使用しないエマルジョンタイプを選択する。

材　料　表

　品　質 ・ 規　格　　部　位種別 　名　称 　形状 ・ 寸法 備　　考　　（参考（程度を示す。））

※備考欄のメーカー、商品名は程度を示し、同等以上とする。

軒　天 屋根・バルコニー

床内装 FS(A)

床

外部スチール表わし部

手摺、タラップ

下地調整の上、DP

ｔ＝2.0

床

TT(A) ｔ＝2.0

東リ フロアリウム 同等品（特記無きはプレーン模様）複層ビニル床シート

ビニル床タイル(半硬質)

壁 掲示用クロス サンゲツ 掲示板クロス 同等品

東リ マチコＶ　同等品

根廻り 竪　樋

下地調整の上、アルミサッシ 建具廻りシーリング打替え

FＳ

Ｗ

木材保護塗料塗り（着色）ＷＰ

ＷＰ－Ｃ 木材保護塗料塗り（クリヤー）

東リ ストレイン　同等品

天井廻縁　木製

床

ｔ＝3.0

外部 外壁-1

水系無機有機複合塗装仕上

可とう系改修塗材RE+
ゆず肌ローラー仕上げ キクスイ：ソフトリカバリーエポ+無機ガード 同等品

スチール手摺

竪樋
DP

下地調整（RB種）の上、 キクスイ：DPM-1 同等品

外壁

屋根-1陸屋根1 下地調整の上、断熱材（B)t=30 t=2.0内外

下地調整の上、

耐候性塗料DP-1

塩ビシート防水（非歩行） 機械的固定工法

田島ルーフィング：ﾋﾞｭｰﾄｯﾌﾟ防水

VT-U815CC　同等品

TT(B) ビニル床タイル(半硬質)

TCP(A)

TCP(B)

TCP(C)

タイルカーペット

タイルカーペット

タイルカーペット

ｔ＝6.5

東リ ＧＡ400　同等品

東リ コレンテＶ「ＧＸ-9300Ｖ」　同等品

ｔ＝6.5

ｔ＝6.5 東リ ＧＡ100Ｗ　同等品

撥水剤塗布

下地調整の上、

DP

(バルコニー )

ケイカル板ｔ=6.0

目透し張りの上ＥＰ

(外部階段段裏 )

(通用口 )

(庇)

既存天井

下地調整（ＲＢ種）の上、

ケイカル板ｔ=6.0

目透し張りの上ＥＰ

既存天井

下地調整の上、外壁-1

（陸屋根2）

（陸屋根1）

既存防水層の上、屋根-1

笠木：天端補修の上、

アスファルト防水

保護コンクリート

（陸屋根3~5）

シート防水

アスファルトルーフング

増貼りの上、アルミ笠木

（下屋屋根）

板金防水

笠木：プレコン笠木の上、

　　　アルミ笠木

笠木：プレコン笠木

笠木：天端補修の上、

アスファルトルーフング
増貼りの上、アルミ笠木

コンクリート打放し

外壁-1

断熱材 断熱材（Ａ）

断熱材（Ｂ）

現場発泡ウレタン吹付け ｔ＝30　・25

ｔ＝30硬質ポリスチレンフォーム

（下屋渡り廊下部）

鉄骨組みの上

折板葺き

a.耐火・防火

延床＞1000㎡→防火壁必要→ただし書き（1号）を適用→耐火建築物

●建築基準法

確認項目

○防火壁（法26）

○直通階段の設置（令120条） 歩行距離：50ｍ以下（採光無窓の居室は30ｍ以下）（居室及び避難経路の内装を準不燃材料で上記に＋10ｍ）

○2以上の直通階段の設置（令121条）

○廊下の幅（令119条） 片側居室：1.2ｍ、両側居室：1.6ｍ（3室以下の専用のものを除く）

○階段から屋外への出口までの歩行距離（令125条）

○敷地内の通路（令128条） 幅員1.5ｍ以上の通路（避難階の出口から道路に通じる部分）

○非常用の進入口（令126条の6）

２階の居室面積の合計＞400㎡　重複区間の長さ≦25ｍ（内装準不燃で30ｍ）

50ｍ以下（居室及び避難経路の内装を準不燃材料で上記に＋10ｍ）

○居室の各部分から屋外への出口までの歩行距離（令125条） 100ｍ以下（居室及び避難経路の内装を準不燃材料で120ｍ）

○耐火建築物（法27） 用途（事務所）が特殊建築物に該当しない

○防火区画（令112条）

・面積区画（令112-1）

・竪穴区画（令112-9）

1500㎡区画（令115の2の2-1-1：準耐火構造の床、壁又は特定防火設備）

b.避難

○適用の範囲（令117条） 延床＞1000㎡で適用

○非常用照明（令126条の4、告示1411号） 延床＞1000㎡で適用（居室及び廊下、階段その他の通路）

c.排煙

①500㎡以内ごとに防煙壁で区画　排煙上有効な開口部により改修範囲は自然排煙にて適合　　　　　　○排煙設備の構造（令126条の3）

d.内装制限

排煙無窓居室（床面積≧50㎡）：当該居室及び地上に通ずる廊下・階段の壁、天井の仕上げを準不燃材料

○内装制限（令129条） 居室：難燃、通路・階段等：準不燃　　火気使用室　：壁、天井の仕上げを準不燃材料　　　　 　

e.一般構造

○居室の天井高さ（令21条） 2.1ｍ以上

○階段（令23条） 階段及び踊り場の幅：1200以上、蹴上げ：200以下、踏面：240以上

○居室の採光（法28条-1）(令116条の2)

○居室の換気（法28条-2） 床面積×1/20 　　　　 　

○シックハウス（法28条の2） 内装仕上げ：F☆☆☆☆又は規制対象外を使用、24時間換気：換気回数0.3回/時以上の換気設備を設置

天井裏の措置：F☆☆☆☆又は規制対象外を使用（法28条の2、令20条の8）

●消防法

○無窓階判定 無窓階判定→各階有窓階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現行法適合ＥＶ改修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●上田市景観計画

法 規 チ ェ ッ ク リ ス ト

床面積×1/20 　　　　

区域区分：市街地

ＥＰ

※下記事項は共通とし、特に表示がなくとも適用する。

ただし、これと異なる表示のある場合を除く。

※ビニル壁紙使用で内装制限にて不燃要求ある場合は、不燃下地（金属を除く）の上、不燃認定のあるビニル壁紙を使用する

こと。

※法28条の２ 居室における化学物質の発散に対する衛生上の措置，仕上材，接着材，塗材，

家具，カウンター他全て　規制対象外又はF☆☆☆☆の物を使用する。

代替進入口　@10m　有効750×1200（FL+1200以下）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仕上表（1）

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

設計者

氏　名

23006 A-ー

設計者

氏　名

設計者

氏　名

１級建築士登録 丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

23.07村田
根橋
畑林

凡

例
08

：ハッチング部は本工事対象外とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第307544号　　　　　海瀬　務



備　　考天　井下地

改　修　後　内　部　仕　上　げ

壁下地幅木（腰）下地床下地室　名階

１階

M 既存下地調整の上、ＥＰ S
磁器質タイル貼り

既存下地調整（ＲＢ種）の上、ＥＰVB H＝60M

エントランスホール

M M磁器質タイル貼り

風除室

市民サービス課

福祉障がい子育て・介護保険

タイル貼り

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

C

M

C

VB H＝60

絵本コーナー

下地調整の上、ＴＴ（Ｂ）M

M 下地調整の上、ＴＣＰ（Ａ）

M

M VB H＝60

受付カウンター（別途工事）

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

ＳＵＳ床見切り

VB H＝60下地調整の上、ＴＴ（Ｂ）M M
受付カウンター（別途工事）

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ
市民サービス課

上下水道課

S

S

S

ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

ＧＢ-Ｒt=9.5の上、

ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

S

タイル貼りM

C

C

バーチカルブラインド ブラインドBOX共

バーチカルブラインド ブラインドBOX共

S

S

C

GB-Rt=12.5+9.5の上、EP

待合ホール

VB H＝60M
M 既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

GB-Rt=12.5+9.5上、EP
S ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

バーチカルブラインド ブラインドBOX共

S

休憩スペース

VB H＝60M S ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

C

展示用カウンター（集成材天板）

打合せ兼相談室

VB H＝60下地調整の上、ＦＳ（Ａ）M
M

S
ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

防煙垂れ壁　（既存再取り付け）

防煙垂れ壁　（既存再取り付け）

相談室1・2

M 既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ S ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9C

壁付けアクリル案内板　（既存再取り付け）

バーチカルブラインド 一部ブラインドBOX共（相談室１のみ）

男子更衣室

倉庫・書庫等

VB H＝60
Ⅰ期工事のまま(各設備取合部塗装補修)

一部：GB-Rt=12.5+9.5上、EP

耐震ブレース

耐震ブレース

耐震壁

耐震ブレース

金庫

台帳庫

重要書庫

宿直室

庁務員室

M M M Sプラスター中塗り　新京壁タタミ 杉柾化粧PB　目透かし貼り

M

タタミ寄せ

塩ビタイル M VB H＝60 Ｃ S GB-Rt=9 目透し貼りの上VP
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

VP塗装

サーバー室

OA タイルカーペット M 100角半磁器色タイル貼り S フレキシブルボードt=4目透し貼りM VB H＝60

湯沸室 M

注意喚起・誘導点字樹脂シート、耐震壁、耐震ブレース

耐震壁

耐震壁

耐震壁

M
VB H＝60

S

S
S

S

M

S

S

タイル貼り

GB-Rt=12.5+9.5上、EPS

C

タイル貼り

GB-Rt=12.5+9.5上、EPS

C

VB H＝60
M

S

VB H＝60S

GB-Rt=12.5+9.5の上、EP

GB-Rt=12.5+9.5上、EPS

M
GB-Rt=12.5+化粧ケイカルt=6

S
S ＧＢ-Dt=9.5

S

流し台、吊戸棚

多目的便所

脱衣室

シャワー室

M モザイクタイル貼り M 100角半磁器色タイル貼り S フレキシブルボードt=4目透し貼り

M モザイクタイル貼り M 100角半磁器色タイル貼り S フレキシブルボードt=4目透し貼り

M モザイクパーケードフロア M ラワン合板t=20 OP H=60 M モルタル金ゴテVP塗装 S フレキシブルボードt=4目透し貼り

壁同材

壁同材

2階
建設課・産業観光課

依田川沿岸土地改良区

M 塩ビタイル M VB H＝60 S GB-Rt=9の上 DRt＝9Ｃ
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装

下地調整の上、TＴ（Ａ）M S VB H＝60
GB-Rt=12.5+9.5上、EP

S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

湯沸室

書庫

踏込
M ヒノキt＝20　H=60

M モルタル金ゴテVP塗装
S

GB-Rt=12の上 布貼り

GB-Rt=9の上 DRt＝9一部100角色タイル
M

FT

一部ヒノキ縁甲板貼りt＝15 CL

M 塩ビタイル M ＷＢ　H=60 S GB-Dt=9.5(木目)GB-Rt=12.5+9.5上、EPS
可動書架(既存）　

バーチカルブラインド（BOX共）

バーチカルブラインド（BOX共）

防煙垂れ壁　（既存再取り付け）

防煙垂れ壁　（既存再取り付け）

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

ＳＵＳ靴拭き（既存のまま）

VB H＝60

磁器質タイル貼り

不燃化粧シート貼り

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　TT(B)

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　TT(B)

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　TT(B)

下地調整の上、ＴＴ（Ｂ）

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　TT(B)

下地調整の上、ＴＴ（Ｂ）

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　TT(B)

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　FS(A)

下地調整の上、ＦＳ（Ａ）

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　FS(A)

M 塩ビタイル M VB H＝60 Ｃ S GB-Rt=9.5 EP
既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

乾式二重床下地、合板ｔ=12+12　FS(A)

注意喚起・誘導点字樹脂シート

（北側・南側）

M プラスター中塗り　ジュラク下地調整の上、TＴ（Ａ）M

既存柱型：下地調整の上、EP

（内装仕上げ材：不燃材） （内装仕上げ材：不燃材）

（内装仕上げ材：不燃材※下地仕上共）

（内装仕上げ材：不燃材※下地仕上共））

M 塩ビタイル M VB H＝60 Ｃ S GB-Rt=9 目透し貼りの上VP
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装

M 塩ビタイル M VB H＝60 Ｃ S GB-Rt=9 目透し貼りの上VP
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装

自動販売機×2台　（既存利用、内1台は新設(別途)）

備　　考天　井下地壁下地幅木（腰）下地床下地室　名階

4階

2階

3階

共通

M 絨毯敷き M 堅木練付t＝20　CL M 練付ベニヤ貼り　CL GB-Rt=9.5の上DRt=9S

M 絨毯敷き M
PCコート

M GB-Rt=9.5の上DRt=9S
一部GB-Rt=15の上PCコート

堅木練付t＝20　CL

M 塩ビタイル M M GB-Rt=9の上DRt=9SGB-Rt=15の上ハマウッド貼り堅木練付t＝20　CL

M 絨毯敷き M M GB-Rt=15の上布貼りS堅木練付t＝20　CL GB-Rt=15の上布貼り

M 塩ビタイル M VB H＝60 M Ｓ

M 絨毯敷き M S堅木練付t＝20　CL M GB-Rt=15の上ハマウッド貼り GB-Rt=9の上DRt=9

M 長尺塩ビシート M CVB H=60 M
VP 段裏　コンクリート打放しの上

一部ハンドウールコテの上　VP ミクライト吹付

S
GB-Rt=12　目透し貼りの上VP

M 塩ビタイル M 100角半磁器色タイル貼り S ケイカル板t=6　EP

M モザイクタイル貼り M 100角半磁器色タイル貼り S GB-Dt=9.5

GB-Rt=15の上VP

柱型：モルタル下地の上VP
GB-Rt=9の上DRt=9

壁同材

壁同材

M

M

A階段

湯沸室

上田地域広域連合

事務局長室

廊下

講堂

男子便所

議場

傍聴者席

認定審査会場

総務課

介護障がい審査課

企画課

第1会議室

(1･3･4階)

上田地域広域連合

(4階)

M M VB H＝60 GB-Rt=9の上DRt=9S
GB-Rt=15の上VP

柱型：モルタル下地の上VP
塩ビタイル第2会議室

第3会議室

第5会議室

資料室

更衣室

印刷室

地籍調査作業室

倉庫

第6会議室

M M VB H＝60 GB-Rt=9の上 DRt＝9塩ビタイル C
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装
S

M M VB H＝60 GB-Rt=9 目透し貼りの上VP塩ビタイル C
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装
S

M 塩ビタイル M VB H＝60 C GB-Rt=9 目透し貼りの上VPS

M M VB H＝60 GB-Dt=9.5

モルタル金ゴテVP塗装 バーチカルブラインド(BOX共)

塩ビタイル C

スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

S

下地調整の上、TＴ（Ａ）M S VB H＝60 GB-Rt=12.5+9.5上、EPS

既存下地調整の上、TＴ（Ａ）M

M M VB H＝60 GB-Rt=9の上 DRt＝9塩ビタイル C
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装
S

バーチカルブラインドBOX共

下地調整の上、TＴ（Ａ）M S VB H＝60
GB-Rt=12.5+9.5上、EP

S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

地域振興課

(財)上田地域振興事業団

第1会議室

市民室

市長室

総務企画課

GB-Rt=9の上DRt=9SM 塩ビタイル M VB H＝60 C
スタイロフォームt=20打込　GB-Rt=15の上VP

モルタル金ゴテVP塗装 カーテン、BOX共

下地調整の上、TＴ（Ａ）M S VB H＝60 S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

M 絨毯敷き M 堅木練付t＝20　CL C GB-Rt=15の上布張り S GB-Rt=9の上DRt=9
カーテン、BOX共

既存下地調整の上、ＴＣＰ（Ｃ）M S WB H＝60 S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

M 絨毯敷き M 堅木練付t＝20　CL C GB-Rt=15の上布張り S GB-Rt=9の上DRt=9
カーテン、BOX共

既存下地調整の上、ＴＣＰ（Ｃ）M S
GB-Rt=12.5+9.5上、クロス貼

S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

M 絨毯敷き M 堅木練付t＝20　CL C S GB-Rt=9の上DRt=9
カーテン、BOX共

既存下地調整の上、ＴＣＰ（Ｃ）M S S S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

更衣室

資料室

休憩室

第4会議室

M M VB H＝60 GB-Rt=9 目透し貼りの上VPSC
GB-Rt=15の上VP

柱型：モルタル下地の上VP

M M VB H＝60 GB-Rt=9 目透し貼りの上VPSC
GB-Rt=15の上VP

柱型：モルタル下地の上VP

M 杉柾化粧PBt＝9　目透し貼りSC
プラスター中塗り　ジュラク

M M VB H＝60 GB-Rt=9の上DRt=9S
GB-Rt=15の上VP

柱型：モルタル下地の上VP
塩ビタイル

塩ビタイル

塩ビタイル

塩ビタイル
GB-Rt=15の上VP

S

既存下地調整の上、TＴ（Ａ）M

既存下地調整の上、TＴ（Ａ）M S VB H＝200

M VB H＝60

S VB H＝60 GB-Rt=12.5+9.5上、EPS S GB-Rt=9.5の上 DRt＝9

C

GB-Rt=12.5+9.5上、EP GB-D（木目）t=9.5

バーチカルブラインドBOX共

M VB H＝60

バーチカルブラインド(BOX共)既存柱型：下地調整の上、EP

耐震壁：打ち放し補修の上、EP

既存柱型：下地調整の上、EP

既存柱型：下地調整の上、EP

GB-Rt=12.5+9.5上、EP

既存柱型：下地調整の上、EP

WB H＝60

WB H＝60
柱型：下地調整の上、クロス貼

GB-Rt=12.5+9.5上、クロス貼

柱型：下地調整の上、クロス貼

GB-Rt=15の上布張り

GB-Rt=12.5+9.5上、クロス貼

柱型：下地調整の上、クロス貼

バーチカルブラインドBOX共

倉庫

木組床下地、塩ビタイル
M

乾式二重床+合板ｔ＝12+12の上、TT（A）M

M VB H＝60

VB H＝60S

スタイロフォームt=20打込　有孔ボードt=15

有孔ボードt=15
C

GB-Rt=12.5+9.5上、EP

GB-Rt=9の上DRt=9S

GB-Rt=9.5の上DRt=9SS

バーチカルブラインドBOX共

自治センター長室

女子便所

M M磁器質タイル貼り タイル貼り

既存吹付タイル、下地調整の上、ＥＰ

M

C

ＳＵＳ床見切り
S ＧＢ-Ｒt=9.5+ＤＲｔ＝9

壁付けアクリル案内板　（既存再取り付け）VB H＝60

磁器質タイル貼り

注意喚起・誘導点字樹脂シート
エレベーターホール

(1～4階)

仕上表（2）

1.

2.

4.

3.

訂正

5.

7.

6.

図面番号JOB　No,

工事名

図面名

縮尺設計完了日

担当者

承　認 設計体制及び検査

設計担当責任者検査員 担当者

長野市柳原2360番地4

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

第208750号管理建築士　１級建築士登録

〒381-0012

関口浪男

TEL 026(296)8300

設計者

氏　名

23006 A-ー

設計者

氏　名

設計者

氏　名

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

23.07村田

凡

例
09

：ハッチング部は本工事対象外とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★ ：アベスト含有建材（特記無き限りレベル３建材）とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※注１）令和元年度耐震化事業のアスベスト調査報告書による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※注２）１階天井材については耐震化事業　耐震・内外部等改修工事時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　にアスベスト含有建材撤去済み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

根橋
畑林

塩ビタイル
ＧＢ-ＮＣt=9.5

１級建築士登録

第307544号　　　　　海瀬　務



A

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

2
4
0
0
0

7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

60000

防煙垂壁

防煙タレ壁

防煙区画

防煙区画

男子更衣室

書庫倉庫等

宿直室

湯沸室

B階段

待合ホール

台帳庫金庫

多目的便所

脱衣室

ｼｬﾜｰ室

エレベーター
ホール

DS

DS
PS

エントランスホール

風除室

A階段

庁務員室

風除室

EPS

市民サービス課

市民サービス課

福祉・障がい・子育て

相談室2相談室1

男子便所

女子便所

介護保険

重要書庫

打合せ兼相談室

休憩ｽﾍﾟｰｽ

相談ブース

サーバー室

通用口

中廊下

上下水道課

絵本コーナー

押入

受付

KS

EPG

EPG

EPG

EPG

EP

EP

不燃化粧ｼｰﾄのみ貼替

GB-Rt=9.5+DRt=9.0

GB-NC=9.5(不燃)

天井撤去・復旧範囲　凡例

GB-Dt=9.5(木目)

GB-Rt=9.5 EP（EP塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 目透し張り EPG（EPG塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 不燃化粧ｼｰﾄ貼り

フレキシブルボードt=4 目透し張り EPG

ケイカル板t=6 EP

ケイカル板t=6 目透し張り EPG

EP

EPG

KS

撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号

切断 新規

１枚毎 再利用

１枚毎

切断

注記1.塗装仕上の天井材再利用はタッチアップ共とする

　　2.不燃化粧ｼｰﾄは全面貼替えとする

新規

【設備天井開口補強】

310×310

390×390

1ヶ所

3ヶ所

例

凡

根橋村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務

氏　名

設計者

氏　名

設計者

A1:1/100
A-23006

A3:1/200

氏　名

設計者

23.07

TEL 026(296)8300

関口浪男

〒381-0012

管理建築士　１級建築士登録 第208750号

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認

担当者

設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号

6.

7.

5.

訂正

3.

4.

2.

1.

1階天井伏図（改修後）

10

面積

402.0㎡

29.3㎡

11.6㎡

14.8㎡

31.3㎡

11.7㎡

面積

　0.0㎡

17.0㎡

　0.0㎡

610×560 5ヶ所

700×625 4ヶ所

910×910 13ヶ所

1060×670 6ヶ所

1620×670 5ヶ所

【天井点検口】

600×600 21ヶ所

1060×760 1ヶ所

EPG

EPG

EPG

防煙垂壁
H＝500㎜

②

H＝500㎜

①

①防煙垂壁　H＝500㎜　L＝1.0m　撤去・再取付

②防煙垂壁　H＝500㎜　L＝1.6m　撤去・再取付

カッター
目地

685ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

新規

新規

１枚毎

１枚毎

１枚毎

１枚毎

EPG

１枚毎

新規

新規

※数量は参考数量とする。

カッター
目地

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

※２重貼り部分は、下地材、仕上げ材の接続部ずれを想定して

　実際の数量の1.2倍を参考数量としている。 新規

新規

　　3.バルコニー軒天は、清掃の上、再塗装　EPG　7.3㎡
※既存の野縁・吊ボルトは基本的に再利用とする。

畑林

工事区分：機械設備

工事区分：機械設備
工事区分：機械設備

バルコニー
★



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A

B

C

D

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

2
4
0
0
0

7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

60000

防煙タレカベ

スクリーン

スチールシャッター

EPS

第6会議室第5会議室倉庫倉庫更衣室

PS

湯沸室

バルコニー

A階段

PS
DS

DS

ホール
エレベーター

湯沸室

B階段

地籍調査作業室

書庫

産業観光課建設課

資料室 資料室

印刷室

男子便所

女子便所

更衣室

EPG EPG EPG EPG EPG

EPGEPG

EPG EPG

例

凡

村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

氏　名

設計者

氏　名

設計者

A1:1/100
A-23006

A3:1/200

氏　名

設計者

23.07

TEL 026(296)8300

関口浪男

〒381-0012

管理建築士　１級建築士登録 第208750号

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認

担当者

設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号

6.

7.

5.

訂正

3.

4.

2.

1.

2階天井伏図（改修後）

11

【設備天井開口補強】

390×390

610×560 8ヶ所

1ヶ所

910×910

1370×760

【天井点検口】

600×600 15ヶ所16ヶ所

3ヶ所
GB-Rt=9.5+DRt=9.0

GB-NC=9.5(不燃)

天井撤去・復旧範囲　凡例

GB-Dt=9.5(木目)

GB-Rt=9.5 EP（EP塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 目透し張り EPG（EPG塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 不燃化粧ｼｰﾄ貼り

フレキシブルボードt=4 目透し張り EPG

ケイカル板t=6 EP

ケイカル板t=6 目透し張り EPG

EP

EPG

KS

撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号

切断 新規

１枚毎 再利用

１枚毎

切断

注記1.塗装仕上の天井材再利用はタッチアップ共とする

　　2.不燃化粧ｼｰﾄは全面貼替えとする

新規

面積

172.0㎡

11.4㎡

24.8㎡

0.0㎡

64.1㎡

面積

　0.0㎡

カッター
目地

376ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

新規

新規

１枚毎

１枚毎

１枚毎

１枚毎

EPG

１枚毎

新規

新規

※数量は参考数量とする。

カッター
目地

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0㎡

　0.0㎡

※２重貼り部分は、下地材、仕上げ材の接続部ずれを想定して

　実際の数量の1.2倍を参考数量としている。
新規

新規

踏込み

★ ★

★ ★

★ ★

※既存の野縁・吊ボルトは基本的に再利用とする。

※★の居室・室の天井材はアスベスト含有建材(レベル3建材）。 　　3.バルコニー軒天は、清掃の上、再塗装　EPG　165㎡（撤去・復旧数量共）

根橋

畑林

工事区分：機械設備 工事区分：機械設備
工事区分：機械設備

　29.8㎡

バルコニー
★

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務



スクリーン

スクリーンボックス
1800×200

スチールパーテーション

防煙垂壁

スチール
パーテーション

スクリーンボックス
1800×200

スチールパーテーション

スライディングドア

防煙区画

防煙区画

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

60006000

60006000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

6000

1
7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

60000

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

B階段

湯沸室

エレベーター
ホール

DS

DS
PS

A階段

バルコニー

湯沸室

PS

休憩室

更衣室

バルコニー

EPS

自治センター長室市長室

市民室

第１会議室

倉庫

第３会議室第２会議室
資料室

第４会議室

地域振興課 （財）上田地域振興事業団

倉庫

コピー

男子便所

女子便所

例

凡

村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

氏　名

設計者

氏　名

設計者

A1:1/100
A-23006

A3:1/200

氏　名

設計者

23.07

TEL 026(296)8300

関口浪男

〒381-0012

管理建築士　１級建築士登録 第208750号

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認

担当者

設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号

6.

7.

5.

訂正

3.

4.

2.

1.

3階天井伏図（改修後）

12

【天井点検口】

600×600 12ヶ所

EPG EPG EPG

EPG EPG

【設備天井開口補強】

255×255

310×310

2ヶ所

1ヶ所

390×390 3ヶ所

610×560 11ヶ所

700×625 1ヶ所

15ヶ所

1370×760 1ヶ所

1060×670 1ヶ所

910×910

GB-Rt=9.5+DRt=9.0

GB-NC=9.5(不燃)

天井撤去・復旧範囲　凡例

GB-Dt=9.5(木目)

GB-Rt=9.5 EP（EP塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 目透し張り EPG（EPG塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 不燃化粧ｼｰﾄ貼り

フレキシブルボードt=4 目透し張り EPG

ケイカル板t=6 EP

ケイカル板t=6 目透し張り EPG

EP

EPG

KS

撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号

切断 新規

１枚毎 再利用

１枚毎

切断

注記1.塗装仕上の天井材再利用はタッチアップ共とする

　　2.不燃化粧ｼｰﾄは全面貼替えとする

新規

面積

286.0㎡

9.6㎡

10.5㎡

0.0㎡

20.9㎡

面積

　10.2㎡

カッター
目地

532ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

新規

新規

１枚毎

１枚毎

１枚毎

１枚毎

EPG

１枚毎

新規

新規

※数量は参考数量とする。

カッター
目地

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0㎡

　0.0㎡

①

H＝300㎜

②
スチールパーティション

①防煙垂壁　H＝300㎜　L＝4.0m　撤去・再取付

②スチールパーテーション　H＝2.6m　L＝5.25m　再取付

新規

新規

0.0ｍ

※２重貼り部分は、下地材、仕上げ材の接続部ずれを想定して

　実際の数量の1.2倍を参考数量としている。

※既存の野縁・吊ボルトは基本的に再利用とする。

※★の居室・室の天井材はアスベスト含有建材(レベル3建材）。 　　3.バルコニー軒天は、清掃の上、再塗装　EPG　163㎡(撤去・復旧数量共）

根橋

畑林

★

★

★
★ ★ ★

総務企画課
★

★ ★ ★

工事区分：機械設備

工事区分：機械設備
工事区分：機械設備

　33.7㎡

バルコニー
★

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務



A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 60006000

1
7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

60006000 6000

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

EPS

バルコニー

廊下

傍聴者ロビー廊　下

議場

PS

A階段

PS
DS

DS

ホール
エレベーター

湯沸室

B階段

講堂

上田地域広域連合
上田地域広域連合

上田地域広域連合 第1会議室

認定審査会場

介護障がい審査課
総務課

事務局長室

企画課

男子便所

女子便所

傍聴者席

例

凡

根橋村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

氏　名

設計者

氏　名

設計者

A1:1/100
A-23006

A3:1/200

氏　名

設計者

23.07

TEL 026(296)8300

関口浪男

〒381-0012

管理建築士　１級建築士登録 第208750号

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認

担当者

設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号

6.

7.

5.

訂正

3.

4.

2.

1.

4階天井伏図（改修後）

13

【天井点検口】

600×600 1ヶ所

NB

GB-Rt=9.5+DRt=9.0

GB-NC=9.5(不燃)

天井撤去・復旧範囲　凡例

GB-Dt=9.5(木目)

GB-Rt=9.5 EP（EP塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 目透し張り EPG（EPG塗装のみ新規）

GB-Rt=9.5 不燃化粧ｼｰﾄ貼り

フレキシブルボードt=4 目透し張り EPG

ケイカル板t=6 EP

ケイカル板t=6 目透し張り EPGEP

EPG

KS

撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号撤去仕上（撤去・復旧同等材） 復旧記号

切断 新規

１枚毎 再利用 １枚毎

切断

注記1.塗装仕上の天井材再利用はタッチアップ共とする

　　2.不燃化粧ｼｰﾄは全面貼替えとする

新規

面積

56.5㎡

9.6㎡

0.0㎡

面積

　4.8㎡

カッター
目地

121.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0ｍ

新規

再利用

再利用

新規

１枚毎

１枚毎

１枚毎

１枚毎

EPG

１枚毎

新規

新規

※数量は参考数量とする。

カッター
目地

0.0ｍ

0.0ｍ

0.0㎡

0.0㎡

0.0㎡

　0.0㎡

　8.0㎡0.0ｍ新規１枚毎GB-Rt=15.0 布貼りNB

0.0ｍ

畑林

※２重貼り部分は、下地材、仕上げ材の接続部ずれを想定して

　実際の数量の1.2倍を参考数量としている。

※既存の野縁・吊ボルトは基本的に再利用とする。

※★の居室・室の天井材はアスベスト含有建材(レベル3建材）。

★

★
★

★

★

★

★

★

　　3.バルコニー軒天は、清掃の上、再塗装　EPG　168㎡

工事区分：機械設備 工事区分：機械設備

　0.0㎡

バルコニー
★

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務



A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

UP DN

φ100横引型RD

φ100竪型RD

空調機械室

　開口廻り発泡ウレタンt25㎜吹付

UP

φ100横引型RDφ100横引型RD

PH1階平面図・屋根伏図　

陸屋根-3 陸屋根-2

陸屋根-4

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 600060002300 2300

1
7
0
0
0

7
5
0
0

9
5
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

60006000 6000

60000

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

3470 2530

例

凡

根橋
畑林村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

氏　名

設計者

氏　名

設計者

A1: 1/100
A-23006

A3: 1/200

氏　名

設計者

23.07

TEL 026(296)8300

関口浪男

〒381-0012

管理建築士　１級建築士登録 第208750号

１級建築士事務所登録（長野）L第27312号

長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認

担当者

設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号

6.

7.

5.

訂正

3.

4.

2.

1.

PH1階平面図,屋根伏図

14

①壁開口　設備ダクト用開口　700㎜□

③既存アルミガラリ　W1700mm×H2480mm　撤去後、再取り付け

7
0
0

②ダクト接続後

改修項目

①壁開口　設備ダクト用開口　700㎜□　t＝200㎜

　開口廻り発泡ウレタンt25㎜吹付②ダクト接続後

③既存アルミガラリ　W1700mm×H2480mm　撤去後、再取り付け

1700

コンクリート基礎立上がり　W600㎜　×　H1000㎜　×　H150㎜　×　2ヶ所

H鋼（溶融亜鉛メッキ）　 　H200㎜　×　L3500㎜　×　2ヶ所

コンクリート基礎立上がり　W600㎜　×　H1200㎜　×　H150㎜　×　6ヶ所

H鋼（溶融亜鉛メッキ）　 　H200㎜　×　L6600㎜　×　6ヶ所

④空調機器基礎

⑤空調機器基礎

⑤空調機器基礎

※数量は参考数量とする。

D13@200

D13@200

既存

1
5
0

シンダーコンクリートt＝80㎜(既存）

防水層(既存）

ケミカルアンカー

1/40

基礎断面図　

1/20

コンクリート　Fc－18 , S15

8
0

工事
区分

④空調機械室　床面防塵塗装再塗装

機械基礎
既存再利用

機械基礎
既存再利用

機械基礎
既存再利用

機械基礎
既存再利用

④空調機械室　床面防塵塗装再塗装　　　106㎡

工事
区分

機械
設備

機械
設備

機械
設備

機械
設備

改修項目 ※数量は参考数量とする。

機械
設備

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務



発電機基礎

発電機位置 タンク位置

既存庁舎

花壇擁壁(既存）

既存花壇

既存アスファルト舗装撤去のうえ復旧歩車道境界ブロック　a150mm×b200mm×c170㎜　復旧 縁石復旧

既存プレハブ
倉庫（3）

A

A´

歩 道

フェンスA

エラスタイトt20

既存花壇擁壁

既存アスファルト舗装撤去
既存縁石撤去

既存アスファルト舗装撤去
歩 道

花 壇

※）既存花壇基礎幅・高さ
未確認

凍
結
深
度
　

上筋：D13縦横@200

下筋：D13縦横@200

エラスタイトt20

プライムコート

アスファルト混合物

上層路盤M40

下層路盤RC40

均しコンクリート

基礎砕石RC40

基礎砕石RC40

※）既存花壇基礎幅・高さ
未確認

密粒度            

既存花壇擁壁

フェンスA

コンクリート　Fc－18 , S15

フェンスA

受水槽基礎

既存U字側溝　W300

既存集水桝　450□

受水槽基礎

フェンスB

フェンスB

キュービクル基礎

コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜

 コンクリート基礎立上がり　W900㎜  ×　 D750㎜　×　H150㎜

コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜ 

コンクリート基礎立上がり　W2050㎜ ×　 D1650㎜ ×　H150㎜

コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜

コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜

コンクリート基礎立上がり　W2300㎜ ×　 D300㎜　×　H600㎜ 

B B´

C C´

エラスタイトt20

コンクリート基礎立上がり　W500㎜ ×　 D6200㎜　×　H600㎜　×　2基 

縁石面

（機械設備工事）

(電気設備工事）

凍
結
深
度
　

上筋：D13縦横@200

下筋：D13縦横@200

上層路盤M40

下層路盤RC40均しコンクリート

基礎砕石RC40

基礎砕石RC40

プライムコート

アスファルト混合物
密粒度            

フェンスB フェンスB

D13@200

D13縦横@200

～

既存U字側溝W300

既存歩者道境界ブロック

コンクリート　Fc－18 , S15

D13@200

D13@200

D13@200

既存アスファルト舗装撤去 既存U字側溝W300

既存歩者道境界ブロック

発電機・タンク基礎配置図（改修後） A1:S=1/50 A3:S=1/100

発電機・タンク基礎A-A´断面図(改修前)

発電機・タンク基礎A-A´断面図(改修後)

キュービクル・受水槽基礎（改修後）

受水槽基礎B-B´断面図(改修前)

受水槽基礎B-B´断面図(改修後)

A1:S=1/50 A3:S=1/100

A1:S=1/20 A3:S=1/40

A1:S=1/20 A3:S=1/40

A1:S=1/20 A3:S=1/40

A1:S=1/20 A3:S=1/40

工事区分：電気設備

工事区分：電気設備

工事区分：電気設備
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D

D´

空調機器置場基礎

既存RC壁

防音壁

既存花壇擁壁

既存アスファルト舗装撤去

歩 道

花 壇

※）既存花壇基礎幅・高さ
未確認

エラスタイトt20

凍
結
深
度
　

凍
結
深
度
　

基礎砕石RC40

均しコンクリート

歩 道

フェンスA

鉄骨：200×200×8×12　L=6600
溶融亜鉛メッキ仕上

コンクリート　Fc－18 , S15

D13@200

D13縦横@200

アンカーボルト　4ｰM16 L＝500㎜　W.N.

凍
結
深
度
　

上筋：D13縦横@200

下筋：D13縦横@200

上層路盤M40

下層路盤RC40
均しコンクリート

基礎砕石RC40

基礎砕石RC40

プライムコート

アスファルト混合物
密粒度            

既存U字側溝W300

既存歩者道境界
ブロック

コンクリート　Fc－18 , S15

フェンスBフェンスB

D13@200

D13縦横@200

既存アスファルト舗装撤去 既存U字側溝W300

既存歩者道境界
ブロック

朝日スチール工業株式会社　ＵＮ－Ａ２０００－４０同等品

（ハイテンション線）
ワイヤメッシュ

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

GL+0m

・発電機、タンク・キュービクル

・受水槽

　扉（片開き）　W900

  ダイアルキー無し

朝日スチール工業株式会社　ＵＮ－Ａ２０００－４０同等品

（ハイテンション線）
ワイヤメッシュ

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

GL+0m

凍
結
深
度
　

均しコンクリート

基礎砕石RC40

　扉（片開き）　W900

  ダイアルキー無し

凍
結
深
度
　

均しコンクリート

基礎砕石RC40

　扉（片開き）　W900

  ダイアルキー無し
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キュービクル基礎C-C´断面図(改修前) A1:S=1/20 A3:S=1/40

キュービクル基礎C-C´断面図(改修後)

空調機器置場基礎D-D´断面図(改修前)

空調機器置場基礎D-D´断面図(改修後)
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イ部詳細図

防音パネルNBP-90N　パネル図

<背面側> <吸音側>

イ部

ア部

・残響室法吸音率（JIS A 1409）　500Hz：1.12、 1,000Hz ：1.08
防音パネル音響性能（公的機関測定値） ・音響透過損失（JIS A 1416）　　500Hz：34dB、1,000Hz ：44dB

ア部詳細図 出隅部詳細図

<背面側> <吸音側>

<背面側><吸音側>

＋ 2PL-9×65

防音パネルNBPH-90N　部材表

防音パネルNBPH-90N1
2
3
4

支柱
ベースプレート
アンカーボルト

1980×500×88
H-125×125×6.5×9
B.PL-19×350×350
4-M16

防音壁　部材表
寸 法名 称

正面板1
2
3
4

材　質・寸　法名 称

1）パネル寸法が L=1,980を超える場合は、中枠付きとする。
2）正面板は、平滑性確保のためバーリング加工品とする。

SUS 六角ボルト　M10ジャッキボルト

遮音板及びケーシング
吸音材

高耐食性めっき鋼板　t=1.6
高耐食性めっき鋼板パンチング　t=0.4

フロ－ティングウ－ル　（ガラスクロス平貼）

3）吸音材は、紫外線カーボンアーク灯式耐候性試験機（JIS B 7751）を用いた

2)

3)

　 促進耐候性試験において、4,000時間後の吸音性能保持を確認済の物とする。

符号

4）防音パネルは、アクリル樹脂焼付塗装を標準とする。

5）本標準施工図の仕様・内容は、予告なく変更する場合がありますので

<背面側> <吸音側>

（オプションでフッ素樹脂焼付塗装可。別途見積）

御了承下さい。

アンカーボルト

※２～４につきましては、弊社工事外の為
　　別途強度確認等お願いいたします。

例

凡

根橋村田

丸子地域自治センター改修事業　南棟設備改修　電気設備工事

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課ＵＥＤＡ

１級建築士登録
第307544号　　　　　海瀬　務
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設計者

氏　名

設計者
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氏　名
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長野市柳原2360番地4

担当者検査員 設計担当責任者

設計体制及び検査承　認
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設計完了日 縮尺

図面名

工事名

JOB　No, 図面番号
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